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に

今､我が国では生活大国め実現が叫ばれ宅いますがこ老後生活をはじめとし七勤労者

の暮らしには不安が多いのが実情です｡

(財)連合総合生活開発研究所では､1993年初めから ｢生活ビジョン研究委員会｣に

おいて､21世紀の勤労者生活のあるべき姿を具体的に描き､その実現のために必要な政

策を提言するため､研究を進めています｡この報告書を羊､その研究の基礎資料とするた

めに行った 『21世紀ライフビジョン調査』の分析報告です｡

今回の調査では､家庭生準を含む勤労者の生括全般のあり方とその意識について調査

したはか､主要な項目については連合魁合員だけでなく既婚男性組合員の奥様をも対象

とし､しかも一部についでは各夫婦ごとに夫と妻め意識の異同が分かるようにカップリ

ング調査を行ったことが大きな特徴となっています｡

なお､生活ビジョシ研究委員会の最終報告善は｣本調査の結果を踏まえて､94年夏頃

に発表する予定です｡

最後に､本調査研究に携わっていただいた下記の作業委員の皆様､本調査に多大の御

協力をいただいた連合の各産別､単組､魁合員の皆様に深く感謝申･し上げます｡また､

アンケート調査の集計 ･分析 ･まとめにつきましては労働調査協議会に担当していただ

いたことを記して謝意を申し述べます｡

1993年 12月

財団法人 連合総合生活開発研究所
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Ⅰ.調査の実施概要
t､ヽ■

1.調 査 の 目 的

今､日本では生活大国の実現が叫ばれているが､老後生活をはじめとして働く者の暮

らしには不安が多いのが実情である｡連合総研の ｢生活ビジョン研究委員会｣では､21

世紀の勤労者生活のあるべき姿を具体的に描き､その実現のために必要な政策を提言す

るため､研究を進めている｡

本調査は､この研究の基礎的資料を得ることを目的に､連合殴協力を待て実施したも

のである｡

2.調 査 の 方 法

ナ_JI

調査は､組合員､取合員の妻､取合員夫妻それぞれに記入を求めたカップリング調査

の三種類から構成されている｡調査の方法は調査票 (別添資料)に自記入する方法で実

施した｡

3.調査の実施時期

1993年6-7月

4
.
調査票の配付
､
回収

調査票は､連合総研で予め決めた枚数を産別の協力を得て配付したよ対象者の選定

は､都市部と地方部の双方にLバランスよく調査票がまわることせ前提に､ー各取合に-任

した｡回収は､記入者が連合総研に直接郵便で返送する方式で行ならた｡

各調査対象者の配付枚数､回収枚数は次の通りである｡

配付枚数 回収枚数 回 収 率

魔合員詞李 8,I.POO牧 4,47?a 占5.996

奥様調査 き,二.PPO琢 1,車 準 5l4.6%
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Ⅱ.調査回答者の構成

llltt一
丹

}
√.

}

性別構成が問題になるのは組合員調査である
｡
取合員調査の回収枚数は4
,
472枚
､

のうち
､
｢男性｣は3
,
346枚で74
.
8%
､
女性は1
,
116枚で25
.
0%である
.
-(第1図)｡

第1図性

組令貞計

N=4472

男_.哩
女■性
如~A

2.年齢､勤続構成

凝合員調査の男性の場合､守30-34歳｣(21.9%)､｢35-39歳｣.(19.･1%)､ ｢40-44歳｣

(18.1%)転集中がみられる.中央値は37.3歳､平均値は37.9歳である｡女性は ｢20-2

4歳｣(31.1%)が最多､-次いで多いのは ｢25{J29歳十 (26.7%)である｡中央値は28.1

歳､平均値は31.2歳となる｡

勤続年数を中央値と平均値でみていくと､男性では15.0年､16.1年､女性では7.5年､

10.5年となっている｡

組合員の妻の場合､｢30■34歳｣(26.L-1%)と.35-39歳｣(22.2%)で過半数になる.

中央値は35.8歳､平均値は36.8歳である｡就労形態別の鷹巣を中央値でみると､専業主

婦が最も若くLで33.9歳､正社員は約2-歳うえの35.8歳､パートはめ6歳うえの39.7歳で

-10-



ある｡なお､夫の年齢は中央値で38.5歳､平均値で39.1歳となっており､おおむね3歳

の開きがみられる (第2-4図)0
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第3図 勤続年数
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第4図'夫の年齢
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3.学歴

学歴については､最終学歴でたずねている｡男性では ｢高卒｣(52.7%)で半数､これ

に ｢大卒 ･大学院修了｣(以下大卒と略､32.8%)と ｢短大 ･高専卒｣(以下短大卒と略､

6.8%)が続いている｡これに対し女性では､｢高卒｣(50.6%)が半数であることは男性

同様であるが､｢短大卒｣(30.8%)が多く､｢大卒｣(13.9%)の少ないのが特徴である｡

また､｢中卒｣は全体としてみると男性では7.4%､女性では4.5%で､1割を切ってい

る｡しかし､男性の40代後半以降では2-3割を､女性の40代以上でも約2割を占めて

いる｡

この点については､姐合員の妻で違いがみられる｡専業主婦の短大 ･大卒比率は

44.0%で､これは正社員の38.0%､パートの28.2%を上回っている｡なお､夫の大学卒

比率も同様の順番で高くなっている_(第5-6図)0
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第5図 最終学歴
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第6図 夫の最終学歴
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4.業 種

業種については男女とも製造業が最多で､公務 ･公営が第2位となっている｡男性で

その比率をみると､それぞれ42.6%､25.5%､女性では44.9%､27.0%で､両業種を合

わせると約7割にもなる｡製造業のなかでは金属関係が多く､公務 ･公営の中心は地方

自治体関係である｡総務庁の ｢労働力調査｣(92年)によると､雇用者総数に占める製造

業は27.0%､同じく官公は10.2%となっている｡したがって本調査で､製造業､公務 ･

公営の多いことは歴然としている｡これらに加え､既婚女性の30代､40代以上では公務

･公営関係が4割､5割と､その多きが際立っているのが留意点である (第7-8図)0
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第8図 業 種
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5.企業規模

民間企業組合員について従業員数による企業規模をみると､10,000人以上が27.4%､

5,000-9,999人が20.1%､3,000-4,999人が10.6%､1,000-2,999人が18.3%となって

いる｡したがって1,000人以上の大企業従業員が全体の8割弱を占めている｡300-999

人の中堅企業は12.9%､300人未満め中小企業は8.9r%である.

男性の場合､独身者の方が既婚者より中堅 丁中小企業の比率は高いが､女性では逆に

既婚者の方が､独身者より中堅 ･中小企業の比率が高い (第-9図)｡

6.職 種

男性では事務職が34.3%､技能職 -･∵魂業職が33.4%で並んで多く､技術 ･研究職が

16.3%､営業 ･販売 ･サービス職が9.0%となっている三.これは調査票の配付にさいし､

都市部の動向を知る意味から本社をサンプリ､ング車こ含吟ろ享う依頼したことの影響と思

われる｡

既婚男性の年齢別をみると30代前半では技能職が2如しかいないのに対し年齢の高い

層はど技能職の比率が大きくならており∴40代後半から50代前半にかけては6割弱を占

めている｡このように年齢層によって職種構成が大きく異なることは分析上留意する必

要がある｡

女性の場合は､事務職が67･8%と多数を責めている点が男性と異なっている｡また､

既婚女性では事務職の比率が56.9%と下がり､阜め他の専門職など他の職種の比率が増

加している｡

また､組合員の妻で専業主婦の場合､夫が事務職●である方が4割と多く､これが正社

員､パートになると2-3割弱に減少し､かわって技能職 ･現業職が4割前後で増えて

いる (第10図)0
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第9図 従業員数

1
0
0
人
未
満

1
0
0
-
2
9
9
人

3
0
0
卜
9
9
9
人

1
0
0
0
-
2
9
9

9
人

3
0
0
0
-
4
19
9

9
人

95
人 0
0
0
-
9
9
9

1
0
0
0
0
人
以
上

N

A

組.合貞計

男一性計

独身男性計

独立生計

親と同居

既
婚

男
性

年
齢

別

既
婚

女
性

年
齢

既婚勇一性計

30歳未満

30-34歳

35～39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55歳以上

女性計

独身女性計

独立生計

親と同居

既婚女性計

30歳未満

39-39歳

40歳以上

組合員の妻計

就 専業主婦
葉

形 正社員
港

別 パ- ト

唖 ■ E II■棚 打田

圃 [二㌣ 五 5∴ ｣障‡篤苦悶 甘

(江)取合員の妻の回答は夫の企業の従業員数を示す｡

-18-

計

∩=■■HJ9313nHJ

nHHu
9732nHu

llrhu
F<46rHHU

'u112
n=H.lU

R
u
282rj=J

P
hu
9981(

nHrHu
271nHHU

nHLhu
024nHJJHHU

ーtHトHu
693lHJJHU

tl日日rhu
414nH1U

一日JHu
362nHJHU

.1=
u
951(

tlEf且57(

P
hu
14RW山

rHHu

】ー
Hu
734n｣一日U

nLhu
902rjHJHU

60)

71)

nHrHu1011nJJHU

Ru■上65nHJHHー

P
hu

【Urlhu

2

7

3

9

2

2
nH.‖■トrjll



技
能
職

･現業職

組合員計

男性計

独身男性計

独立生計

親 と同居

既
婚

男
性

年
齢

別

既
婚

女
性

年
齢

既婚男一性計

30歳未満

30-34歳

35-39歳

40-44舜

45-49歳

50-54歳

55歳以上

女性計

独身女性計

独立生計

親 と同居

既婚女一性計

30歳未満

30-39歳

40歳以上

組合貝の妻計

就 専業主婦
美

形 正社員
悲

別 パー ト

技
術

･
研
究
職

そ
の
他
の
専
門
職

そ
の
他

N

A
計

qH■ートリ2744
rHJHuO･44･0日=

盟

41.0

:.:.:.二.:.:.:..I.:i:;:;:;:二:;:;:;:;:i:.:.:.:.:.I..:.:.:.:.:.:.:.:.:.:■:;手持;宇告董‡28.5嵩:.冒;告;董; 章52.6::iI..;:: -12.-~Ol牡 監要j!I:;:gIR 葺1●70●0

..............................................................................::::::::::::::::..:..'.:'.:::::'.::::::::::'.'.:::::::::::::::::::'.:

･ ･ 巨 …強 調 :̀

:i:.I::.i.6:T:;享;i:i:i:8草■+ 書蘭 書1992

~｢■ー ,雲L.管 18.0詞 書亭186

雪qi甘.'iB寺;...-37●2●4
(注)取合員の妻の回答は夫の職種を示す｡

-19-

MHrhu46

33

t

nHhu

39.6

.1

nhu

113

rHHU

.1日rLHu
349lHJHU

∩=1.日リ

0

3

6

2

iHrHU

nHhhu
242rHH.u

1日lり一

9

6

5rjHu

ーlHHu

47

5

nHHH-

】日日日日一

9

6

5

n=JHU

つー
hu
48

3
(

月日rhリ

9

0

2

rjlいー

叩HrHu

2

01

nHJHU

Ltl1日リ

6

111

rHJJHU

.1日■ー■hu

00 7

日=Ht■.Hu

I

0

5

1

nHHHー

nHrhu

72

5

rH=
U

ーt=Hu

10

4

q
Jいー

11日Hu
.4

3

1

′lt.

一日HLHJ

6

7

1

lHHJHU

】HHHu
38

6

1

n
JHU

_tHLHJ

9

6

8

nHJHU

.1日rhu

24

3

hHJHU

pHu

2

41

nHJHU



7.職 場

職場の構成は組合員計でみると､本社 (本庁)が30.6%､｢支社 ･営業所 ･出張所 (出

先)｣が28.4%､｢工場 (施設)｣が30.8%とはぼ3分されている｡本社の占めるウェイ ト

が高いのは､職種構成で紹介したようなサンプリングの影響である｡この本社の比率は

男性より女性の方がやや多い｡また､男性年齢別では30代前半がもっとも多く､4割と

なっているのに対し､年齢が高い層では少なくなっている (第11図)0

8.勤務形態

勤務形態は ｢通常の常昼勤務｣が69.9%と多数を占めている｡｢常昼勤 ･フレックス

制｣も13.4%あるが､｢変形労働時間制｣は3.4%と少ない｡交替勤務は ｢深夜あり｣が

9.6%､ ｢深夜なし｣が2.4%で合わせて12.0%である｡

これも､既婚男性年齢別にみるとやや違いがみられる｡常昼勤の比率は40代以降で年

齢が高いほど低いという傾向がみられ､50代前半では交替勤が 3割を占めている｡ま

た､フレックス制の回答が､40歳以下では､30代前半の2割強をピークに､その前後で

1割を超え､多めとなっている｡女性観合員でも､このフレックス制は30歳未満では

1/4を占めている｡しかし､交替勤は5.1%とわずかである (第12図)0

9.週休形態

週休形態は ｢週休 2日制 ･月4回以上｣が73.0%と多数である｡｢週休2日制 ･月4回

未満｣が15.7%､｢週休 1日制 ･1日半制｣が3.8%､ ｢その他｣が6.8%となっている｡

男女での違いはないが､既婚男性年齢別では ｢週休2日制 ･月4回以上｣の比率は年

齢が高いほど低くなっており､50代前半では5割強にとどまっている (第13図)0

10.組合役員経験

組合役員経験では､｢現在 ･役員｣が38.2%とかなり大きな比率となっており､この調

査の回答者が役員層に偏っていることを示している｡この点は､分析上､かなり留意す

る必要がある｡｢過去に経験あり｣は16.4%､｢経験なし｣は44.7%である｡

既婚男性年齢別にみると､30代前半では役員が5割と多くなっており､年齢が高い層

ほど減少しているが､50代でも4割を占めている｡女性の場合は役員は2割で男性より

はかなり少ない (第14図)0
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第11図 職 場
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第12図.勤務形態
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第13図 週休形態
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ll.世帯構成

世帯構成を男性組合員でみると､独身者が20.7%､既婚者が78.6%､離死別が0.3%と

なっている｡

独身者では独立生計が44.9%､｢親と同居｣が50.4%でほぼ二分されている｡既婚者で

は､｢夫婦と子どものみ｣の核世帯が63.3%と多数であり､｢夫婦のみ｣は14.7%､｢夫婦

と子どもと親｣は19.4%である｡さらに､既婚者を年齢別にみると30歳未満では ｢夫婦

のみ｣が5割弱を占め､55歳以上でも3割と多い｡親と同居している人は30代から50代

前半の間では2割を占めている｡

女性観合員の場合は､独身者が62.7%と多数を占め､既婚者は36.0%､離死別は

1･3%となっている｡独身者では､｢親と同軍｣が75･3%と多数で､独立生計の21･4%を

大きく上回っている点が男性と琴なる｡また､既癒着倒 ま､｢夫婦と子どものみ｣は38.

4%と少なく､｢夫婦のみ｣が24.7%､｢夫婦と子どもと親｣が31.2%と多いことが特徴で

ある (第15-16図)0
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第16図 世帯構成
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.
世帯の収入源

世帯の収入源は
､
主なものを3つ以内あげてもちう形式で設問しているが､
その回答

を｢本人収入のみ(本人の副業アル,
.
ミイトを含む)｣､
｢本人賃金+配偶者のフルタイム｣､

｢本人賃金+配病者のパート内職｣､
｢その他｣の4つに区分したのが第17図である｡
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第17図 世帯の収入源
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既婚男性でみると､｢本人収入のみ｣が44.1%と半数を下回り､｢妻のフルタイム｣が

20.0%､ ｢妻のパート･内職｣が29.7%で､両者合わせると共働きの方が多くなる｡

既婚者の年齢別で大きな違いがあり､30代以下では ｢本人収入のみ｣が半数を超える

のに対し､40代以上では3割かそれ以下となっている｡一方､既婚女性の場合は､｢本人

収入+夫のフルタイム｣が85.3%と大半を占めている｡

なお､第 1表は､回答q)ままを集計したものである｡先の ｢その他｣のなかで､｢配偶

者以外の他の家族員の収入｣の多いことがわかる｡

13.居 住 地

この居住地の構成 も､本調査のサンプリングの影響が表れている｡東衷圏

(26.1%)､京阪神圏 (17.8%)､｢中京圏｣(5.5%)を合わせると､半数にもなる｡その

他の市町村は3割強､その他の政令都市 ･県都の市は2割弱である｡そしてこの点につ

いては年齢による違いがみられ､40代以降ではその他の市町村が4割前後でいくぶん多

くなっている (第18図)0

クラマ-の関連係数 (Cr)

本調査では､カップ1)ングデータで夫婦の回答の一致度をみる目安として､クラ

マ-の関連係数を用いている.このクラマ-の関連係数は2つの設問間の関連の強

さを示す係数で､0から1までの間の値をとり､関連がまったくなければ0､関連

が強くなるほど大きくなる｡式は下記の通りである｡

Cr-冗/N (t-1)

N-回答者総数

t-2つの設問のうち選択肢の少ない方の選択肢数

なおx2(カイ2乗値)の計算は対数を利用した簡便法を用いた
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第 1表 世帯の主な収入源 (3つ選択)

人 イ人 収偶 ム偶 偶=収偶 業十 の 計
の トの 入着 収着 者 人音 . 他 A
貸 収副 .の~人の の 以 財.
金 入業 ナ パ 内 外 産
収 や .ル l 職 の 収
入 ア タ ト 収 ..秦 .入

の ル イ .タ 入 族

組合貞計 ′ 90.4 1=.820.8=16.L3.3.217;8 4.5 7.0 1.5 4472
-① ②ー ④ ③ ⑤

･男性か 葦埠≡汚 1;816.420~.7 4.113.4 3.9.5.1 0.7~-3346
一節 ③ ② ④ ⑤.

独身男性計.1 91.2-_1.3~3.,3.3.8 1.321.5 6.3 9.4 1.7 693
① 一… '---6享.̀ '② ④ ③∫

独立生計親と同居. -批准0.60.6 ∴ 0.6.1.0 0.6 1.0■0.6.J3il_.78..㊨_.lH④ ④ ●●｢② ④ ~T.②' ④
･83..7-1.4p6.0ー6.9 1.7雀;韮:::;;8;韮::1三三#;韮‡…;:.;2.2.6 34.9
--~p-65-●…~~-'.--@- 丁菅 ihi7g'ー雷
｢野 . ③ ｢雷 .画 ●…革

既 30歳未満∴30-34歳35-_39歳40-44歳p-45-49歳 .50-54歳.55歳以上 ･革帯去畢 2.1萎軒数11.6.,2.1 5.8 1.2 2.5 ... L242

男 専要路 .0.717.8'13.5 2.311.2 1.2 2.1 ./--569

年 坪沖 1.416｣717.8 4.5 7.p5 3.5 3.8 .- 574
蘇 T町 ③_ ② ⑤ ●--@
刺 L■欝駐字書1.918.L6言草草津 6.310.9 4.4 5.3 0.■2 569

94.83こ.720.7孝養i;事 6.013..5 4.3.4.3 .I. 348
① ③ 千雷 ⑤ ④

∃昨 i!賓3.3群諸 裾宝卦:I;.ii寒誰22.0 5i7 5｣3 ... 209

' サ野 ③-i哲 L琴 や

女性計 75.4-2.1如.i;#l~3.4rO.7.弥油 6.6凍.2:=;享.$ 3.6 1116
I--G7 .-1野_~'… 一団 .⑤ ｢雷

既 ･独身女性新独立生計●親と向居既婚女性計30歳未満 .~7.3̀6_.1-.4 5.0.3.7.0.9忍苦;;9 8.1….1:蚤;妻耳 5.6 700.

-"P .… ■…-- i哲 ④ ー昏 ⑤

･鮮藷_i.3 0.7 -. -L: 2.7 2._0 5.3 0.7 150
~て訂 ⑤ ●'-I- I--③ ④ ②
｢66.2 1.5 6.3 4.9 0.9詩蛸!蒲…緒:ii.;豊満憲轟音6::;:i-527
丁.-lg T雷 ｢罫-~雷~雷
･77.6 3r..285i';::3':3.0 0.519.2 3.710.0 0.2 .401
"軍 千野 … ~~ ③ ⑤ ⑧

86.8 3....3-.蝉雄 .1.1 -.ll.0 1.1 6.6_... 91
婚 ① L_.⑤ 丁雷_…'' '--③ ④~

性 ---@ ｢ て訂 --,… ~雷 ⑤ ④
年 40歳以上. 69.-3 4.0批蒲 4.5 1.1.19.9.4.5i:.範…蕃 o｣6-176

千野 .③:｢啓 一…@ ⑤

業 _｢町- ●.'‥-"-- .③ ●~ー② ⑤ .㊨

悲 ① ~雷 丁--'- ③ ⑤ .㊨
別 パ∵ ト 93..9 3.4..5.8蔑告汚 .3.913.12.7 7.3 2.7 412

※網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
X･網かけ下太実線は組合員計との差が1紬○イント以上多いこと､下太破線は15ホoIント以上I少ないことを示す
※丸数字は比率の順位
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Ⅲ.分 結果の要

第 1章.今後の生活

1.今後10年間の勤労者生活や社会の変化

これから10年を想定した際､.日本の勤労者の生活や社会におこる変化について､8つ

の側面からたずねた.結果を<肯定>の多い塀に示すと ｢下水 ･交通網等社会資本の整

備が進む｣(76.6%)､｢乳児保育など保育サーゼスが充実｣(59.1%)､ ｢水や森林など

自然環境の保護が進む｣ (52.5%)､ ｢ボランティア活動に参加する人が増 加｣

(52･3%)､ ｢家庭の団らんが増える｣ (48.3%)､ ｢安価な長期滞在型の余暇施設が増

加｣(45.3%)､ ｢外国人に対して･も社会保障が適用｣(43.3%)､ ｢良質な賃貸住宅が増

える｣ (30.0%)の順である｡

2.今後の生活見通し

今後の生活の見通しは四つの側面からたずねている｡肯定が最も高い [雇用の安定的

確保]でも48･7%､ついで .[定住可能な住居の確保]の42.696であり､[生活水準の向

上]と [老後の生活費の確保]については18..2%､13.9%と1割台にとどまっている｡

3,.5年後の家計

5年後の世帯の家計中､[収入水準の上昇]ほ肯定 (48･5%)と否定 (50.2%)に評価

二分､[貯蓄水準の上昇]と [家計のやりくりが楽になる]では肯定が24.6%､16.8%と

少なく､大半の回答は否定にまわっている｡

4.生活のなかで大切にしたいもの

12項目から3つ以内で選んでもらった結果､勤労者の主たる関心の上位二つは ｢健

康｣､(68･7%)と ｢家族関係｣ (51.4%)で､以下 ｢仕事｣ (32.3%)､ ｢友人 ･知人と

の関係｣ (30.9%)､ ｢スポーツや趣埠｣ (28.4%工 ｢子どもの教育｣(27.9%)の順で

ある｡

第2章 結婚 ･夫婦関係

1.結婚をめぐることがらについて

組合員計についてみると､年齢を気にして急いで結婚することはないが,いずれは結

婚すべきだという人が全体の9割弱にのぼっている｡また､結婚しても子どもをつくら

ないのがよいという人は非常に少ない｡結婚したら婚姻届を出すべきだと9割の人が考
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えている｡しかし､子どもができた後の女性の働き方や､離婚についての考え方は､男

女で意見が分かれている｡特に､子どもができた後も女性が働き続けることについて

は､差が大きい｡

2.世帯の稼ぎ手について

組合員計をみると､｢夫の収入を主とし妻が補助的収入を｣が44.6%でもっとも多く､

ついで ｢夫の収入のみで家計を維持する｣が31.3%となっている｡｢夫婦2人の収入で家

計を維持する｣は18.5%と少なく､｢夫婦どちらか一人の収入で家計を維持｣は4.0%と

極めて少ない｡

男性を30歳未満に限定した場合､独身のうちは ｢夫が世帯の稼ぎ手になるべきだ｣ と

いう考えは少ないのに対し､結婚するとそのような考え方にこだわる人もでてくること

がわかった｡

3.男女の役割分担について

組合員計では､｢妻が外にでて働き､夫が専ら家事をする｣､｢夫がいても妻が世帯主に

なる｣､｢父親がいても保護者欄に母親の名前をかく｣ といったことに抵抗を感じる人は

8割前後に達しており､[世帯の代表者は夫であるべきだ]という伝統的な考∴え方は男

女ともに根強い｡他方､同じく取合員計では､夫が ｢洗濯 ･食事のしたくをする｣や ｢妻

の来客を夫がもてなす｣こと-の抵抗感は4割台にとどまり､｢妻の親の介護｣や ｢女性

からのプロポーズ｣に関する抵抗感は2割台となっている｡

4.家事などに関する分担について

既婚男性と組合員の妻を比べると､｢夫が主にやっている｣は､[自治会 ･町内会の役

員など]を除き､既婚男性本人､組合員の妻の回答ともに1%前後しかない｡また､｢夫婦

で分担している｣は既婚男性の方が10ポイントほど多くなっている｡他方､既婚女性を

みると､既婚男性や組合員の妻の場合とは異なり､すべての項目に関して ｢夫が主に

やっている｣も ｢夫婦で分担している｣ も相対的に多い｡組合員の妻を就業形態別にみ

ると､正社員の場合にも同様の結果となっていることから､妻が正社員だと夫は家事を

分担する傾向にあるといえる｡

ただし､夫が ｢夫婦で分担している｣と答えている場合でも､ー妻は ｢主に妻がやって

いる｣ と答えていることが少なくない｡
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第3章 子ども

1.子どもの人数について

(1)子どもの人数

｢子どもはいない｣という人は､既婚男性では12.9%､既婚女性では24.7%である｡

[子どもの人数]の平均値は､既婚男性､観合員の妻とも疫1.~7人､既婚女性では1.5

人である｡

組合員の妻を就業形態別にみると､｢正社員｣の場合､｢子ども庭 い-ない十が多 く

なっている｡

(2) 希望する子どもの人数

｢子どもはほしくない｣という人は､独身男女で2-3%､既癖男性､魁合貞の妻

では1%未満にすぎない｡[希望する子どもの人数]の平均値は､既婚男女､魁合員の

妻ともに2.6人である｡

既婚男女ともに､実際の [子どもの人数]ほ [希望する子どもの人数]を下回って

いるケースが多い.

2.子どもがほしくない理由

｢育児費 ･教育費の負担が大変｣が8割でもっとも多く､これに集中している｡

子どもの人数が多い人ほど'[育児費 ･教育費の負担が大変]の比率も多い｡

希望する人数が多い人ほど､｢育児費 ･教育費の負担が大変｣や ｢住居が狭い｣■が多

い｡

以上から､出生率低下に対する対策としてほ､子どもにかかる轟費の削減や､住宅の

改善が有効といえるだろう.特にこれらの対策は､すでに子どもが2-̂ いる人が3人目

をつくること転効果があると思われる.

3.子どもの教育に関する考え方について

｢子どもは大学に進学しなくてもよい｣という人は総計､男女とも4､割強である｡

｢子どもが大学に進学したら学費を出すのは親の責任だ｣と考えている人は､総計､

性別でそれぞれ6割前後と-なっている｡

なお､子どもの人数が多いと､｢子どもは大学に進学しなくてもよい｣が増加し､｢子

どもが大学に進学したら学費を出すのは親の責任だ｣は減少する.I
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4.今後10年の日本の教育について

(1) 偏差値重視の教育と受験戦争 1

｢偏差値重視の教育が改められ､受験戦争は弱まっている｣に対して<そう思う>

とん､う比率は組合員計で23.6%からすぎない｡

学歴等による不公平が解消されないと､受験競争は弱まらないという判断がなされ

ているようである｡

(2) 高校卜大学の費用負担

｢高校､大学の費用負担は軽減される｣については<そう思う>という人は組合員

計､男女ともにわずか1割である｡今後も偏差値重視と受験戦争が続くという状況で

は進学のための費用はかさむことこそあれ､軽減することは考えられないということ

であろう｡

5.自分の子どもに住んでほしいと思う社会

組合員計では ｢社会保障の充実｣､｢経済の安定｣､｢自然環境の保護｣が重視されてい

る｡

また､男性は経済的な意味での [安定]､[豊かさ]､[平等]を相対的に重視している

のに対し､女性は -[環境]､[男女間の平等]､[福祉]､[安全]を重視している.

第4章 住専と相続

1.住居の種類

<持家此率>が6割に達する年齢を比べると､東京圏は､京阪神圏 ･中京圏よりも10

歳ほど遅いことがわかった｡

また｣東京圏では30代後半～40代後半の<持家マンション>比率は1割強である｡

2.将来鴻含めて考えた場合の住宅

持家一戸建て志向は極めて根強く､属性による違いはみられない｡

3.親からの相続

親からの-相続があるという人は､総計では3割強だが､既婚男女とも30代では4割強

とやや多く一･なっている｡

4.資産を子どもに相続すること

[子ども-の相続]ほ､全般的に<資産を残す>という考えが強い｡特に､自分自身

が親から資産を相続する人は､子どもにも相続させようとする傾向がある｡
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第5章 地域との関係

1.近所づきあいの現状ん

組合員計では (している)をみると､[町内会 ･自治会の行事にはできるだけ参加す

る]ほ4割艶､[近所の人と一緒に遊びに出かける]や [地域のサークルに参加してい

る]ほ2割前後にとどまっており､近所づきあいを活発にしている人は多いとはいえな

い｡

2.近所づきあいについての考え方

[近所づきあいについての考え方]でもっとも多いのは ｢助け合える近所づきあい/が

よい｣ (53.0%)だが､｢ほどほどにしたい｣も42.4%と少なくない｡｢できるだけしたく

ない｣は3%にすぎない｡

｢助け合える近所づきあいがよい｣と考えている人はど近所づきあいを活発にしてい

る｡

第 6章 職場生活

1･.超過労働について

1ヵ月平均の超過労働時間は､J男性で21.2時間､女性で平均10.0時間である.それに

ついての評価をみると ｢現状程度でよ∴い十とする人が53.2%と多数であるが､｢減らした

い十とする人も37.6%を占めて.いる｡骨 性では､超過労働時間が長くなるほど ｢減らし

たい｣という人が増え､月30時間を超えると半数以上となる｡

2.労働時間 ･休日休暇制度の実現の希望

もっとも実現希望の多かったのは､[介護休業 ･休暇](90.6%)[有給の病気休暇]

(89.0%)である｡-ついで[..1日の所定労働時間の短縮]も多い｡[1ヵ月程度のバカン

ス休暇]は78.8%､ [ボラツティア活動のための休暇]は65.1%といずれも半数を超え

る｡[週休3日制]も64.2%二と多数となっている.これを羊対し[1年程度の長期研修休

暇]ほ45.9%と唯丁半数を下回る項目である｡

3∴働き方に関する考え方

① [やりがいのある仕事なら労働時間は長くてもよい]については､否定的な人が

63.2%と多数を占めている｡

L② [好きな時に仕事をするフ1)-タ上的働き方も悪くない]については肯定は

47.6%とはぼ半数であり､フリーターについては多少とも理解を示す人が少なくな
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い｡

③ [条件さえ合えば出身地に近いところで仕事をしたい]転っいては肯定か77.3%

と多数である｡

④ [単身赴任となる転勤も仕方ない]とする人は24.9%であり､単身赴任を必要悪

と考えている人は少ない｡

⑤ [会社を気軽に転職できるのがよい]とする人は40.3%で少なくはないが､半数

を下回っており､転職についてはあまり肯定的にみられていないことがわかる.

⑥ [転職してもはかで仕事を十分やれる自信がある]ことを肯定する人は39.0%で

これも半数を下回っている｡

⑦ [管理職でなく専門職として腕をふるいたい]について ｢そう思う｣ と回答した

人は､61.3%と多数である｡したがって､管理職を志向するより専門職を志向する

人の方が多いが､残り4割は管理職志向とみられるので､この比率も少なくないと

いえる｡

4.賃金について

学歴との関係では ｢学歴に関係なく決まるのがよい｣とする人が84.6%と大多数であ

り､[賃金は年齢や生活費に応じてあがっていくのがよい]という考えを肯定する人も

80.1%と大多数である｡これに対し [賃金は勤続年数と関係なく､仕事や能力で決まる

のがよい]とする人は55.4%と半数をやや上回る程度であり､賃金から勤続要素を排除

し､完全職能給とするかどうかについては､意見が分れている｡

5.10年後の職場や仕事について

① [男女とも子育てと仕事を両立している人が増える]とする人は65.5%と多いが

[女性の管理職はめずらしくなくなっている]は44.2%と半数をやや下回り､[賃金

の男女間格差はほぼ解消されている]とする人は35.1%しかいない｡

② [資格取得や専門学校に通うなど自己啓発に励む人が増えている]とする人は

63.0%と多い｡その一方､[自ら進んで仕事に励む人は少なくなっている]とする人

も57.2%と多数である｡また､[仕事がきつくなってついていけなく▲なる人が増え

ている]かどうかについては､肯定は42.6%で､見方は分れてし､る.

③ [定年まで同一企業で働き続ける終身雇用制度はなくなっている]とする人は

32.9%と1/3程度いるが､残りの2/3ほ終身雇用制は存続すると考えているとみられ

る｡
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④ [障害者を雇用する職場が増えている]ほ45.0%､｢60歳以上の高齢者の知識や技

能が生かされる職場が増えている丁も43.4%で､これら･の層の雇用拡大が進むとみ

ている人は半数を下回る｡

⑤ [学歴や出身校による不公平はほぼ解消されている]かどうかについては､肯定

が19.8%しかなく､きわめて悲観的である｡

6.60歳になったときの就労状態

｢今の会社にいると思う｣人は20.6%であり､｢今の会社のグループ企業にレる｣と回

答した人が11.8%､ ｢今の会社と関係のない仕事をしている｣人が15/1%と回答が分れ

ているが､｢仕事をやめて退職後の生活に入っている｣人が26.4%もいる点は､年金支給

開始年齢繰 り延べとの関係では留意する必要があろう｡

第7章.組合員の妻の就労

1.妻の就労状況

｢正社員の経験はあるが今は働いていない｣人が47.6鬼ともっとも多い｡次いで ｢正

社員の経験はあるが今はパート｣など現在パートの人は25.1%である｡そして､｢現在､

正社員｣は19.8%となっている｡

2.正社員をやめた理由

｢結婚のため｣が48.7%､｢出産 ･育児のため｣が32.1%でこの2項目に回答が集中し

ている｡さらに､仕事をやめたことを後悔しているかどうかについては､87.3%の人が

｢いいえ｣と答えている｡

3.正社員での就労の意思

働いていないかパ⊥ トの人で､｢正社員で就職するづもりがある｣ と答えた人は

26.2%で4人に1人である｡正社員で働くのに必要な条件としては ｢通勤時間が短く､

残業､出張のないこと｣ (51.0%)､ ｢自分の能力や資格が生かせる仕事がみつかるこ

と｣ (34.0%)､ ｢仕事を持つことについて夫の理解があること｣ (34.0%)などがあげ

られている｡

4.パー トでの就労意思

現在働いていない人で､パートで働くつもりがある人は65.7%と2/3程度いる｡
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琴 8卓 会社との関係

1.職場単位での旅行やレクリエーションが行われた場合の参加･

｢積極的に参加する｣人が61.7%､｢仕方ないので参加する十が30.6%であり､十でき

るだけ斬る｣人は6.7%と･極めて少数で参るから､ほとんどの人は<参加するつも,り>

と考えている｡同時に､1/3は､こうした-行事に消極的であり･･､とくに女性でその傾向が

強い｡

2.社宅住いについて

｢何かとわずらわし十ので住みたくない｣という社宅否定派は6割と過半数を占め

る｡

住宅事情の厳しい東京圏でも ｢家賃が安いのは助かるので住みたい｣という人は5割

程度である｡

3.会社に対する気持ち

｢会社において自分の最善をつくしたい｣とする人が42.4%ともっとも多いが半数を

下回り､｢会社では人並みに働いていたい｣が33.9%､｢生活の程を得る場と割り切りた

い｣_が20･9%で回答は3分されている｡

4.子どもを今の会社に入れることについて

｢あまり入れたくない｣人が54.9%ともっとも多く､さらに ｢絶対入れたくない｣人

も19.9%いて､8割弱の人が<入れたくない>と考えていることがわかる｡業種別で

は､商業 ･傘融 :サービス.業､企業規模では､1,OrO0人未満の中堅 ･中小企業でその傾向

が強い｡

5.会社が利益をあげたとき､重視すべきこと

｢会社の将来の発展のため設備投資にまわす｣と回答した人が50.8%､｢商品価格を引

き下げ消費者 (社会)に還元する｣が46.9%で回答はほぼ2分されている｡男性の業種

別でみると､製造業では設備投資派が6割を超えるのに対し､公務 ･公営では4割を下

回っている｡

第9章.定年退職後の生活

1.定年退職後の夫婦の生活

この点については､4つの側面から聞いている｡各項目を､<肯定>の多い順に示す

と､[お互い助け合って生活する](97.7%)､[夫婦共通の趣味を持つ] (93.1%)､ [お
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互いにしぼられない生帝をする] I(83.5%)､ [家事の分担]●(66.3%)となるム

このうち､夫婦間のギャップが一番大きいのは [家事の分担]で､<肯定>は夫は6

割なのに対し､妻は7割となっている｡

2･親与の周居

大半の観合員は､ー親との関係を継続的に維持したいと考えている｡ただし､その中身

については違いがみられ､[夫の親]については同居と近くに住むに評価が分れている

のに対 し､[妻の親]の場合は近くに住んでもらいたいと考えている｡

3.介護をめぐる問題

･①-介護に･?や､て､夫の回答をみると､自分の.親の介護については <在宅介護> ､そ

れも在宅 ･家族介護を当然と考えている人が多い｡しかし､t妻は夫の親に対し<在

宅介護>が多いことは夫同様であるが､広く介護サービスを利用しての在宅介護を

考えている.またカップリングデータによると､夫が在宅 ･家族介護を考えている

ところの妻で､同意見は6割､残 りは在宅 ･在宅介護サービス利用の1/4､その他が

1割強となっている｡また､[妻の親]については､夫に比べ妻は在宅で介護したい

と考えている人が9.4ポイント多い｡

② 自分自身が介護が必要になった際の希望では既婚男性では ｢主として配偶者の世

話になる｣ (57.0%)に集中し､第2位が ｢公共の老人ホームなどの施設転入所｣

(12.6%)である｡これに対し､組合員の妻で ｢主として配偶者の世話になる｣

(30.8%)をあげた人は既婚男性の半分でしかなく､｢わからない｣ (22.1%)､ ｢公

共の老人ホームなどの施設に入所｣ (14.7%)､ ｢在宅で介護サービスを利用する｣

(13.7%)などに回答が分散している｡

第10章 組合活動

観合活動の現状のうち､労働条件の向上面での取合の役割については高い評価がされ

ている｡これにくらべると､合理化 ･首切り-の対応､経営のチェックや企業倫理確立

では<肯定>が半数になり､不利な職場の移動になると4割台にまで下がる｡この取合

活動の現状については､高学歴層､組合役員の経験なし層で<否定>の多いのが特徴と

なっている｡

また今後の取り組み領域の拡充については､定年退職者と継続的関係を維持すること

については<肯定>が半数を超えている｡中間管理職の組織化については (肯定)がお
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おむね半数こしかしサービス活動重視については3割強でしかない.

第11章 日●本の国際化について

① 子どもが国際人となること-の高い関心が表われている.[外国人士近所づきあ

いをしたい]-の希望も多く､また [外国人の子どもを家庭に受入れたい]が3割

もある｡

② 大半の人が､日本が国是としてきた輸出立国日本にこだわらないことを<肯定>

している｡

③ [外国で働いてみたい]や [上司が外国人でもかまわない]は､年齢の若い層､技

術 ･専門職､高学歴層で支持が高い｡

④ 在日外国人の ｢単純労働-の就労を認める｣についても<肯定>が高い｡そして

｢地方での選挙権の付与｣は､現在のところ過半数となっていた0
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第1章 今 後 の

本章では､･-勤労者とその妻が今後の生活についてどのような見通しと･関心を持ってい

るのかについて､[今後10年間の勤労者生活や社会の変化]､[今後の生活見通し]､[5年

後の家計]などの設問を通して検討し､合わせて､･[生活のなかで大切にしたいもの]を

みていくことにする｡

1.今後10年間の勤労者生活や社会の変化

まず最初に勤労者とその妻が､ -これから10年を想定した際､日本の勤労者の生活や社

会にどのような変化がおこると考えているのか､この点からみていくこと■にしよう｡本

調査でとりあげた8つの項目は､いずれも現在の勤労者生活で改善が求められている課

題であったり､また何らかの対処の必要性の生じつつある問題である0

取合員計の着果で､｢そう思う｣の肯定の多い順疫並べると次のよう転なる｡

そう思う そう思わない

｢下水 ･交通網等社会資本の整備が進む｣

｢乳児保育など保育サービスが充実｣････

｢水や森林など自然環境の保護が進む｣･

｢ボランティア振動に参加する人が増加｣

｢家庭の団らんが増える｣

｢安価な長期滞在型の余暇施翠が増加｣′

｢外国人に対しても社会保障が適用｣∴

｢良質な賃貸住宅が増えるj

76.6%

59.1%

52･5%

52.3%

48.3%

45.3%

43.3%

30.0%

22.5%

39.9%

46･6%

-46.8%

50.8%

5.3･8%

55.7%

69.0%

男性計の結果特上取合員計とほとんど変わらない.女性計の結果も男性計と似通って

いる｡もちろん∴比率や差は奉る∴ 男女間で最も差の開いているのほ保育サ｢ビスの充

実で､女性が男性より10ポイント多い｡また家庭団らんと自然環境の保護については男

性が女性を約6ポイント上回っている｡

これらの項目を個別にみていくと､次のような点が注目される｡結果を先取 りしてい

えば､回答者は現在の関心の度合いを､10年後の見通しにも重ねあわせてみているとい
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うことである (第 1十,1図｡第 1-1表)｡∈れを個別にみていぐと､次のような特徴点

が指摘できる｡

① 家庭生活に関連した項目のなかで､子育ての環境については肯定が否定を明らか

に引き離している｡≡この項目は∴親､とりわけ母親の育児負担を軽減し､少子社会

･の進展にいくらかでも歯止めをかげるうえで､重要な政策課題でもあるが､今回の

結果をみると､保育サービスの対象となる子どもを抱える世代､･特に既婚女性の30

歳未満 (74.7%)と30代 (69.4%)で肯定が高くなっている｡

これに対し､もう一つの家庭生活に関する項目､家族団らんにづいては評価がき

れいに二分されている｡しかし､男性の30代と50代後半では肯定が6割で､傾向は､

はっきりしている.30代は子どもが乳幼児段階で家庭-の関心が高まる世代にあた

り､また50代後半の10年後はほとんどの勤労者は仕事から離れ､そのぶん家族と過

ごす時間が増える｡これらのことが影響しているのであろう｡

第 1-上図 今後柑年の間に日本の勤労者生活や社会におこる変化について

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

乳児保育など保
サービスが充実『 ∴ _ 5.9･1 .r _ - 39･･9- - lllgl

外国人に対しても
社会保障が適用

家庭の団らんが
える

ボランティアに
加する人が増加

r ･.-43･3 .__ 55---7_ 去1

町~~二 ~~: 48･3_,_ - 50･8 90i

良質な賃貸住宅力
増える

下水十交通等社
資本の整備が進

水や森林など自
環境の保護が進

1 30･01 69･0 去】

臥 -1p _■~･五二5-. -∴ _- 46:6- 宝l
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第1_-1,･表 今後柑年の間に日本の勤労者生活や社会におこる変化について
くそう思う)

余価 一児 会国 る廃 すラ..え賞 本永 境や 計
~こ-噸 な十ピ保√_保人 1の-るン∴るな の .L.の森
-施長 ㌧ス育 陣に 団 人テ 貸 整交 保林
設期 がな が対 ら がィ .貸 借通 護な
が滞 充ど 遺し ん 増ア 住 が等 がど
増在 実保 用て が■加に 宅 進社 進 自

･㌧組合貞計 -_. 45,3.59..143..3-48.352-.3.30.076.652.5 44.72

I.:-:I.男性計 ; 44,｣9∴66..i.~6■:.i.42.各~49..=9,5:3一2～_1p29..876.95-4:.0.L3346

独身男性計 . 46.860.644.242.747.227.0.76.249.8 693

独立生計 49.559.545.344.149.226.778.148■.2 311

既婚男性計 ･.44.455li7p42..252.0.-55.030.5 77.2. .55.2 26.-30

既 30歳未満 40.9療:浮4O.146.7二45.930.676.949.2 242
嫡男 一■■■■■■■■■■■■■-30-′34歳 46.962.244.1革駁藻屑草譜p,30.478.6等教護 569

悼年 ■■■■■■■■■- ■■■■■■■■■■■- 一■-■■-llllllllllllllllll■l■l■･35-39歳 45.559.941.3:雑.;'::#醜謀-:.24.980.556.4 574

蘇別 - - +----40-44歳 43.451.8.43.248.356.230.274｣554..3_ 5_69

I- 一■■■llllll■ll■■lll■lllll■■■-一■■-.■■■■■■-

女性計独身女性計独立生計 :46.,3綿蒲45-.:643二.3-4_9.030.775..7L~4.7.-.L8_1116

I-;43..163_-645.,14416.58:f1:!~:29.776.1_.46-;-.6.:401

一■■■■■■■-･由▲6ヲ醸…::#47.3.謹捕手;頚由.428.675.81-50.5 91

婚女 30-39歳 47-;-(日時薄 -41-.845.5-番監守享29-｣1J74._641.8∴ 134

悼年 40歳以上 - ■■ 一-42.05_3.446.638-.6軸謹 30.7_.77.3ー48.3 176p

※網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5軒イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合員計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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② 生活に関連した社会資本中､下水 ･交通網などに?いては高い骨定がある一方､

余暇関連施設については否定が肯定を上回り､良質な賃貸住宅の増加見通しになる

と大半が否定的である｡このうち前者の下水 ･交通網などの整備については､この

回答が最小の男性50代後半でも7割弱であり､大半の勤労考が整備されるとみてい

ることになる｡

後者の良質な賃貸住宅については､ここにおいても男性の50代後半が4割強で特

異な値となっているものの､他はいずれの集計区分でみても3割前後で､比率の差

は小さい｡ほぼ同じことは､これを地域別住居の種頬別に集計した第 1-2表にお

いてもいえる｡

第 1-2表 良質な賃貸住宅が増をる

(男性･住居の種類別)

そ そ N

思 思 A

な ー
い

計 A_29.869Y.:?.0.I:?-I::. 二等346..(10..0.0二)

済穿 29._8_18.2 - 19ip卜や.1J.)

27.272.60.2 871(26.0)

27.】.9m.40:.p7:::I:53,I.十l:6.1.)

親.近親者q)持家.26.-573.5-二.-377-日1.-3)

計 27.■5■72.0~0.5∴85Jb~二~tlbb.oi

塞島 持家.｢戸建て 1.38.6.-6T.91,.与-_項 ∴仁29.1)

23..6_~76.4._- 34L寸(仙81

-r25｣.573.-90..16.:..16--i-:-∴日9.4)

親.近頬舌q)持家 38.062.0...十. TI....(声一4)

計 32.466._li=I.豆~.111や--(lop.0)

露 . 持家.｢戸建て 34.565.5__2.0p-∴6ii∴ (由.:1)

親.近鉄者の持家~27.672.4- 163日4.6)
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③ ボランティア活動への参加は､共生社会が望まれ､-高齢社会の.到来が迫っている

･今臥 その促進が社会的に要請されている{全体でみると､L一参加者の増加見通しに

ついては<肯定>′とく否定>に評価が二分ざれている｡そのなかで ･ヾ年齢別では男

性の30代､女性の30歳以上では<肯定>が6割を占め､L<否定>を大きく引き離し

ている｡､そしてこの点については､企業規模と学歴で違いがみられ､･<肯定>の回

答を男性の集計でみると300人未満では45.2%であるが3,000人以上になると5由%台

で､13ポイントの差がついており､また40歳未満の学歴別では中卒の30.3%が､高

卒では43.7%､短大では47.4%､大卒では63.7%で､中卒と大卒と'やは30ポイント

以上の開きがみられる｡大企業ほどボランティア活動が普及しており､また参加に

ついて労使とも熱心なところが多′く､その必要性や関心が喚起されているのではな

かろうか.組合役員でも現在役員 ･委員で56/8%-と高いがt経験なしとの差は8.2

ポイシトにとどまっている (第1-3表).

第 1-3表 今後10年の間に日本の勤労者生活や社会にお与る変化について
くそう思う)

(男性)

ちLがイ 回一義一一革計

壁曇別 300人未済 ~41 . 763.340.746.245.231.777.963; 3 199 389.9'

1000-2999̂ 44.4.54.741.150.749.3.32.479.555.4 448 407.4

3Qや0-9999人 48._3,80.6,43.851.858.2 31.478.060.4 722 432.4
100仙人以上 48 .也..58.843.954.768 .6∴29.077.856.1 8線 422..0

守別 .本 社 47.8､.61.343.458.881.8.29.178.8的.0 975 434.3

萄 ●脚 .HJ42.563.840.742.047.8 29.174.64 8.3 966 _978.4

･~<-遵奉短軸 串サ'~.二.1-予48...7.65..6-.41.4.48.8L紙 7-28.878.8L61.-8 602 _407.A

･神秘 辛車線 ∴∴蛾 _約 1■事_∴8--.43+OL-61:5-53.AI.-oj8.8†8.41-.6:4-.0~2.0-1 2 4-1g.._p-

30代以下学歴別由奉㌍ -1丁､･.-湖 :.:-6-;∴-:呑.-1:-8:-∵船 4.-61.830.3-33.L3,81.■8.鶴.呑- 33■397.0
高卒 44.268.~640.048.743.728.87も3 49.7 891 381.7

短大.高専卒 42.968.248.145.547..429.979.256.8 .184 414.○
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④ 日本社会の国際化q)なかで､日本で働き､生活する外国人が増えている｡この趨

勢は､,10年後も変わらないものと思われる｡その際､外国人-の社会保障の適用は

外国人が安心して生活するうえで､重要な要件となる｡この点についての<肯定>

･はいずれの集計区分でみてもおおむね4割台であり､多数派は否定的見方をしてい

ることになる｡そのなかで職種別のその他専門職 (サンプルが80件､その8割強が

教諭)では､<肯定>が52.5%となり､唯一過半数を超えている (図表省略)0

2 今後の生活見通し

-今後の生活の見通しでたずねたのは､[雇用の安定的確保]､[生活水準の向上]､[定住

可能な住居の確保]､[老後の生活費の確保]の4つである｡それぞれの項 目について､

組合員計の回答を示すと次のようになる (第 1-2図)｡

｢そう思う｣ ｢そう思わない｣ ｢わからない｣

[雇用の安定的確保]--･--- 48.7%

[生活水準の向上]･････-･_･--･･18･2%

[定住可能な住居の確保]･･-･････42.6%

[老後の生活費め確保]---- 13.9%

が確保される
生活水準が向上る
定住可能な住居確保できる
老後の生活費が保できる

そ
う
思
う

20.6%

52.6%-

27.8%

38.3%

第 1-2図 今後の生活見通しについて

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

25･3邑
..J

16･9…
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･いずれ

ているQ
Jr

項の ち

.

と

‥

冒

.
才奉からない｣･が3割､[老後の生活費の確保]では半数近くに達し二T,:.I'■-.､..t!I

性別柔軽索睦や､年齢別では若い層で多い,このこと転留意しながら､項目ご
11 一態;

峯の籍巣をみ車いく.8ム 次のような特徴点が指摘できる (第 1-4-6表)01L-L ,1-rJ

[雇用_b衰鮭的確保]ほ､勤労者生活の安定にとって不可欠な条件である｡雇用環境

は､周ブル経済IO崩壊､消費の冷え込み､1ドル100円台時代への突入などの条件が重な

り̀｣厳しさを増し'ている｡自分の雇用が安定的に確保できることを<肯定>する回答が

筆数でしかないごとーの.なかには∴とのような雇庸環境の変化が少なからず影響しセいる

よ､ぅに思われる′三骨短は男性-(51{2%)の方が女性 (40.9%)Jより10.3ポイント多い｡こ

の男性を既婚者について年齢別でみると､肯定が最も多いのは30代前半の55-.9%､-最も

低くなるのば50代前半の44.5%である｡定年商後の雇用や職の安定的確保-の不安がよ

ぎっ七いるのであろうか｡図表は省略しているか､既婚男性の集計で肯定が6割前後で

高いのは､業種別でみた公務の64∫.8%､職種別でみた事務職の58.2%､その他専門職の

67.5%などであり,､尿対に肯定が目立って低いのは企業規模300人未満の33.7%であ

る｡

この点についでの姐合員の妻の由答は､肯定が48.5%で､否定は18.6%で､~既婚女性

観合点の療東とあきり変わりがない｡カップ1)ソグデータでは､夫が肯定していて妻が

否定しているの-ほ4割､肯定は7割となっている.

[生活水準の向上]と [老後の生活費の確保]についての肯定は､わずか1割台でし

かない｡土の点は同じであるが､中身には大きな違いがある｡

[生活水準の向上]は､否定が半数を超え多い点に特徴がある｡そして男女共通して

いえることであ考が､この否定の回答は50代で多い｡既婚男性でみると､30代前半の4

割台が､同後半以降では5割台になり､50代になると7割強にまで達する｡既婚女性の

結果でも､40歳未満の約5割やミ40代以上では6割強となっている｡雇用面で出向や転籍

の対象となりやすく､また昨今､中高年層の賃金カーブの見直しが進められている｡中

高年層にとって､生活水準が向上することを確信できる条件は狭められ七いる｡これに

加え､50代の結果には定年退職後q)収入の減少にともなうつつましい生活-の思いが影

響しているよう転思われる｡カもプ1)ングデータでは､夫が生活永準が向上すると回答

している層七､妻の肯定は4割を切っている｡
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第 1-4表 今後の生活見通しについて
(そう思う)

が自 る生 確定 保老
確分 :括 :保住 で後 ..計

さ雇 準 き能 る生
-..れ用 .-が .る な 括
るの 向 住 費'
安 上 居 が
'定一J す:_.Lが 確-J

革合早計 48.718.2_42.6.13.9,4472

男性計∴ 51.220.0..45.514.1-3346

独身男.性計 49.-918.82.6...314.1 -693t一■-■■一■

tIL---

親 と周居 49.616.3..34.4-12∴.9 3由

餅婚男性計 ~∴ 51.82-0.-4‥引絞8.-L14.1 2630一-

嫡罪 30-34歳 帝誇 称 謙 40..615.-1 5169

性年 一- ■■■●-35-39歳. 52..4~20.6事駐軒10.1 574

蘇刺 - ■40-44歳 51.318.8等串!.漣 14.9 569

45-Jt49歳- _50.919.0志駐在16.4+ 3.48■■■■■■-■

50-54歳 44.512..4番乾畢召取等 209-■一--~■-l■llllll■■■■■■■.■■-

55歳以上 48.0 7.8印:i;:-817.6 102■■■■~-一一■■■l一■■■■■■■

女性計 40.912.933.613.2 1116

独身女性計 40.711.619.0 9.3 700

独畢生計 45.310.722.014.0 15b

親 と同居 39.ll-1.818.-0 7.8- 5i7

既婚耳性計 . 40.615.O写縦-#老軒要 401I- "

既 30歳末滞 34.113.242.914.3 91

婚 ~女 30⊥細歳 --■41.016■L.4批三才=:i7.9.:.:1如

性年 ■- ■■4-0歳奴上~ .._43.-8'~1~4,.8廟 甜 -溶 滴l:1.76
齢 - -

■■-■lllll

a 専業主婦 批 溝21.7.鵜i:#=漣新著∴ 8由

l業 -形 .'正社員こ一. ･p.41̀木.16..4..5-,6::i:=:ai17..3-324

港別 パー ト 44.917.7鵜譜 16.OJr412ー ト 44.917.7鵜譜 16.OJr412

※網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○イント以上多いこと､
下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合貞計との差が15ホ○イント以上多いこと､
一下太破線は15ホ○イント以上I少ないことを示す
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第 1-5 今後の生活見 通 しに つ い て
(そう母もな い )
･'_が自る生 確定 廃老
._確.分 括.保住 で後 ._計
･保の-..~水.セ可 ~きめ一一
さ雇 準 き能 る生
∴れ用.::ーが√.るな∴ 絡
_安 上 居 が

∴.孝 一す 一一十が 確-

.組合貞計 20.652_.627J.838,;3. 447.2

男性計 L-.A_ 21..453.4-27:...739,.5.i.3.34.6

-独身男性計.∴ 丁J.■20~こ:949こ2.鶴:i:i:B.巨3r8.4..L6.93::.一■- ■■.I

ヱ_独立生計 .:.-ip 120,,.-6-_50■:;:.2滴転9…38∴9∴ ‥311

艶と同居_.. ･21,.2491..3._:-32_.-.738.4 芦申

L1.舞姫男性許∴ ･--:21∴..6_.:_.54..5..24.539..9.263-_P

30ヤ3ー4歳 17.646.2.29.736.2 569

性 -̀年節別 --1pf.I

35l～39歳 21.1ー53';324.7~40.2 5九

40-44歳 21.355.419.941.5 -5由

-45_TYJ;4p9最 ∴.23..6..56.0:20.141.1 -348

50-5,4歳 ::38:i:称号敬三322..043,1 209- ■■■■■■-ll■■■■■'■~●ー-~一■

■■■■- ■■- ■■●---■■■■-

独身女性計 16.146.9茸5i:…蕃34.9 700-■■--■一- ■■

独立隼計 15.350.7加重i:.溝40.0 150- _.

既 30革未満 25.352.724.229.7 91

婚 .̀_女 ･:L36⊥如意 1.I ′i_2,{b::9.T三48..■5.~13.431｣3-JPf-1.jJ:i

性年壬,
由

業 .形 三並.牡貞=-:∴: 二,2む革,,,.,56:.こ′8鳩.ipJi4..38-.写p-三3j捜

態別 ?下｢.ド ∫ ･ヽ.■一■■ー_--

※網かけ下実線は組合貞計 との差が5ホ○イント以上多いこと､
下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合員計との差が15ホ○イント以上多いこと､
下太破線は15ホoイント以上少ないことを示す



第 1-6表'今後の生活見通しについて

(カップリングデータ｡:表勝一:一夫の回答､表酵:妻の回答)

tT. I-′';

そう患わない 2●3.340.535.30.9 116(21.2)

わからない 28.523.646.5■l⊥4,".....叫 (26.4)

蘇 h.'Jl̀1,5l'4:023l;8:{:_J1.1.,畠46.(106:o)

F7上'する那 そう思う1∴ ･BB;.I.二1'-.42.716.91.6 124(22.7)
わからない､ ･l'19..74..6.83'u 1.4 117(26.9)

計 51.119.827.8_1.3 546(100.0)

れるFT欝そう思う 71.49.81二6.42_.4 .28日 52.6)

軒 17.号35..3略..2.1.3 声岬_(.10'0.0)

璽 二.～. そう局う 35.030.032.5..2..,5 80.守ll.1)
そう患わない ･13...150..,035.9 1一0'画 一,.:.'37.7)

今後の生活の見通しに対し中高年層で否定的回答が多い
-ゝし■
′ヽヽ

Cr=0.08095

Cr=0.03673

Cr=0.09100

Cr=0.03195

とめなかには [老後の生活

費の確保]が大きな影響を与えている.与の回答につし享 ぼ･:｢わからない｣が多い｡既

婚男性の30代以下では半数にもなり､40代では4割台､比較的身近な問題として考えや

すい50代でも3割台を占め七いる｡このような転がで､老後め生活費に対する肯定は1
～ヽ

割､層別の集計で頭 骨定が多い哀 ろでも鹿婚女性卵 嘩 樹上91/4でしかない｡全
･･.LJ

(,へ

体として､身近な問題として考えにく直射 ミ多いなかで､㌧肯寿が少ないことになるが､

公的年金の支給開始年齢の繰り延べや支給永準の抑制な'鴛華進められていることなど

も､先行き不透明感を増やす要因はなら享いるように虚われも.カップ.)ソグデータで./､L 1I.A:1-.... 日.I..⊥ノJ-
ほ､[生活水準が向上する]と似た憤向がみられ､夫婦の一致度は低いようである｡

もう一つの生活課題､[定住可能な住居の確保]ほ､既婚男性の年齢別ではっきりした

傾向が表われている｡30代後半で肯定が過半数に達し､その後年齢があがるにともない
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50代の6割台まであがる｡これ紅は持家比率iとりわけ一戸建ての持家比率の増加が影

響している.持家 ･一戸建でセ喋く肯定>が了鳶lj-∴同じ持家でもヤソ辛3//ではこの回

答は5割､不安の拭えない人が半数を薄めてやることになる.しかし､深刻なのは社宅

や官舎､賃貸住宅居住者で､この回答は彊 fJ前後セしかない.このような見方は住宅問

題についての深刻さが対廃的な首都圏と毒町村を対比しても､同様の傾向が表われてい

る｡とはいえ､東京圏申社宅や官舎､こ賃貸住宅居住者でめ否定は過半数を占めており､

市町村の3割強との違いは､はっき り:Lている (棄 1-7表).I

第 1-7表 定住可能な住居が確保できる

(男性･住居の種榔 fJ)

-そ .そ L~わ̀ N_.rt
_晶 -晶-J:雪 A.-?
ち .=わ.衣-
一.い 二

計 45.521.72も.4 1/4 35i6(100.0)-

菅野ン--i.31._.空鞄 葦●竿 _51..824.123._ol.0 1911 5.7)

21.14i:434.0-0.5 的 (26.0)

計 34.538.526.50.6 850(100.0)

琴.-持家■._∵戸建て ー65.319..4_14.8-O..5.19_61.23._1).
野マン.i,3ンな嬉虚空 ⊥ 53.723.920.91.5 6i(.7.9)

I-_幻.647.8~L29.70--.9 34◆THb.胡'

17.0-50.-.13-:32.1 .;.. 16rS､守19｣4)

親｢近親者の持象 33.832.4.-33.8 - . 71(.8.4)-

? 55.6年0.0,22.J6.1.8 1項 .(100.0)

蕎■-_持象~.一戸建て 70.511.116.02.-4 614(55.1)

LL27..阜ap.6.-83声-.8十 . 潮目 1g.3).

31.3J30.43_6.51-.7..115日0.3)_
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3.5年後の家計.､

5年後の世帯の家計については､現轟と珪べた [収入水準の上昇]､[貯蓄水準の上

昇]､[家計のやりくりが楽になる]め三つをたずねている (第1-3図､第1-8｣9

表)｡

[収入水準の上昇]については､肯定が48.5%､否定が50.2%で､評価が真っ二つに

割れている｡この点についての特徴は性別と年齢別でみられる｡性別では､肯定が男性

の52･2%に対し女性では37.2%で､15ポイントの差がついてしこる｡既婚男性では､肯定

のピークは30代前半の66.6%､この前後の年齢層でも6割弱で高い｡肯定の回答は､中

高年層で低くなるのが特徴である｡40代前半の54.3%､同後半の47.1%が､50代前半の

23.9%､55歳以上の9.8%にみられるように急減する｡これらの結果には､現状の賃金

カーブと定年退職後の収入減が影響しているようである｡組合員の既婚女性においても

同様の傾向が表われている｡妻も夫と同様の東方をしているとみられる｡ただし､30代

後半から40代前半については､組合員に比Ji妻の方で､いくぶん否定的見方が多いよう

である｡カップリングデータによると､夫の回答と妻の回答は､肯定層､否定層とも3

割は異なっているが約7割は同じ見方をしている｡

第 1-3図 5年後の世帯の家計について

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い
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第1-8表 5年後の世帯の家計について くそう思う)隼

現世 現世 現家
.在帯 在帯 在計 計
-よの.よの よの
･り収 -り貯 -i-ーりや
上人 上音 楽 .り
昇水-昇水 Lpに く /_
す準 す準 な b ー
るは るは るは ■

車堆 計 52.224.21.5.4 台346

独 身男性 計 50.2写7..718.2 693

独 立生計 ･P.志乾漆.=l32'三三温18.6 311∴.一- 一■■■-llll■

親と 同居 41.322.317.5 349_

嘩婚 男性 計 53.023.314..6 2630

既 30歳未満 鞘圭;:#寄f:妾孝16.5:: -2.42.

l婚罪 一一- 一■■■■■●-■■30-34歳 串6意針等要諦 16.3 569

悼年 ■■- ■-35-_39歳 写恥辱…i9∴9_10.1 574

齢即 40-_44ノ歳 事孝志等圭20.4.13.0 569二■■■■- I

45-}49_歳 ･47.121.319.5 348

50-54歳 23.916.7-20.6 209I--II------

55蒔以上 9.8 8.8 6.9 10■2

女性 計 37.22~5.721.1 1116

独 身女性 計 .36.329.12-藩主il:6':p700

独 立生計 暮鮭守…凄範‡∃描…三溝 150- - I-

親 と同居 30.r224▲7墓真意宜 527--■■-■■

既婚女性計 37.419.214.5 401

性 .辛_･:.40.読-以上 -L- ::26.7_116,.5‥_1.5.-_9∴∴.176
卑

業二一/形態 _別 ∫-■■一一一■■
義軍 貞 46.925.315.4 324

パー ト 51.222.319.9 412

※網 かけ下実線は組合 貞計 との差が5ホ○イント以上多 い こと､

下破線は5串○イント以上 少ないことを示す

琴網 かけ下太実線は組合貞計 との差が15ホ○イント以上多い こと､
下太破線は15ホ○イント以上 少ない ことを示す
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昇 1..,IT･19表 ･5年後の世帯の家計についで

(カップリングデータ｡表側:夫の回答､表頭:妻の回答)

葺L''.う∴..N.-.-:rI':-計 -.-雪雲.Aな∴隼;. ;～rt

るよ 計 51.646.91.5 546-■(100.0)

1_宇野..そう思わ恥

そう患わない L16二0.Bl.92.0.p3由1日2∴b)

･るよく家 : -■計 ~､ 二.16.1..82.41.JS:-:∴546∴IL(100.0)

鮮 そう思う 44.2.,5-51.8∴J./ .i.95.;日1.1=p4:).

-CrE0'.07056

Cr=0.06622

Cr30.05217

なお､この点については企業規模や職種別､学歴で違いが表われている｡･肯定の回答

は､企業規模別では3,′000人以上ではおおむね6割であるの一に対し､1;000人未満では半

数を切･り､･300人未満では3割台にまで下がっている｡また職種別では技能職 ･現業職

の肯定が約4割強で､他の職種の6割前後との差は明白である｡40歳未満の学歴別で

は､大卒 ･短大卒の肯定が7割を占めているのに対･し､中卒､･高卒､短大卒では5割前

後で.I,約2割申開きがついている.(図表省略),｡

これに対し､残り二つの結果は明瞭である｡肯定は [貯蓄水準の上昇]では24.･6%､

[家計のやりくりが楽になる]では16.8%で､ともに少なく､否定が74.1%､81.8%と

圧倒的多数を占めている｡一この点については､′男女とも同じような見方をしている｡

このうち､[貯蓄水準の上昇]の肯定は､収入水準の上昇が期待できる独身男性と既婚

の34歳以下でいくぶん増えている.とはいえ肯定の回答は3割台であり､ー否定が大きく

引き離していることに変わりはない｡家計のやりくりについては､男性でみる限り､肯

定は1-2割で少ないことで共通している｡またこれらの項目については､双方とも､

観合員の妻も同様な見方をしている｡同じことはカップリングデータにおいてもいえ

る｡

いずれにしろ､5年後の世帯の家計に対する多数派の見方は､現状の暮らし向きの継
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続が基調であり､これが好転する′･とほ思えない､というもののようである｡

4.生活のなかで大切にしたいもの

勤労者の [生活のなかで今後､大切にしたいもの]については､12項目から主なもの

を3つ以内で選択してもらっている｡

第 1-10表で取合員計の結果をみると､今後の主たる関心は ｢健康｣(68.7%)と ｢家

族関係｣(51.4%)に向けられ､これらに ｢仕事｣(32.3%)､｢友人 ･知人との関係｣

(30･9%)､ ｢スポー,ツや趣味｣(28･4%)､｢子どもの教育｣､(27･9%)などが3割前後で

続いている｡以下､｢老後への備え｣(19.6%)､｢自分自身の教育 ･教養｣ (18.3%)､

｢住宅の改善｣(10.1%)などの順である｡これらの課題から想定されるように､この大

切にしたいものは世代による違いが大きい｡

青年層で関心の高い項目は､｢友人 ･知人との関係｣や ｢スポーツや趣味｣である｡独

身者では､前者は男女とも6割前後､後者は男性が5割近く､女性ではいくぶん下がっ

て4割弱である｡

青年層から中年層で関心が高まるのが､｢家族関係｣ と ｢子どもの教育｣である｡｢家

族関係｣は､男性の34歳以下 (7割前後)､女性の30歳未満 (8割)でピークを迎える｡

結婚､子どもの誕生 ･乳幼児段階で､家庭-の関心が一気に高まり､またそれを大切に

したいと考える人が急増するものとみられる｡そして次のステップで関心が高まってく

るのが ｢子どもの教育｣である｡このピークは男性は30代後半から40代前半､女性は30

代である｡いずれも子どもが中心になっている点は共通している｡

トップの ｢健康｣は､大半の人があげている項目であるが､既婚女性の30代以上や既

婚男性の50代では8割前後にも達し､年齢があがるにつれ､関心がより高まる｡全体で

のウェイ トは2割で少ない ｢老後-のそなえ｣も中高年層で関心が高い｡34歳以下の1

割弱が､40代後半では4割台になり､50歳以上では6割を超える｡
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第 1-10表 生活のなかで大切にしたいもの (3つ選択)

牢 雲 量.-J消 毒 -*p喜 . 減 衰 蓋 要 義 .:. 計

也 _. .- 阿 イp

租合員計 32.'3 1.6 -.27.918.351.430.928.4 4.968.710..119.6 1.7 0..7 4472

男性計 36.6 1.9 -.32.214.451.824.928.2 5.167.810.820.6 1.4.0.8-3346
③ ⑥ ②-1@- ㊨- .⑤. ⑦

独身男性計 3':'8:i::-:::8-1.4 -.5:3.2号;頼8..33.5.㍍ '誹 胡':;::'!Ig:4.264.2-5.210.412.9 1.0 693
一瞥 ……ー固 一̀-@~ す ー野 卑. ---CU

p独立生計親.t甲声...._.. ∴肇 1.-3■- .3 ...9- 常 .31諺J等 喝 4.8 615盛.-4-.--8-電 3.2.1.0 311
-::翠 ,-∴-1.4 -∴ .6..一旦 22盛 .3.2.逮.1撃 竿等 ~4.0-6-14-.-4-.--9-I-3-6 2.9 1.1 349

既婚男性計 一~1-::36.I.::I-.2.~i._,.;:.,.39::i::::i':-12.1維!.源:16二一_5Lモ.23:5 5.168∴9:12.3_23.2 1.1 0.5 2630

年 35-39歳蘇 . 36遠L2.3 ..-讐醤Ll土-3-華3 .1.ti .軍4遥 十 467遥 13.4-1-3-8 0-." .2 574

･■署 :il:.;.-i.I:I:.I:製 … 器 蔓∴一志 慧 11341実 慧 111--:-;..Oi.I.:?:I::'■,……p…

1.9.3 0.6 - 15..1紋章…iSo.2線漕29.3 3.971.2 8.216.5.2.6 0.4-,/1116
-丁一轡. …_二一~て野 ②~す .⑧ ⑤ ⑦

肇 … ∵…-..5../i瑠 -.--4-5-4､喝 瞥 3.365遥 '5.4-軍 3.3-0.3 -700

そ箇 11一3 - ..I-.T3-..-瑠 掲 喝 33遥 2.76ヲ遥-10.6-13-a-.-217 0.7 150
'ITTC!- …｢■二二~固 @｢訂:丁寧 . -,② ●-.-:-ー~一.HQ

:■1一.3LL1.1 -∴rll.Ol.17.,6-:.帆各藩#:i.:.::巷p.19.8 ∴ 73.613.1214.3′2.2- .9-1
姫.. '--Cト. -"@ -㊨.一一訂｢野J,--⑧' ③ -"@
女_30;-39歳. 16,4 0.7 ._.｢鵬淵23.1即幸浦17.916..4.2.2.舶雄 l~3.4-16.41.5 0.7 134

年 .40歳以上蘇 -2ia 0-6 ...24議 事9遥48射 -?-i-1-!}. 9..7超等11.9豊等 1.1-0.6 176

組合員の妻計就 専業主婦_莱形 正強員悲別 バー ト 35遥 2.1 4一5避醤庵 .翠 .1堪 .蔓1.3.3.3.喝 8..2瑠 1.5 0.6 16~38

※綿かけ下実線は組合員計との差が5ホ●イい以上多いこと､下破榛は5ホ●イい以上少ないことを示す

…莞姦掌志盃等慧縫 合員計との差が15ホ●… 以上多いこと･下太破線削 糾 い以上少ないことを示す
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組合員の妻の結果をみても､｢健康｣(81.8%)が図抜けて高 く､-｢家族関係｣

(58･9%)と ｢子どもの教育｣(42･4%)が続いている｡カップ.1)ソグデータによると､

｢健康｣と ｢スポーツや趣味｣で比率上の差がみられる.前考は妻が12.1ポイント 後者

では夫が15.6ポイント上回っている.また夫の関心事正妻のそれとが半数以上で重な

り､両者の間で関心の共有度合いの高い項 目は､｢健康｣(84.4%)､｢家族関係｣

(70.6%)､ ｢子どもの教育｣(59.2%)､｢老後-の備え｣(52.6%)などである (第 1-

11表)0

第 1-11表 生活のなかで大切にしたいもの (3つ選択)

(カップリングデータ｡表側:夫の回答､表頭:妻の回答)

計 34.42._04.042.79.2~64.512.59.93.381.1 6.4.22_.7p.2.01.3,._546(100li._O)

~仕事 -.40.82.94こ941.38.766.5-9.28.74.481.6 4.920.92.40.5.-206137.7)

監 慧 竿 37.5.- - 62.5--25.P12.512.5 - 87.5~12.声50.0 - ... 8卜1.5)-35.51.94.359..210;059.710.44.32.881.05.219.91.90.9 2rl(38.6)

鑑 芸の竿 ● 2_8.ー83.46.844.120.3 64.423■∴7~16.9 1.769.5.5.113.61.7L-... 対 日0..8)30.9 2.4 3. 1 41i6 9..570.612.29.2-_4.382.36.1㌦1910.1.81.5 327(59.9)

20.91.44.341._710.1.70.5 15.823.02.9-80.67.214.41-4 1.4LJ139..(25.5)

静空言霜十4ー2.9-∴一7一13豆.114.367..910.7-7.17.178.6 ~3.良---.21.47.1 - 2恒 ■5.I)-35∴31.33._24.1.~68｣062..911_.9.9.8:2.7.84.46.4~.24.7.2.ll.3 377(69.0)

僅宅の改善 22..2 -.-丁_4 .437.8-4.457...813.-3-17.84.48-4.43 3.3:1" .2一2 ∴∴ 45二.-(8.0)

老後への備え 叫 04.34.328.4J7.852..67.85.2-2.677.ー66.0-5.2.6-1.71.7 116(211_2)
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･-2章 腰 姫､･i夫 ∵閑卜係 -
この章では､[結婚観][革帯の稼ぎ手についての理想][男女の役割分担についての理

想][夫婦間の家事分担の現状]について検討する｡

1.結姑をめぐることがらについて∴

[結婚をめぐることがら]について､.担合員はどのような価値観を持っているのだろ

うか｡ここでは､｢結婚はするべきだ｣､∴｢二度結婚したら離婚すべきでない｣という伝統

的結婚観と､｢年齢を気にLて急いで結婚すること畔ない｣､｢結婚しても婚姻届を出す

必要はない｣｢結婚しても子どもをつくらないのがよい｣､｢女性は子どもができても働

き続けるのがよい｣という脱伝統的結婚観について､｢そう思う｣から ｢そう思わない｣

まで4段階で答えてもらった｡

これらに関して<そう思う> (｢そう思う｣+､｢どちらかといえばそう思う｣)の比率

を総計についてみると､年齢を気にして急いで結婚するこ･･とはないが､いずれは結婚す

べきだという人が全体の9割弱にのぼっており､｢結婚しても子どもをつ くらないのが

よい｣は2.9%にすぎないことがわかる｡｢結婚 しても婚姻届.を出す必要はない十は

9.8%である｡以上の事柄について､観合員の考え方は一致しているといえよう｡ しか

し､｢女性は子ど_→もができても働き続けるのがよい｣はくそう思う>49;0%十｢一度結婚

したら離婚すべきでない｣は<そう思う>61.9%となってお り､意見が分かれている

(第2-1図､第2-2図)0

第2-1図 結婚をめぐることがらについて(1) (総計別)
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第2-2図 ･結婚をめぐることがらにういて(2) -(総計別)
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これらの項目の相互関係を男性に関してみてみると､｢急いで結婚することはない｣

と考えている人も､その9割以上は ｢結婚はするべきだ｣と考えている｡また､伝統的

な考え方に対して否定的な人は､一貫して否定する傾向にあることがわかる (第2-1

表)~｡以上の相互関係は､女性の場合も同様である (第2-2表)｡以下では､属性別に

各項目をみていくことにしよう｡

第2-1表 結婚をめぐることがらに
ついて (そう思う)

(結婚をめそることがらについて<そう思う>別)

絵 と急 を結 い子 き女 婿-
婚 はい 出婚 のど て性 す度
は なで すL がも もは ベ結
す い結 必て よを 働子 き婚
る 婚 要も いつ き.ど でし
ベ す は婚 く 続も.なた

だ. と い届 な るで 鮮

男性計 - 91.184.6_9.1 2.-543.765.0

癌柏はするべきだ loo.085/4 8.0 1.844..2p68.7

急いで絡婚するこ p92.01坤…;::8 9.3 2.745..465.0

とはない結婚しそも婚姻届 ■-80.986.81軍時雄 9.9事軍妾鞍43.2

を出す必要はない子どもをつ くらな - - tlIIt*65.1589̀3iSS==頴'1!,68==il8耶三洋.47.6

いのがよい女性は子ども.がで

きても働き続ける-度結婚したら鮮 一一■l■-■96.484-.6∴_6.:-Op.1.-.841.61-Ig*掴

※網かけ下実線､下破線は男性計と.の葦が10ホ○イント以上 こ:
･X･網かけ下太実線､下太破線は男性計との差が2_8本○インF以上

第2-2表 結婚をめぐることがらに
ついて (そう思う)

(結婚をめぐることがらについて<そう思う>別)

絡_.と急 を結 .い子 き女 婚｢
･婦 は.いJ1-出婚 -めど て性 す鹿
は なで すL がも もは ベ結
す い結 必て よを 働子 き婚
る 婚 要も いつ きど でし
ベ す は婚 く 続も なた
き る な.梱 ら けが いら
一一だ こ_.-い届 な るで #

女性計 80.392.511.8 3.965.153.1

結婚はするべきだ 188妾証92.0 7.9 2.563.560.5■■-ll■l■■■■

急いで結婚するこ･とはない結婚LTtも婚姻届 _.79.81~00.012.1 4.0-66.452.153.894.71神経13.6軍学汚 28.0

を出す必要はない._子どもをつくらな 50..093.2郷i';軌事称:;8射三浦31.8

_いのがよ-い ,女性は子どもがで 78.4如｣4-14.5-5.0188:.沸50.6.

きても働き続ける丁度結婚したら離 - ■≠株i:_i::~90.7 6.2 2.4∴61.9188享;妻8

･X･網かけ下実線､下破線は女性計との差が10ホ○イント以上
※網かけ下太実線､下太破線は女性計との差が20ホ○イント以上
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(1) 結婚について

[結婚曝するべきだ]については､女性より男性の方が<そう思う>の比率が多く､

強.い肯定を意味する ｢そう思う｣の回答でも多くなっている (第2-3図)0

既婚男性を年齢別にみると<そう思う>の合計比率は9割強と共通しているが､40

代後半以上で肯軍甲度合いが強くなっている｡

独身女性では､､額と同居しているか否かによって違いがみられる｡既婚女性を年齢

別にみると若年層はど否定的回答が多くなっている｡また､取合員の妻の回答は､就

業形態による大きな違いはみられない｡

(2) 結 婚 年 齢

[年齢を気にし､竿急いで結婚することはない]についても､男女で異なり､｢そう思

う｣は女性で67･1%であるのに対し､男性では53･2%となっている (第2-4図)0

既婚者を年齢別にみると､男女ともに若年層はど肯定的であることがわかる｡

(3) 婚姻届の提出

[結婚し-ても婚姻届を出す必要はない]については､属性による違いはほとんどな

く､結婚したら婚卿届を出すべきだという考え方が9割前後で共通しており､定着し

ているといえよう.,(第2-5図)0

(4)子どもをつくること､

[結婚しても子供をつくらないのがよい]についても属性による大きな違いはみら

れず､肯定的な人は薮%しかいない｡なお､既婚女性を年齢別に細かくみると､若年

層ほど ｢そう思わない｣が少なく､｢どちらかといえばそう思わない｣が多くなってお

り､否定の程度はやや弱まる (第2--6図)｡カップリングデータをみると､夫婦とも

に否定的な見方に回答が集まっている (第2-3表)0
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第2-3図 結婚はするべきだ (同棲を含む)
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第2ニ4図 年齢を気にして急いで結婚することはない
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第2-5図 結婚しても婚姻届を出す必要はない
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第2-6図 結婚しても子どもをつくらないのがよい
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第2-31表 一括姑しても子どもをつくらないのがよし.1､

(表側 :夫の回答｣表頭 :妻の回答)

尋 毒を.■重量∴恵 .A ■計
い_い~い ､∴い

∴え■pi~ L~V----r-1:-嘩-. =七.r'JIノ;; 1､二

そう思う ･.. 丁...:.33⊥366,7 - Jp-HiI:.I1_I-i

･名.5p..3.8:4.0.:t5 .53.2 .了二二十 顧

100.0)

0.6 )

∫ 1.1)

14.5)

ー81.8)Cr-10.02038

(5) 出産後の勤務継続

[女性は子供ができても働き続けるのがよい]については､男 女で異なっており､

<そう思う>の比率は男性で43.7%と半数以下であるの旺対 し言 女性では65･1%と

なっている (第2-7園)0

既婚男性を年齢別にみると､大きな違いはみられない｡殖瓦 既婚女性を年齢別に

みると､年齢が高くなるほど ｢そう思う｣が多くなってい尋.

また､組合員の妻を就業形態別にみると､｢正社員｣では

なっており､肯定の度合いの強い人が多くなっている｡

では65.4%となる-｡

｣

う

忠

ら

そ
‥

｢

思

､ぅ

そ<

が28.1%と

う>の比率も正社員

なお､既婚女性と組合員の妻を比べる主､<そう思うゝ申捷率は20ポイント以上も

異なっているが､これは既婚女性が ｢正社員｣のみであるの疫対して､組合員の妻は

｢専業主婦｣や Fパート｣も含んでいるためである｡離合島野華軍も ｢正社員｣だと､

既婚女性組合員の比率と大差ないことがわかる｡

カップ.)ソグデータをみると,某.と妻の見方嫁おおむね似遭棄ているといえそうで

ある (第2-4表)も∵
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第2⊥7図 女性は子どもができても働き続けるのがよい
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昇,2--4表 女性は子どもができても働き続けるのがよい
(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

■う う.btb..を撃 を ~.
い いい いー一■ -
pPL 兄.

? 12..332..-835.7'17.6ー1..6 年46.A

どちら■か.と.i:)え好一~ぞう思う∴どちらかといえば●そう思わな 小そう思わないp..ー 16.9--_∴45..825.4 9..9'2.1 142

なお ｢結婚はするべきだ｣ cr=0.02882
｢年齢を気にしていそいで結婚することはない｣Cr=0.02061
｢結婚しそも婚姻届けを出す必要はない｣ Cr=0.02061

(100.0)

(ll.4)

( 26.1)

(37.5)

(皇2.6) cr-0.03502

(6) 離婚について.

[一度結婚したら離婚すべきでない]についても､性別による違いがややみられる｡

<そう思わない>め比率は､男性では33.4%にとどまっている｡他方､女性では

45.8%となっておりL.-ー肯定 ･否定は半々である (第2-8図).

特に､既婚女性を年齢別伝える土､30代以上では<そう思わない>の比率が過半数

となっており､強い否定である ｢そう思わない｣も4割前後に達している点が注目さ

れよう｡

カップリングデ-タをみると､夫が肯定している場合には妻も肯定し､夫が否定し

ている場合には妻も否定すろ傾向がみられる (第2-5表)0

なお､独身女性を年齢別にみると､[年齢を気にして急いで結婚することはない]と

[女性は子どもができても働き続けるのがよい]に関しては年齢による違いはみられ

ない｡他方､[結掛 羊する_べきだ]や [一度結婚したら離婚すべきでない]に関して

は､年齢が高くなるLほどく-そう思 う>の比率が少なくなっている｡これらとは反対

に､[結婚しても婚姻届を出す必要はなし了]に関しては､年齢が高くなるほど<そう思

う>が多くなっ七いる (第2i-9図)J.

-68-



第.2-8園 ⊥度結婚Lたら離婚すべきでない
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第2-5表 一度結婚したら離婚すべきでない

-(表側 :夫め回答､表頭 :妻の回答)

･そ そ~と そど そ N.

うう ち うち .it.:LA 計な
,い いい. い> -_.
え .､...え｢
ば､､ ば

* 24.5.32.415.2字6..号ー1....6.. 546-

そう思う∴ .38.~231｣2■10.419.1..0_.6 173___,

L13.524.3218.4L2B二4 5.~4 74

(100.0)

(31.6)

(34.4)

(13.6)

(18.2) Cr=0.03972

第2-9図 結婚をめぐることがらについて .(そう思う)

(独身女性､年齢別)
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2.世帯の稼ぎ手について

[世帯の稼ぎ手についでの考え方]をみると､総計では ｢夫の収入を主とし妻が補助

的に収入を得るのがよい｣が44.6%で最多である｡らいで ｢夫の収入のみで家計を維持

するのがpよい｣が3事･3%とな?ている｡｢夫婦2人の収入で家計を維持するのがよい｣は

18.5%と少なく､～ー穣 婦どちちあー 人め収入で家計を維持するのがよい｣はわずかであAll

る (第2-10図)｡

既婚者を性別にみる,と､｢夫の収入のみ｣は男性では40.4%である土が､女性では

16.7%にとどまっている｡また組合員の妻では33.8%となっている｡

既婚女性を年齢別疫みると､30代では ｢夫婦2人の収入｣が過半数(55.2%)となって

いる｡この年齢層では子ども_ができたり､住宅ローンの返済があったり等で収入の割に

出費がかさむことも影響しているものと思われる｡

また､既婚女性組合員を､組合員の妻で正社員の人と比較すると､既婚女性取合員の

方がより<夫婦共同で維持>とし一､う傾向が強いことがわかる～｡

組合員の妻の場合､就業形態によって考え方は異なっている｡｢専業主婦｣と ｢パー

ト｣では､<世帯の稼ぎ手は夫である>という考え方が強い｡これに対し､｢正社員｣だ

と ｢夫婦2人の収入｣が31.8%となっており､｢専業主婦｣｢パート｣の3倍以上に達し

ている｡

なお､独身男性と既婚男性を30歳未満に限定して比べると､｢夫婦2人の収入｣は独身

21.2%に対し既婚9.9%となっており､｢夫の収入のみ｣は独身23.2%に対し既婚37.2%

となっている (第2-11図)｡男性の場合､独身のうちは ｢夫が世帯の稼ぎ手になるべき

だ｣という考えは少なしいのに対し､結婚するとそのような考え方にこだわる人がでてく

るのであろうか｡

既婚男性を世帯の収入源別にみると､本人収入のみの世帯と､配偶者のパート･内職

収入もある世帯とはほとんど違いがみられない｡他方､本人収入以外に配偶者のフルタ

イム収入がある場合私 _｢夫婦2人の収入で家計を維持するのがよい｣が24.0%とやや

多くなっている (第2-12図)｡
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第2-10図 ｢世帯の稼ぎ手｣について
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第2-11図 ｢世帯の稼ぎ手｣について

(30歳未満男性､既未婚別)

計

計

～∵第2-12図 ｢世帯の稼ぎ手｣について

(碗婚男転 世帯の収入源別)

本人収入のみ

配偶者のフル タ イ
ム

配偶者のパー ト ･
内職

その他

3.男女の役割分担について
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男女の役割分担について､
伝統的な考え方とは異なるものを挙げ
､
それらに対して抵

抗を感じるかどうかをたずねてみた
｡
<抵抗を感じる>(｢非常に抵抗を感じる｣+｢少

し抵抗を感じる｣)の比率の多い順に並べると第2-13
図のとおりである
｡
図から
､
[世
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帯の代表者]については伝統的な考え方が根強いことがわかるtしかし､[家事の分担]

や ｢妻の来客に対する接待｣-の抵抗感は4割台にとどまり､∴｢妻の親の介護｣や ｢女性

からのプロポーズ｣では2割台となっている (第2-13図)0

第2-13図 男女の役割分担について
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26.0 72.6

性別にみると､｢父親がいても保護者欄に母親の名前を書く｣は男女ともに 8割弱と

なっている｡また､｢女性からプロポーズする｣は女性の方で抵抗を感じる人が20ポイン

ト多い｡そのはかの項目では､<抵抗を感じる>は男性の方で10ポイント前後多くなっ

ており､男性は伝統的な考え方にこだわっていることがわかる｡

また､男女の役割分担について<抵抗を感じる>の比率の相互関係をみてみると､性

別によって違いがあることがわかる｡男性では､｢夫が洗濯 ･食事の支度をする｣や ｢女

性からプロポーズする｣に対して<抵抗を感じる>人の場合､はかの項目に対しても<

抵抗を感じる>が多くなっている (第2-6表)｡他方､女性の場合､｢妻の来客を夫が

もてなす｣｢妻の親の介護を夫が手伝う｣｢夫が洗濯 ･食事の支度をする｣に対して<抵
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抗を感じる>という人は､ほかの項目に対しても<抵抗を感 じる>傾向がある (第2-

7表)0

第2-6表 男女の役割分担について く抵抗を感じる)
(男女の役割分担について<抵抗を感じる>別)

て妻 が妻 し夫 専妻 帯美 音父 ズ女
なの 手の たが ~らが 主が 柵親 す性 _計
す来 伝親 く.洗 家外 にい にが るか
客 うの.を濯 事で なて 母い ら
を 介 す . を働 るも.親て ア
夫 護 る食 すき 妻 のも ロ
が を. 事 る夫 が.p名保 ポ
も 夫 の が 世 前護 ー

勇性計 42.028.744.782.2p81.475.721.0 3346

妻の来客を夫がもてなす妻の親の介護を夫が手 lgl.*妾gi::..*:S.;;::2'.坤羅 90.890.284.528.6 1406

■- ■■■■■■一■■■■一-一■■-一l■lllll■lll■l■ll■ll

伝う.夫が洗濯 .食事の.した - ■■■■■■■-■一■■■■■ll■l一lll■■■■■■

くをする妻が外で働_き夫が専ら 一一■■■■■■■■■-- ■■■■■- l■■■■■■-■■■■■■■■ll■■lllll■lllll一l■I-46.431.352.01榔薄 91_.082.._924..1.-2751

家事をする夫がいても妻が世帯主 - ■■■.-46.-6~-.31′.350.8,.,92.01葺蝉薄解詩 24.8 2722

になる.父親がいても保護者欄 - ■■●- ■■■●-46.931.649.9.90.0葦畔3漣1-や8-.:;i-825.9 .2534

に母親の名前を書 く女性からプロポ--ズす - ■■■■一一■-■■■■■■坪数秘事群舗…搬:-茸封持#;:時雄1批准. ウ02
る - - ■-■■一一■■■■ll- -■■■■■■■- ■■■■■■■■■-■-■■■■■

※網かけ下実線､下破線は男性計との差が10ホ○イント以上
※網かけ下太実線､下太破線は男性計との差が20ホ○イント以上

第2-7表 男女の役割分担について (抵抗を感じる)
(男女の役割分担について<抵抗を感じる>別)

なの 手め たが らが 主が 欄親 す 性
す来 伝親 く洗 家外 .にい .にが るか
客 うの を滞 事で なて 母い ら-
'を 介 す . を働 るも 親て プ

が を 事 る夫 が 名保 ポ

責め来客を夫がもてなす妻の親の介護を夫が手 額寺軌!秘宝'::Q鞍:ii-gL:冬草謹坤去:.91時妾護~溺:'i::3i- - - I-

40i4-24.041..31雌線 野路 葦蜂…妻畢47.7.

家書をする夫がいても妻が世帯主 ■■■■■- ■-■■■■ll- ■41.724.5~40.7､寒T:譜1粥蓬-::9:'i!鮮浄_49.5;

になる父親がいても保護者楓_ 一■■■■-■ーll■■■_■■-ーl■ll■ll■■■- ■■■■40.223.939.38#::;:':T革乾∃臥脚室…童.848.2-I

にl母親a)名前を書 く女性か-らプロポ-ズす ■■■■●■■■■■■-■■一- ■■■■■■■■-44.3.,27.4_郷謹 葦蜂i:蔓草S'隼雄 鮮 ;.遷1坤沖

※網かけ下実線､下破線は女性計との差が10ホ○イント以上
※網かけ下太実線､下太破線は女性計との差が20ホ○イント以上
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カップリングデータにより夫と妻の考え方を比較すると､｢夫が専ら家事をする｣｢保

護者欄に母親の名前をかく｣｢夫が洗濯 ･食事の支度をする｣などについては相対的に､

一致の程度が高いようである (第2-8-14表)■ム

以下では､各項目についてさらに細かくみていくことにしよう｡

(1) 妻の来客を夫がもてなすこと

[妻の来客を夫がもてなす]に関して既婚男性を年齢別にみると､若年層ほど ｢全

く抵抗を感じない｣が多く､30歳未満では24.0%となっているのに対し､年齢が高い

ほど少なくなり､50歳前半以上では1割前後になっている｡既婚女性を年齢別にみる

と､30代で ｢全く抵抗を感じない｣が321.8%と相対的に多 くなっている点が注 目され

る (第 2-14図)0

第 2- 8表 妻が外に働きにでて夫が専ら家事をす る

(表側:夫の回答､表頭三妻の回答)

る蚤 .壷-禁裏~.て遷 三 計
じ ~る~ し な

臥 44.035.2.13.9-5.-5 ~1-▲5..54.6

非常に抵抗を感じる少し抵抗■を感じ卑 54.5..33..-.2~8.2.2.5 1.6 p31930...931.522.8.8:8 ... 136

Cr=0.03457

第2-9表 夫がいても妻が世帯主になる
(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

(100･?)

(58.5)

(25.0)

(10.3)

( 4.0)

る7.g5..'届-JrL-声量 .て丁壷 '=∴ 計
･じ 声 や な

亘.- ･53.830.4L8.8-5.3 1｣6 畠46-(

非常た抵痕を感じ一歩漣 痕を感じる.62..726.3 6｣6 3｣2 1..3 516i46.739.3 .7.4 5.9_0.7--i35(
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第2-10表･,父親がいて-も学校の保護者欄に母親の名前をかく
.一二(表側 :夫の回答､表頭 '.妻の回答)

じ∴､ る. しこな

軒 - .-.50.7_2gi7.1.3⊥9 4二2I.1..5 546

非常に痕抗を感じ'Ji.,し抵抗-を即 や 62.4-.25..2_9.6 .7 1,4-. -1.4:_...282.･_42.6_...40.4-1Jl.0㌦5...l ュo.p7∴●1361-.

(.100･0)

(51.7)

(25.0)

(15.4)

( 5.7)

Cr=0.03311

第 2 - 11表 章の来客を夫がもてなす
-(表側-:'夫の回答､表頭:妻の回答)

-I-..--鋼 p1.いを ~三. 計
感-..し..感 じ̀
じ る:b な

非常に抵抗を感や暴し毎 を巌 峯 -19｣733.835_..2 8..5,2.8 7.1

あま_D抵抗を感.じ窒82毎 を感しない 8.1__.29.74P.1:21....字◆0二9 2?.2

(100.0)

(13.1)

(29.6)

(40.8)

(14.5)

Cr=0.02384

第2-12表 妻の親の介護を夫が手伝う
(表側 :夫の回答､~表頭 :妻の回答)

芋蔓 ....毒 草量 ■も_A'.義:.芸JJ計
じ る . じ な

計 3.--128..8p41.■8紙 .9 ●.1.5 5す6

非常に抵抗を感B.る少し抵抗を感.じる 7.142.935.714.3 ...- 14･-6.539.53B.712.9 2二4 事24

重き芸霊芝 蓋警芸も1. 1.8●27.943.52'6.-1..0.,7 2813

Cr=0.02345

(100.0)

( 2.6)･

(22.8)

(51.8)

(加.6)
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第2､-13表 夫が洗濯をしたり食事のしたくをする
(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

鋼 ､壷 .-= 計
じ-や じ .な

計 7.535.235'..020.9 1.5 54.■6

非常-た抵抗を感じる少.し抵抗考感じる 21.340.0.32.0.5.3∴1,.3∴ :i,5.-

(100.0)

(.13.6)

(32.2)

(35.3)

(16.7)

Cr=0.03522

第2-14表 女性からプロポーズする
(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答･)

磨 _-じ 感. じ
tL1.る. し な

計 8.834..●633.3●21.8.1.5 ~.54や

非常に抵抗を感じる少し抵抗を感じる二 26.■930-...826.915.4 ... 云61'1.441._838.0 6~..3~.2｣5 7.9

Cr=0.02630

(100.0)

( 4.8)

(14.5)

(40.3)

(38.2)
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第2-14図 妻の来客を夫がもてなす
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(2) 妻の親を夫が介護すること

[妻の親の介護を夫が手伝う]に関して既婚男性を年齢別にみると､30代前半まで

はく抵抗を感じない>が7割強だが､親の介護が現実的な問題になってくる30代後半

以降になると ｢少し抵抗を感じる｣がやや増加する傾向がみられる (第2-15図)｡

(3) 夫が洗濯 ･食事の支度をすること

[夫が洗濯をしたり食事のしたくをする]に関Lで性別にみると､男性44.6%に対

し､女性32.2%となっており｢､男性の側で抵抗感が強いことがわかる (第2-16図)0

既婚男性を年齢別に卒ると､50代前半までは年齢による大きな違いはないものの､

55歳以上になると ｢少し抵抗を感じる｣が4割強となり､<抵抗を感じる>も60.8%

と多くなっている点に特徴がみられる｡また､既婚女性では30代で ｢全く抵抗を感じ

ない｣が44.8%となっており､芦0歳未満 (39.6%)や40歳以上 (30.7%)と比べて多く

なっている点が目だつ｡

(4)夫が専ら家事をすること

[妻が外に働きを羊でて夫が専ら家事をする]について既婚男性を年齢別にみると､

｢非常に抵抗を感じa_｣笹30代前半で52･9%ともっとも少なく､以後､年齢が高いほ

ど多くなり､55歳以上で~は74.5附 子達している｡なお､30歳未満では58.3%となって

おり､若年の既婚男性では､かえって ｢非常に抵抗を感じる｣がやや多いことも興味

深い｡他方､既婚女性の場合､｢非常に抵抗を感じる｣は30歳未満で4割だが､30代前

半以上では3割にすぎない (第2T17図)0

(5) 妻が世帯主になること

[夫がいても妻が世帯主になる]について既婚男性を年齢別にみると､｢非常に抵抗

を感じる｣は30歳未満では59.9%だが､30代前半では52.0%と減少しており､以後､

年齢が高いほど多くなる傾向がみられる｡50代前半以降では7割前後が ｢非常に抵抗

を感じる｣としている｡他方､既婚女性の場合､30代では ｢あまり抵抗を感じない｣が

22.4%と､他の年齢層よりも多く､<抵抗を感じない>も36.6%と相対的に多いこと

が特徴といえる (第2-18図)0
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第2-15図∴妻の親の介護を夫が手伝う
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第2-16国 夫が洗濯をしたり食事のしたくをする
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第2-17図 妻が外に働きにでて夫が専ら家事をする
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第2--18国 夫がいても妻が世帯主になる
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(6) 保護者欄に母親の名前を書くこと

[父顔がいても学校の保護者欄に母親の牢前をかく]に閑1-て既婚男性を年齢別に

みると■去｢非常に抵抗を感じる｣は30歳未満で54.5%だが､30代前半では47.8%､

30代後半でも49.8%とやや減少しており､以後､50代前半まで年齢が高くなるにつれ

増加している.既婚女性甲琴合も､30代では ｢非常に抵抗を感じる｣が39.6%となっ

ており､その前後の年齢層と比べて10ポイントはど減少している (第2-19図)0

(7) 女性からのプロポ-栄

[女性からプロポアズする]に閑Lで性別にみると､唯一､男性よりも女性の方で

<抵抗を感じる>が多くなっていることがわかる (男女差20ボイン日｡

既婚男性を年齢別を=香ると､若年層ほど ｢全く抵抗を感じない｣が多く､年齢が高

くなるにつれ ｢少し抵抗を感じる｣や ｢非常に抵抗を感じる｣がそれぞれ増加してい

る｡既婚女性の場合も､おおむね同様の傾向となっている (第2-20図)0

4.家事などに関する分担について

[家事などに関する分担]については､[掃除 ･洗濯]､[料理]､[あとかたづけ]､[育

児]､[自治会 ･町内会の役員など]の分担に関して､既婚者に質問した｡

既婚男性と観合員の妻澄比べると､｢夫が主にやっている｣は､[自治会 ･町内会の役

員など]を除き､既婚男性､鷹合員の妻ともに1%前後しかない｡また､｢夫婦で分担し

ている｣は既婚男性の方が坤ポイントほど多くなっている.他方､既婚女性をみると､

既婚男性や組合員の妻の琴合とは異なり､すべての項目に関して ｢夫が主にやってい

る｣も ｢夫婦で分担している｣ も相対的に多いことがわかる｡取合員の妻を就業形態別

にみると､正社員の場今にも同様の結果となっていることから､妻が正社員だと夫は家

事を分担する傾向にあ拳とし十えよう｡

以下では､各項目についてさらに細かくみていくことにしよう｡
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第2-19図 父親がいても学校の保護者欄に母親の名前をかく
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第2-20図 女性からプロポーズする
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(1) 掃除 ･洗濯

第2-21図から､[掃除 ･洗濯]については､既婚男性の85.0%が ｢主に妻がやって

いる｣ としており､年齢による大きな違いはみられない｡組合員の妻では90.0%が

｢主に妻がやっている｣ としている｡

第2-21図 掃除 ･洗濯
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既婚女性組合員の場合､年齢匿よる∴大きな違いはなく､｢主に妻がやっている｣は7

割前後である｡既婚男性と比べると ｢夫婦で分担している｣と ｢主に夫がやっている｣

がと藻に多LJム妻が正社員や廃合､夫は協力的であることがわかる｡このことは､取

合薦め妻を就業形態別にみでも同様であり､丁主に妻がやっている｣は妻が専業主婦

の場合は95.9%に達しているが､正社員の場合は76.9%と19ポイント少なくなってい

る｡

既婚男性

率が25.4%

計

■､i

､守夫療わみ｣だと<夫も分担している>という比

:おり､ほかよりやや多くなっている(第2-22図):
pA_ ■▲L-L

第 2-22国 掃 除 一･洗濯
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(2)料理

第2-23図
鮭ら
【､
E料理ヨ､については-､
既婚男性
､
姐合員の妻ともに
､
｢主に妻が

やっている｣が9割台となっており､
年齢や就業形態による違いはみられない
｡
これ

に対し
､
既婚女性取合員の場合
､
｢主に妻がやっている｣は30歳未満で87.
9%､30
代で

は81
.
3%､40
歳以上では80
.
1%となっている｡
既婚男性を世帯構成別にみると
､
｢夫婦のみ｣だと<夫も分担している>という比

率が13
.
7%となっており､はかよりわ
ずかに多くなっている(第2-24図)0
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葛 2十24図 -料 理_:

(既婚男性,世帯構成別)
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既婚･夫婦と子
も

ど子と婦
親
夫
と
･
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婚既

(3) あとかたづけ
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nutFU38(

PuR仰山βnV.βれU1■‖==U

一日.ー■urln山1EE■､HJJHl

※夫も分担してい

る

第2-25図から､二あとかたづけ_
1については､
年齢によって違いがみられる｡
既婚

PTIIr･l
男性の場合
､
｢夫婦で分担転で
,
いる圭は30歳奉満で21
･
5%
､30
代前半で19
･
0%と2割前

後となっているが､一
軍代後半～
嘉穂後半画筆4割強にとどまらており
､50
代前半以

/i/降
､
再び増加しでいる
O
若年層では家事分担喧ついての考え方の違いの影響もあろう

(ノが
､
中年層で｢夫婦で分担｣か減少しているのは､
職場での忙しさも影響を及ぼして

いるものと思われる
や
既婚車座の場合
､
｢夫婦で分担｣は若年層ほど多く
､30
歳未満で

は3割弱にのぼっているが†30
代では2割強
､40
歳以上では1割強にすぎない
｡
取合

員の妻を就業形態別にみると∴麗社員の場駄専業主婦やパートと比べると､
｢夫婦で

分担｣が多くな克ているもの1の､
比率は14
.1
5%にすぎない
｡
既婚男性を世帯構成別にみると
､
｢夫婦のみ｣だと<夫も分担している>という比

率が31
.
6%となってお-り､
比較的多いといえよう(第2-26図)｡
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第.2-25図 あとかたづけ
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第2-26園 あとかたづけ

(既婚男性,世帯構成別)

計
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QV■
dnV

I
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凸nV●
1mJ

W且J●
nH≠H
1

どものいる人のみに質問した
｡
これについては､
これまで

みてきたこととは異なり､
｢夫婦で分担している｣が相対的に多いことがわかる(第2

-27図)｡
既婚男性の場合
､
｢夫婦で分担｣は30代前半以下で4割台にのぼっており､
年齢が高くなるにつ軽輝少している｡~
子どもが大きくなる40代後半以上ではNAが増

加している
｡
既婚女性の場合も
､3-4
割前後は｢夫婦で分担｣と答えている｡
観合

員の妻の場合も-

少なくとも

えが比較的多

既婚男性を世

ず､ほ′かの事柄

､ 1-特に妻が正社員だと37.0%とやや多くなっている｡

の車では､育児については ｢夫婦で分担すべきだ｣という考

薮るとし核家族と三世代家族とでまったく違いがみられ

っていること､､があかる (第2-28図)0
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第2-27図 育 児､･(子どものいる人のみ)
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第 2-28図 育 児

(既婚男性,世帯構成別)
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(5) 自治会 ･町内套助役異な蜜

以上の事柄
･･.･･∴p-..∵.⊥∴‥目し-I
こ-フいては

やっている｣離

[自治会 ･町内

組合員でも

計

r
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R〟n肥1

nHJ
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1u村山nH=U

※
夫
も
分
担
し
て
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る

1
●
34

dU一
34

7
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ー■山VHHJ

旨で分担｣が3-4割はぎの項目もあったが､
｢主に妻が

がやっている｣は1割にも満たなかった｡
これに対し
､

員森患狛 ま ｢夫婦で分担｣が男女とも3割弱であるほか､男性･1-L ′1,.

暫しLtt二るとどに特徴がある (第2-29図)｡既婚男性の場合､

｢主に夫｣峰30歳未満で

婚女性でも
''で

これらは､す軍産

べきだ]という｢考

h真~客完｡+､ t
t%筆勢 り,･50代前半以降やほ4割強となってしこる｡既

ている｡観合員の妻についても同様である｡
y'〆J上′,

女重夜襲粉 担でみたとおり､[対外的な世帯の代表者は夫である

したものと思われる｡･-L､1､It-
-I..I~‥､r､､- ･J1∴･.Y

既婚男性を世帯構成別に去ると､三世代家族の方が積極的であり､<夫も分担して

いる>ほ71.2%を高率にな する.(第2-30図)A.

つぎに､これらの点についた十菜緬の間ではどのような認識のズレがあるのかをカッ

プリングデータでみてみよう (第2-15表～第2-19表)｡これによると､[掃除 ･洗

濯][料理][あとかたづけ]については共通した見方をしているが､[育児][自治会

･町内会の役員など]に関しては夫妻間でズレが表われている
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第2-29図 自治会 ･町内会の役員など
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第2-30図 自治会､町内会の役員など
(既婚男性､世帯構成別)
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第2-15表 掃除∴ 洗 濯
(表側:夫の回答､表頭 :妻の回答)

矯 裏.●:..計

て .て.て_:
い い もヽ

主に兵がや~つている夫婦で■分.担.している主に妻がやらていS -..100｣0:-.. - .2

38.951.4 1::9 1.9- 54

(100･.0)

( 0.4)

(10.1)
( 87.1)

Cr=0.08173

第2-16表 -料 理
(表側 :夫の回答､表頭:妻の回答)

車重_離 : .計
･う .LIL,.つ
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第2-17表 あとかたづけ

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

p'禍 を .三二 計
つ し っ
･て 1-て .て
い い い

∴.計 : 舶｣6 7.6 _1｣1 .I.7. 53j

●54.041.3 4.8'...,. 6-3

(100.0)
( 0..9 )
(Ill.8 )
( 84.9)

Cr=0.07544

第 2 -18表 育 児

(表 側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

矯 毒 -: .計 .
一つ し っ
て 一て ~て

い 'い tI

計_ 62..8■29.3 -.. 7..9 468

主に夫がやつてい.る夫婦で分担している主に妻がやっている 100.0 -.i.. ... - 2

38.358.~2 ∴.■3..5 141_

(100.0 )

( 0.4 )

(_30.1 )

( bo.o)

Cr=0.17634-

第2-19表 自治会､町内会の役員など
(表側 :夫の回答､表頭:妻の回答)

開 予審 ...:.'計
つ し .i..
て .て て
I,ヽ~.てい`い

計 36.7､30.225.7 7,4 .537

主に夫がやっている夫婦で分担している主に筆がやっている 2.920.410..8.5.8 J137

-24.158.0.1■5.4 2｣5 L16皇
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第3章 子-ど も

この章では､[子どもの人数][子どもがほしくない理由][子どもの教育に関する考え

方][今疲10年の日本の教育][自分の子どもに住んでほしいと思う社会]について検討

する｡

1.子どもの人数について

ここでは､子どもの人数について､実際の人数 (独立した子も含む)と､希望の人数

をたずねた｡

(1)子どもの人数

｢子どもはいない｣という'̂ ほ､既婚男性では12..9%､既婚女性では24.7%である.

[子どもの人数]の平均値は､既婚男性1.7人､既婚女性1.5人､組合員の妻1.7人であ

る (第3-1図)0

年齢別にみると､男性で ｢子どもはいない｣は30歳未満で44.6%､30代前半でも

22.8%だが､30代後半以上で畔1割未満にすぎない｡また､30代後半以上では ｢3人｣

も2割前後と多くなってい草占'これらの比率は､組合員の妻でもほとんど同様であ

る｡

他方､女性観合員の場合､30歳未満では ｢子どもはいない｣が63.7%に達しており､

30代でも20.1%となっている､｡30歳未満の女性で 十子どもはいない｣が特に多いのは､

この年齢層では､出産転際.して退職する人が多く､結果的に子どものいない既婚女性

が残っていることの影響が大きいと考えられる｡しかし､単にそれだけではなく､子

どもを産むことを蹟躍させる要因もあるということにも注意すべきだろう｡この点に

ついては､後の [子どもがほしくない理由]で検討することにしよう｡

また､観合員の妻を就業形態別にみると､｢子どもはいない｣は専業主婦では

10.0%だが､平均年齢がほぼ同じである正社員だと27.5%となっている｡[子どもの

人数]の平均値でみても､専業主婦の1.7人に対し､正社員では1̀.4人と少ない｡
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第3-1図 子どもの人数
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(2) 希望する子どもの人数

つぎに [希望する子どもの人数]についてみてみよう (第.3-2図)0｢子どもはほ

しくない｣という人は､独身男性では2.2%､独身女性でも3.4%にすぎない｡[希望す

る子どもの人数]の平均値は､独身男女ともに2.3人となっている｡
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第3-2図 希望する子どもの人数
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既婚男性では ｢子どもはほしくない｣という人はわずか0.9%､姐合員の妻0.4%､

既婚女性でも2･5%にとどまっている｡[希望する子どもの人数]の平均値は､既婚男

性､取合員の妻､既婚女性ともに2.6人である｡

これを年齢別にみると､40代前半から50代前半にかけての男性は ｢3人｣というの

が6割前後であるのに対し､30代前半までほ約半数が ｢2人｣ としている｡女性の場

合も､若年層はど ｢2人｣とする比率は高くなっている｡

第3-3図により独身女性を年齢別にみると､年齢が高くなるほど ｢子どもはほし

くない｣や ｢1人｣が多くな~っており､若年層はど ｢2人｣が多くなっている｡ただ

し､30代以上になると ｢わからない｣が2割強になっているため､[希望する子どもの

人数]の平均値は若年層はど少なく､年齢が高くなるほど増加している｡

組合員の妻を年齢別にみると､30歳未満では ｢2人｣が51.1%だが､年齢が高くな

るほど [希望する子どもの人数]ほ多くなっていることがわかる (第3-4図)0

また､カップリングデータにより､[希望する子どもの人数]について夫と妻の関係

をみると､夫よりも少ない数を希望する妻がいることが注目される (第3-1表)｡夫

が ｢3人｣と答えている場合､妻の3割は ｢1-2人｣ と答えている｡

第3-3図 希望する子どもの人数
(独身女性､年齢別)

1
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′第3-4図 ･希望する子どもの人数
(組合貝の妻,年齢別)

計

30歳未満

.30-39歳

40歳以上

q享9:-亭主亨…O……:I 51.1 .____________________3-訂2 Eg当館
至芸, 43･4

693 35･l

第3-1表 希望する子どもの人数

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

計

.tH_ー■Huln1EE(
ーtHH.tHu.tW血∧HV｢≠:nHJJHH
nHトHu一々UgB(

∴車:L篭--I;-.率 真珠 -:..冬:_L:-I:'言嘉∴宵 ∴: 鼓

･し
く
._な

計 0.4 2.944.043｣2 3.-8 1.1 2..9.-1.6 546( 10

子どもはほしくない一.1人 ･... .:.66.733.~3 - - - - ~3(12.5.25.025.012.5 ...-12.512.5 '.. ?(

2人 0.4 3.666,523｣2.1.8 P.4 2.7,.1.3.224(4

34 -. 1.128..861.7 3.8■0.~4 字.3 1.9 264(_4

4=人 - ...10.5.52..621..1 10.5 ..-.一 .3 1_9(
･5人以上 ･- .∴ 22̀2●33.3_33..311｣1 .- -.. 9(

ここで､[子どもの人数]と.[希望する子どもの人数]の関係についてみてみると､

既婚男女ともに､タ実際の 玉子どもの人数]ほ [希望する子 どもの人数]を下回ってい

るケースが多い七 と申わかるo∴既婚男性の場合､｢子どもはいない｣という人の6割が

｢2人｣を希望し七おり､実際の琴が ｢王本｣でも5割弱推希望人数を ｢2人｣としてヽ

いる (第3-5図)｡他方､組合員の妻の場合､｢子どもはいない｣という人の過半数
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が ｢2人｣を希望しており､実際の数が ｢1人｣でも5割弱は希望人数を ｢2人｣とし

ている (第3-6図)0

第3-5図 希望する子どもの人数

(既婚男性,子どもの人数別)

計
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9き8:結5:.:1=; ･9----------打 に岩朋!62
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第3-6図 希望する子どもの人数

(子どもの人数別)
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なおi[子どもの･̂数]･[希望する子供の人数]'O平均値の算出式は､次の.とおりであ
る｡｢5人以上｣は5人として計算した｡

平均値の算出式 :∵=一× (｢1人｣%)+2×(｢2人｣%)+3× (｢3人｣%)+4×

(｢4人｣%)+5× (｢5人以上｣%)]÷ [100- (｢NA｣%)]

2.子どもがほしくない理由

[希望する子どもの人数]がT1-2人｣という人と｢子どもははし､くない｣という人
に対して､[それ以上子どもがほしくないと思う理由](3つ以内選択)をたずねた｡

第3-2表から'総計をみると､もっとも多いのは ｢育児費 ･教育費の負担が大変｣で

あり､8割にのぼっている｡｢住居が狭い｣｢自分の時間を大切にしたい｣がこれに次い

でいるが､それぞれ3割強にとどまっている｡

性別の特徴をみると､男性では ｢住居が狭い｣が4割であり､女性の倍になっている｡

他方､女性では ｢育児の肉体的負担が大きい｣､｢自分の時間を大切に■したい｣などが男

性よりも多い｡

なお､既婚女性の30歳未満で､｢育児費･教育費の負担が大変｣は86.4%.と特に多 く

なっている点が注目されよう｡この層では｢住居が狭い｣も22.7%と､ほかの年齢層と比

べて多くなっている｡｢どちらかが仕事をやめることになる｣が15.9%とやや少なくなっ

ているのは､これら2つが特に重視されているためと思われる｡また､40歳未満で注目

されるのは､｢自分の時間を大切にしたい｣という理由が4割台になってLTることである｡

[それ以上子どもがほしくないと思う理由]と [子どもの人数]の関係をみると､取

合員の妻の場合､子どもの人数が増えるにしたがって [育児費 ･教育費の負担が大変]

の比率も増加していくことがわか~る (第3-7図)｡既婚男性の場合､子どもの人数によ

る大きな違いはみられない (第3-8図)0

[それ以上子どもがほしくないと思う理由]ほ [希望する子どもの人数]浸よっても

異なっている｡既婚男性の場合､希望する子どもの人数が少ない人ほど､｢自分の時間を

大事にしたい｣や ｢子育てに自信がない｣といった理由が多くなっている｡他方､希望

する人数が多い人ほど､｢育児費 ･教育費の負担が大変｣や ｢住居が狭い｣が多くなって

いる (第3-9図).組合員の妻につしててほ､サンプル数の関係からカテゴリーが異なっ

ているものの､既婚男性の場合とおおむね同様の結果となっている (第3-10図)0
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第3-2表 それ以上子どもがほしくないと思う (3つ選択 :Q9でト2､6の方)

し分 担児 大児 育 託用.めち 居 め康 の 計
たの が費 きの て 児で るら. が 出 . 他 A.

間.変教 休 日 がる とが い で齢
ーを 育-_-_的 信一な保 に任 せ な

事 の 担 な 所 るを いの

組合員計 32.779.432.5 8.6 4.1-ll.834.9 9.619.2 2.1.19641

男性計 30.780p.329.5 6.8 3.~411.140.3 9.420..02..5 1419

独身男性計 . 34.8.80.127.i.6.4 3.112.837.6 .3._325.8 1.8 8.91

独立生計 30.779.5■33.1 7.8 3.011.4.42.2 4.224.l l-.8 166

･親と同居 38.080.322.1_5.3 3.4 13.034.6-2.926.9 1.9.208

既婚男性計 29.4~80.630.2 7.0 3.510.5 ~41.511.817,.8 2｣6 1019

男悼年 30歳未満 24.682.336.9 3.l l.5 8.540.0 -2.3123~.8 1.5 L13030-34歳 - J31.083.534.7-5.-6~~4.p∴0 6.6郷 沖 6.6.-17...2 1.7′ 3.=03

齢別 35γ39歳 34.179.L833.2 3.6 4.0 9.438il.15.714.-3.1-.3- 223-

40-44歳 25.076.928.113.8 1.9 15.635..6老恥等20.6 2.5 160
45～49& 31.3■76.014.610.4 6.3 9.439.613.517.7 7.3 96

50⊥54最 27.081.1014.3 9.5./4.820.6郷 .i:甘15.■9.-19.OL4.8 :-6二3

55歳以上 15.878.926T.310..5~2̀'6.21｣142.1_15.810二..5,7:L9/ .38

38.1-78.339.913.0 4.1 9.2.22.3 8.418.■4 1.3 台bi

37.37-8.7 40.017.3 4.0 8.028.0 9.317.3 1.3 75

親と同居既婚女性計女 30歳未満 38.078.439.312二1 4.3 9.521.3 8.518二7 1.3 3b畠

37.474.8舷;:…9i14.310.9忍:4':;;-:517.012.913｣6 0.7 147

■■- ■■l - 一一J----≠結諸 86.438.6 9.1.9.115.9二-22.7 2.311._.4 -... 二一44

悼年 30-39歳 一-l■■lllll■l■

蘇別 ■40歳以上組合員の妻計就 専業主婦

21■.3■78.740.4衰琉諾卜統 軒独 iS'12.819.J125~:5 -. 4ウ

- - I- --JI--36i983.2蓬孝;三謙 12.8~3.710.734.815.216.0 1.7 748

葉形 正社貞 I-◆39.677.9≠路;藩 9.4 6.7を玄…;.妻轟24.216.816.l l..3 149

# '別 .パー ト - ----■■.

･X･網かけ下実線､下破線は組合員計との差が10ホoイント以上
※網かけ下太実線､下太破線は組合員計との差が20ホ○イント以上
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第3-9図 それ以上子どもがほしくないと思う理由 (3つ選択)
(威婚男性､希望する子どもの人数別)
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第 3TIO図 それ以上子どもがほしくないと思う理由 (3つ選択)
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注:｢チビもはほしくない｣は回答者が8名Lかいないため｢1人｣と併合した｡
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3.子どもの教育に関する考え方について

ここでは子どもの準青に関して､[子どもの大学進学]､[子どもの大学の学費を親が

出すこと]､[有名校-の入学]についての考え方を､｢そう思う｣｢そう思わない｣の2

段階で回答してもらった｡

それぞれについて総計､性別の比率をみてみよう (第3-3表)0

｢子どもは大学に進学しなくてもよい｣という人は､男女とも4割強である｡

また､｢子どもか大学に進学したら学費を出すのは親の責任だ｣と考えている人は､男

女ともそれぞれ6割前後となっている｡この点からも教育費の負担感がつのってくるも

のと思われる｡

｢子どもはノできるだけ有名校に入ってほしい｣は3割台となっている｡

第3-3表から明らかなとおり､これらの項目について属性による大きな違いはみら

れない｡

これを学歴別にみると､高学歴の人ほど ｢子どもは大学に進学すべきだ｣｢進学したら

学費を出すのは親の責任だ｣｢できるだけ有名校に入ってほしい｣と考えていることが

わかる (第3÷4表)｡

つぎに､子どもの人数と [子どもの教育に関する考え方]の関係をみることにしよう｡

ことでは∴既婚男性に閑し七､子どもの人数別に [子どもの教育に関する考え方]につ

いて<そう思う>の比率をまとめてみた｡第3-11図から､子どもが4人以上になる

と､子どもの人数が増えるにつれて ｢子どもは大学に進学しなくてもよい｣も増加し､

｢進学したら学費を出すのは親の責任｣もまた減少することがわかる｡｢できるだけ有名

校に入ってほしい｣も子どもの人数が4人になると少なくなっている｡これらは､子ど

もの人数が増えることで教育費の負担も増加することが影響 しているものと考えられ

る｡
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第3-3表 子どもの教育に関する考
え方について (そう思う)

草子 出進 にで
しど す学 .入き 計-̀

くは はた てだ .
て大 親 ら.-はけ
も学 の学 し有
よに .責貴 い名
い進 任を 校

組合員計 42.963.336.5 4472

男性計 42.665.638.3 3346

独立生計 ･48.26､0..■840.8 311

親と同居 45.061耳 33.5 349

既婚男性計 41.666.8一38.7 2630

男悼年齢別 ･_■30歳東浦 -47.I_962~..835.p1 242

30-34歳 39.467.042.0 569

351-39歳 40.266.641.3 574

46-~44歳 41.567.83p7｣1 569

45-49歳 46.067-.0-35.1 348

~50-54歳 40.270.335.9 209

55歳以上 38.261.837._3 102

女性計 44.056.531.5 1116

独身女性計 44.155.630.9 700

神立生計 47.343.328.7 150･----■

親と同居 43.659.831.9 527

既婚女性.計 43.958.632.7 401

.女悼年齢刺 30歳未満. 48.461.529.7 '91

30-39歳 46.353.736■.6 .154

40歳以上 39.860.831.3 176

組合員の凄計 38.063.937.9 1638

戟業形態別 専業主婦 38.6-62.537.6 8由

正社貞 36.466.435..8 324

第3-4表 子どもの教育に関する考
え方について (そう思う)

草子 出進 にで
_しど す草 大̀ き .計

くは はた てだ
て 大 紋 らJ.ほけ

よに 責費 い名
い進 任をA=∴_校1:

組合=貞計 42,9.63.336.5 4472

高卒 .中卒 47..859.-3:31.6p2.628

大卒 .短大卒 36.968.943.8 1825

男性計 .42..665.638.3.3346

高卒 .中卒 ~ .46.762.332.9 2012

大卒 .短大卒 36.570.5'#6ii:.8ミ1323-

女性計 44.056.531.5.1116

高卒 .中卒 49｣149.627.3 615

大卒 .短大卒 37.764.736.7 199

組合貞の妻計 38.063,937.9 1638

高卒 .中卒 42.262.334.9∴973

大卒 .短大卒 32.167.243.0 632卒 .短大卒 32.167.243.0 632

※網かけ下実線､下破線は組合員計との差が10ホ○イント以上
※網かけ下太実線､下太破線は組合貞計との差が20ホ○イント以上

･X･網かけ下実線､下破線は組合員計との差が10ホoイ沖以上
※網かけ下太実線､下太破線は組合貞計との差が20ホoイント以上
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第3･一日図 子̀どもの教育に関する考え方について くそう思う)
(子どもの人数別)

子
ど
も
は
い
な
い

l
人
2
人
3
人
4
人
以
上

･.一････. 40.9 42.5 41.9 40.5 .54.1
- 61.5 68.1 6g.4 67.1 45.9I-I-38.5-･38.7 40.4_36.1 18.9

4.今後10年の日本の教育について

｢ 蔓豊 幣 署賢哲 .

十 欝 畠窪㌶ 艶 ∴

-｣.諾 雪詔 欝

今後10年の日本の教育を考えた場合､[偏差値重視の教育が改められ､受験戦争は弱

まっているL [高校､大学の費用負担は軽減される]という見方に対してどう思うかを

たずねた∴回答は､｢そう思 う｣｢そう思わない｣の2段階でしてもらった｡

(1) 偏差値重視の教育と受験戦争

｢偏差値重視の教育が改められ､受験戦争は弱まっている｣に対して<そう思う>
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という比率は総計で23.6%に過ぎず､文部省の方針とは裏腹に､4人に3-人は今後も

偏差値重視と受験戦争は続くだろうと考えていることがわかる (第3-5表)｡多 く

の人がそのように考え､この考えにそった行動を取るならば､偏差値重視や受験競争

を改善することは難しくなるだろう｡

属性による大きな違いはえられない｡学歴による違いもほとんどない (第 3-6

表)｡既婚男性の50代前半以上で<そう思う>が3割台とならており､それ以前の年

齢層とは異なっているが､この年齢層では､現時点でもすでに子どもが受験期をすぎ

ている場合も多く､このことが影響を及ぼしているのであろう｡

なお､第6章で詳述される [10年後の職場や仕事について]のなかに､[学歴や出身

校による不公平]に関する設問がある｡ここでは､これと [偏差値重視の教育が改め

られ､受験戦争は弱まっている]に対する考え方の関係をみてみよう｡進学期の子ど

もを抱えていると思われる30代後半から40代後半にかけての既婚男性の場合､10年後

には [学歴や出身校による不公平はほぼ解消されている]という意見に同意する人

は､[偏差値重視の教育が改められ､受験戦争は弱まっている]にも同意する人が多い

といえる (第3-12図)｡第6章でみるとおり､大多数の人は学歴等による不公平は解

消されていないだろうと予想している｡このような見通しゆえに､受験競争は弱まら

ないという判断がなされているのではないだろうか｡

(2) 高校､大学の費用負担

さらに､[高校､大学の費用負担は軽減される]にいたっては<そう思う>という人

は総計､男女ともにわずか1割である｡これも属性による違いはみられない (第3-

5表)｡今後も偏差値重視と受験戦争は続くだろうという見通しに立つ人が多いこと

は既にみたとおりだが､そのような状況では進学のための費用は嵩むことこそあれ､

軽減することは考えられないということであろう｡

先にみたように､子どもを増やすことを蹄蹄させている主な理由が [育児費 ･教育

費の負担]であったことと考えあわせると､教育費の負担軽減の重要性は明かであろ

う｡高校 ･大学の費用負担の軽減は､高等教育をさらに普及させ､また､経済的理由

により進学を断念するという不公平の改善にもつながるという意味からも重要な課題

である｡
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第3-5表 今後10年の日本の教育に
ついて くそう思う)

が偏 負 高改差 担 校 計め億 は .ら重 軽大れ視 減学るの さの教 れ費育 る用

組合貞計 23..6 9.2 4472

男性計 23..9 8.9 3346

独身男性計 ･22.910.5 693

独立生計 24.110.9 311

親 と同居 21.810.3 349

既婚男性計 24.0_8.5 2630

罪悼年齢刺 30歳未満 21.511.6 242

30-34歳 21.8 8.1 569

3声～39_歳 21.6 8.0 574

40-,44歳 22.7 8.4.569

4年～49 26.4 8.9 348

50-54歳 謹蜂滞 7.2 209- ■

55歳以上 38…:;::3;7.8 102

独身女性計 21.111.7 7.00

独立生計 20.011.3 150

親 と同居 - 21.611.8 527

既婚女性計 25.7 7.7 401

女悼年蘇刺 30歳未満 30.8 7.7 91

30-39歳 14.2 3.7 134

組合貞ゐ妻計 20.8 7.4 1638

正社員 ■ 1-9.4 6.8 324

※網かけ下実線､下破線は組合員計 との差が10ホ○イント以上
※網かけ下太実線､下太破線は組合貞計との差が20ホ○イント以上

第3-6表 今後10年の日本の教育に
ついて くそう思う)

が傭 兵高改善 担校 計め値 は .ち重 軽大れ視 _減挙るの さの教 れ費育 る用

組合月計 ･23.6 9.2 4472

高卒 .中卒 24.410.1 2628

大卒 .短大卒 .22.2 7.9 1825

男性計 ･23二9.8~.9 3346

高卒 .中卒 24.7 9.6 2012

大卒′_.短大卒 22.4 7.7 1323

女嘩計 22.710.2.1116

高*p.中卒 23.411.7 615

~大卒-.短大卒 21.8 8.4 499

組合貝の妻計 20.8 7.4'i638

高卒 .中卒 23.1_8.7p 973

大卒.｣短大卒 17.7 5.7 632
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第3-12図 今後10年の日本の教育について (そう思う)

(｢学歴や出身校による不公平はほぼ廃消されている｣別)
(30代後

32●6

23●….1 2;0圭●●

8… 8●413●~8管

偏
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値
重
視
の
教
育

が
改
め
ら
れ
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高
校

･
大
学
の
費
用

負
担
は
軽
減
さ
れ
る

半～40代後半､既婚男性)

35-49歳既婚男性計

そう思う

そう思わない

5.自分の子どもに住んでほしいと思う社会

[自分の子どもに住んでほしいと思う社会]について､10項目から3つ以内で選択し

てもらった｡総計について多い順に並べると次のとおりになる (第3-7表)0

｢社会保障が充実し､老後に不安がなく､障害者も住み良い社会｣

｢経済が安定し､失業の少ない社会｣･-･-･----------

｢環境破壊がなく､自然に恵まれた社会｣･-----------

｢犯罪のない､安全な社会｣

｢個人の自由や権利が尊重された社会｣･---･･---

｢所得が大きく伸び､生活の便利さを享受できる社会｣

｢資産や所得がより平等な社会｣
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昇3-7表 自分の子どもに住んでほしいと思う社会 (3つ選択)

雇 季 冨票 .警護骨 董器 量聾 憲 章 ■謂 忍 ..曇葵 ∴::,. 如J
み安-い安 ま壌 な さ白 で幅 社所 スや 会の に
よな 社定 れが い れ由 き増 会得 あり 格 p も
いく 会 し た.な 安 たや るで が る直 差 開
社障 失 社 く 全 社権 社便 よ 社 し が か

組合員計 57.151｣448.736.730.517.616.915.114.2 4..6 1.1 4472

勇健軒 55.953.1.48.236,PL31.919i618.315.610.2.4.,2.A.1:0ー3346

独身男性計 45.348.246.336.136.524.815.019_.010.0 7.1ー1.7 693

独立生計 . 39.9_46.~9.48.637.,9-35..7か…上席 12.9.20.310.9 8.0--1.■6 311●■-■■■■■■■l■■■

既婚男性計

男
性
年
齢
別

58.654.349.036.130.718.219.014.710.2-3.5･0.9 2630

30歳未満

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55歳以上

47.944.247.5別::志8;34.320..718.216.9 8.7 ▲3.3 0.8 242=====二===:

48.746.756.1凱'ii':3:31.320.916.9ll.1 7二.2 3.0 0.9 569__~~~こ_

57.052.154.238-.230.517.2.17.116.610.3 4こ5.0.2 574

65.455.946.730.830.214.419.716.0ll.2 3.3 0.7 569

62.663.i愚42.521.330.219.823.313.214.1 3.4 1.4 348

72‥こ;:B･6.5惹1主42.121.528.717.219.114.4ll.10 2.9 1.0 209

66.769::;:.6iL34.314.729.418.624.520.6 8.8 3.9 2.9 102

女性計 60.846.150.238.526.3ll.612.913.7雄志頚 5.6 1.3 1116

独身女性計 55.044.946.941.727.114.4ll.714.9宝塔;三三甘 5.9 1.9 700●

独立生計

親 と同居･

51･3さ_6_･_0_46.734.036.713.3 9.322.7鍬油 7̀.3.3.3 150

56.046.947.243.824.915.011.612.5勝浦 5.3 i.5 527

既婚女性計

女
性
年
齢
別

78:j848.155.634.224.9 6.514.2111.5･丑敵手4 5.5 0.2 401

30歳未満

30-39歳

40歳以上

64.838.550.541.828.612.118.712.118.7 6･.6-1二1 ･91

窒蓮逮 43･3線……-･1･38･120･9.._6_._7.11･911･9才61:壬=;:'l':3･7 ･･･ 134~~~______

杓:i::356.852.827.326.1 3.413.･610｣82.8::i-:# ー6.3 ･- .176

組合員の妻計 65.848.951.9.44●..920.71_2.913..512.117._■2 3.1 .1▲9-.1638

戟 専業主婦 65..447.4~54.7舶!.:.泊…~21.414.6■.12.~411..415.1~芦.9◆.0.9 869

葉形 -正社員 i64.2_47.5.52｣842.3.19.8 9.913.013.324..1-4.6 1.9 .●324

悲刺

※綱かけ下実線は組合員計 との差が10ホ○イント以上多いこと､下破線は10本○イント以上少ないことを示す
※細かけ下太実線は組合員計 との差が20ホ○イント以上多いこと､下太破線は20ホ○イント以上少ないことを示す
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｢職業についてやり直しのチャンスのある社会｣

｢男女間の格差が少ない社会｣

｢外国人にもゝ開かれた社会｣

以上から､総計では ｢社会保障の充実｣｢経済の安定｣｢自然環境の保護｣が重視され

ていることがわかる｡

これを性別に比較すると､男女間で10ポイント以上の差がみられるのは ｢男女間の格

差が少ない社会｣のみであり､他の項目では大きな違いはない｡しかし､男性の側で相

対的に多い項目としてほ､｢経済が安定し､失業の少ない社会｣､｢個人の自由や権利が尊

重された社会｣､｢所得が大きく伸び､生活の便利さを享受できる社会｣､｢資産や所得が

より平等な社会｣､｢職業についてやり直しのチャンスのある社会｣がある｡他方､女性

の側では､総計､男性とは異なり ｢環境破壊がなく､自然に恵まれた社会｣が第2位に

挙げられており､また､｢社会保障が充実し､老後に不安がなく､障害者も住み良い社

会｣､｢犯罪のない､安全な社会｣､｢男女間の格差が少ない社会｣が相対的に多い｡以上

から､男性はどちらかといえば経済的な意味での [安定]､[豊かさ]､[平等]を重視し

ているのに対七､女性は [環境]､[男女間の平等]､[福祉]∴[安全]を重視していること

がわかる｡

既婚者を年齢別にみると､男女ともに若年層ほど ｢犯罪のない安全な社会｣が多 く

なっている｡これは､主として小さな子どもが交通事故や誘拐事件などに巻き込まれな

いような社会を求めているものと思われる｡また､男女ともに高年層になるほど ｢経済

が安定し､失業の少ない社会｣や ｢老後の不安がなく､障害者が住み良い社会｣が多く

なっている｡これは､子どもの将来もさることながら､自分自身の先行き不安も影響を

及ぼしているのであろう｡
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第4章 住宅と相続

この事では､[住居の種類]､[将来も含めて考えた場合の住宅]､[親からの相続]､[子

どもへの相続]について検討する｡

1.住居の種類

住居の種類を総計でみると､｢持家一戸建て ･ローン返済中十が26.0%で最も多く､そ

の他の持家層と合計した<持家比率>は45.2%となっている｡また､<持家 ･ロ･-ソ返

済中比率>は30.7%である (第4-.1図)0

既婚男性を年齢別にみると､30代後半で<持家比率->がほぼ5割になっており､50代

前半で8割強に達している｡<持家 ･ローン返済中比率>ほ55歳以上でも4割強であ

る｡

既婚女性を年齢別にみると､30代は<持家比率>が6割強となっている｡40歳以上で

は ｢持家一戸建て ･ローン返済中｣が6割弱に達している.

取合員の妻は､｢専業主婦｣だと ｢社宅 ･寮 ･官舎 ･職員住宅｣が多い｡

つぎに第4-2図により､男性の<持家比率>を居住地ごとに年齢別にみると､｢東

京圏｣ではすべての年齢層にわたって他の地域よりも低いことがわかる｡ピークも､他

の地域では8割前後に達しているが､｢東京圏｣では6割強にとど.まっている｡また､<

持家比率>が6割に達する年齢を比べてみると､｢東京圏｣では40代後半だが､｢その他

の政令都市 ･県都の市｣では40代前半､｢京阪神圏｣｢その他の市町村｣｢中京圏｣では30

代後半である｡東京圏での持家取得の困難さがよくわかる結果となっている｡

住居の種類を居住地ごとに年齢別にみると､東頁圏では30代後半～40代後半で<持家

マンション>比率(｢持家マンション･ローン返済なし｣+｢持家マンション･ローン返
済中｣)が1割を超えていることがわかる (第4-3図)0

京阪神圏における<持家マンション>比率は3′0代後半で2割だが､それ以上の年齢層

では減っている (第4-4図)0

その他の政令都市 ･県都の市や､その他の市町村では､年齢が高くなると<持家一戸

建て>比率が多くなっている (第4丁.5-6図).なお､中京圏はサンプルが少ないので

省略する｡
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第4-1図 住居の種類
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2.将来も含めて考えた場合の住宅

了[将来も含めて考えた場合の住宅]についてたずねたところ､｢最終的には一戸建ての

持家がよ机 が轡計で93.3%に達 している｡｢最後までマンションがよい｣は3･6%､

｢最後まで借家がよい｣は1.9%に過ぎない｡

性別喧みても三_.｢最終的には一戸建ての持家がよい｣は､身 性94･4%､女性90･-4%であ

てり､観食員の妻でも91･.0%となっている_(第4-7図).そのほかの属性による違いもみ

られない (図は省略)0

持家一戸建て志向は依然として根強いことがわかる｡
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第4-7図 将来も含めて考えた場合の住宅について

最
終
的
に
は

二
戸
建

て
の
持
家
が
よ
い

組合員計

組合員の妻計

3.親からの相続

最
後
ま
で
マ
ン
シ
ョ

ン
が
よ
い

最
後
ま
で
借
家
が
よ

Iヽけn

90.4 莞6;主;妻;2葦4零21●1

計

n
u
46

3

EEnHJJJHUl
n
u
N此

111

(

[住宅やその他の資産に関する親からの相続 (贈与)及びその予定]について質問し

たところ､総計では ｢いずれもない｣32.9%､｢わからない｣31.7%であった｡｢居住用住

宅 ･住宅取得費用の援助｣は19.4%､｢居住用以外の不動産 ･株式 ･預貯金｣は5.9%､

｢両方｣は9.0%なので､これらを合計した<相続 ･贈与あり>ほ3i.3%である (第4-

8図)0

独身者をみると､男女ともに ｢いずれもない｣は ｢独立生計｣で5割強であるのに対

し､｢親と同居｣では2割前後となっている｡

また､既婚者を年齢別にみると､男女ともた若年層では ｢わからない｣が多いのに対

し､年齢が高くなるにつれて ｢いずれもない｣が増加していやことがわかる｡若年層で

は<相続 ･贈与あり>が3-4割となっているが､これは高年層よりも兄弟数が少ない

ことも影響しているのであろう｡

30代前半～40代前半の既婚男性について住居の種類別にみ鳥･'と､｢親 ･近親者の持

家｣に住んでいる人は<相続 ･贈与あり>が73.6%と特転多 十･ならている ､(ヾ第 4-9

図)0
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第4-8図 住宅やその他の資産に関する親からの相続 (贈与)およびその予定

居
住
用
住
宅

･
住
宅

取
得
費
用
の
援
助

居
住
用
以
外
の
不
動

産

･
株
式
･
預
貯
金

1
･
2
の
両
方

い
ず
れ
も
な
い

わ
か
ら
な
い

計
※
相
続

･
贈
与
あ
り

組合貞計

男性計

独身男･性計

独立生計

親 と同居

既婚男性計

男 30歳未満
悼

年 30-34歳
齢

別 35-39歳

40-44&

45-49歳

50一一54歳

55歳以上

女性計

独身女性計

独立生計

親 と同居

既婚女性計

女 30歳未満
悼

年 30-39歳
蘇

別 40歳以上

絶 会員の妻計

就 専業主婦
葉

形 正社員
悲

別 パ ー ト

nHrHり一
2744nHJHU

Hト〓=l●2

-123-

ー
hu
6433nH一日U

n
H一
396nHJHU

.ttいHJ
113りJU

P
hu
943nHJJU

Jt■.Hu
0362nHHl
つい_hu
242qJH

nHhり一
965n=U

nrLHu
475■HJ

tHu
965rH-.=U

nHhH一
◆●43rH..日日■

tHrhHJ
920LH-1いー

nH1.日u
201(

3
●
43

1
■
38

･ー25.4

(rll16･) 2･2.9

( 700) ′13.5

r
Hu
051り｣いー
n
u
725n｣一tHL

tH■ー■Hu
104nHJいl

一日rLHu
4311りtHU

ロトhり一
671n=tHU

qtrLu
3861nHru

I96●●nrH

.llHHu
243nHru

nhu
214nuJJいl

3
●
31

9
■
38

2
■
53

42.5

1
■
38

､2
■
83

2

㌧
8

●

一

8

3

3

4

35.2



第･4-9図 住宅やその他の資産に関する親からの相続 (贈与)およびその予定
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[資産を子どもに相続すること]について総計をみると､｢自分で使い切 り､持家も残

さない｣は6.6%にすぎず､｢持家は残すが他わ資産は使い切る｣は48.1%､｢なるべく多

くの資産を子どもに残す｣は43.0%となってい､る｡大抵の場合､資産としては持家が大

きな割合を占めていることを考えれば､9割以上の人が子どもに資産を残すとしている

ことになる (第4-10図)0

性別にみると､男性の方が資産を残そうとしていることがわかる｡｢なるべ く多 くの

資産を子どもに残す｣は男性45.0%に対し､女性37.3%となっている｡この傾向は既婚

男女でさらに強く､男女差は14ボインtとなっている｡

独身の場合､｢な考べく多くの資産を子どもに残す｣は ｢独立生計｣ よりも ｢親と同

居｣の方が多い｡

また､既婚者を年齢別にみると､｢なるーべく多くの資産を子どもに残す｣は男女ともに

若年層で5割強と多くなっていることも興味深い｡
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第4-10図 資産を子どもに相続することについて
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男性を住居の種頬別にみると､｢持家マンション｣だと ｢なるべく多くの資産を子ども

に残す｣が少ないが､<資産を残す>(｢持家は残す｣+｢なるべく多く残す｣)は住居の
種類に関わらず 9割前後となっている (第4-11図).

居住地別では大きな違いはみられない (第4-12図).

ここで､男性について [親からの相続]と [子どもへの相続]の関係についてみてみ

よう｡第4-13図から明らかなとおり､自分自身が親から資産を相続する人は､子ども

にも相続させようとする傾向があるといえる｡特に ｢住宅｣と ｢その他の資産｣の両方

を相続する人は､｢なるべく多ぐの資産を子どもに残す｣が67.4%と多 くなっているこ

とが注目される｡

第4-11図 資産を子どもに相続することについて
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第4-12図 資産を子どもに相続することについて

(男性､居住地別)

計

東衷圏

京阪神圏

中京圏

その他の政令都
･県都の市
その他の市町村

男性計

居住用住宅 ･住
取得費用の

居住用以外の不
産･株式 ･

1･2の両方

いずれもない

わからない

41･i 呈

35･i !12･9号二i5lt｡を51･6 吉

第4-13図 資産を子どもに相続することについて
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第5章 地域との関係

近年､高齢化社会-の対応として地域における助け合いが重視されてきている｡現状

として､姐合員やその妻ほどの程度の近所づきあいをしているのだろうか｡また､近所

づきあいについて､どのように考えているのだろうか｡ここでは､近所づきあいについ

て､_その [現状]と [希望]をたずねた｡

1.近所づきあいの現状

近所づきあいの現状をみるために､[町内会 ･自治会の行事-の参加]､[近所の人と

一緒の余暇活動]､[地域のサークルへの参加]について､｢している｣｢していない｣の

2段階でたずねた｡また既婚女性に対しては､このほかに [近所の子どもを預かること]

についても質問した｡

総計をみると､｢町内会 ･自治会の行事にはできるだけ参加する｣は4割強､｢近所の

人と一緒に遊びに出かける｣や ｢地域のサークルに参加している｣は2割前後にとど

まっており､近所づきあいを活発にしている人は多いとはいえない (第5-1表)0

性別にみると､<している>という比率はすべての項目で男性の方が多くなってい

る｡これは､男性サンプルでは既婚者が多いことによる｡

既婚男性を年齢別にみると､すべての項目で年齢が高いほど<している>の比率が高

くなっている｡｢近所の人と一緒に遊びにでかける｣や ｢地域のサークルに参加してい

る｣は､30歳未満では1割前後にすぎないが､40代後半以上では3割台となっている｡

｢町内会 ･自治会の行事には参加する｣は､30代前半以下では4割前後だが､40代前半

以上は6割台となっている｡この傾向は､既婚女性の場合も同様である｡

40代前半以上の既婚男性を居住地別にみると､大都市圏では<している>が少なく､

｢その他の市町村｣では多くなってい草｡特に ｢町内会 ･自治会の行事への参加｣につ

いては顕著である｡

また､40代前半以上の既婚男性を住居の痩頬別にみると､｢町内会 ･自治会の行事-

の参加｣については<持家層>ほど積極的であることがわかる｡特に､｢持家一戸建て｣

や ｢親 ･近親者の持家｣だと､中内会~･自治会の行事-参加している人は7割以上にの

ぼっている｡他方､｢社宅｣や ｢賃貸住宅｣だと消極的である｡しかし､｢近所の人と一緒
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第5-1表 近所づきあいについて くしている)

る近 遭 近 事 町-牟 地
所 び所 に 内 力口域 計
の に の は 会 しの
･子 で 人 参 自 て サ
ど か と -加 治 い -t
も げ -.す 会 る ク
を る緒 るの ノレ

組 合 月計 ~ ･.- .21.143.1 18.3 4472

男性 計 ･..23.147.8p20.9 3346

独 身 男性 計 ･..13.421.2 11.8 _693●■■一■■■●

独 立生 計 ･- 14.1-13.5 8.7 311■■■一■--

親 と 同 居 -.̀12.627.8 14.3 349

既 婚 男一性計 ･..25.6番連≒;;;_守:.23.2 .2630

罪悼年 ~蘇別 30歳 未 満 ･- 12.438.0 9.9 242

30-34革 ･J-P22.342.2 11.6 569

35--39歳 - -.24.052.4 19.2 5ウ4

40+44歳 ~ ･■-26..584::i:…:7;享3航至'B p569
45一一49歳 ■ ･..て'3丑:三重丑載2!'i:-:9㌦3簸;;:.5. 34,8

50-54歳 ･..主宰革ii湾等字定皐頚輩壬::# 209■■■- - ■■■■■-

iiij一■■ーi▲■■■■- .- I

女一性計 ･.- 15.029.010.3 1116

●一■-一■1-- ----

p既 婚 女性 計 - ･..22.9番範漣…17.5 401

._一性年 30-39歳 -.19.4'5番主審 17.-2. 134

齢別 40歳 以 上 ･T.書き寺轟 奪取串至.25.6 176■- ■■■■■■- ■

組合 員 の 妻 計 . 31:隻.;-:6….;雄幸孝幸5.7≡≡嫌苛宰謹:苛 1638

就-.専 業 主婦 i:望';:j藩主S楽譜 5.8:i:iq.i.圭31l航海_ 86.9

業で形 I- - ■- ■ー正社 貞 壬は!:;蔓守…27..550.621.i3 324

.~懸別 パ ー ト 安寿蔓:i浩二解 .;≡.;-3 春立…:i;:..孝….為替…妻轟 412- ■- I- ■- I

40代 前 半 以 上 既 婚 男一性 - .30.4寄集…三澤::頚簿-…恐.-1228- 一■■■■■■l●･.･.■一.■●-

居住 東 京 圏 ･..27.25.0｣4'去就潔 232

京 阪神 圏 --.28_.9.6.蓮沼圭24.L5 -204

中 京 圏 ･-..J28.4着8_;;:.i:ミ27.0 74

也別 1- 3以 外 の政 令 ･..2.9.3抑 :謙 紙 浦 . 215

都 市 .県都 の 市1- 4以 外 の 市 町 ■- ■一■■l■■ll■■■■l■一一■■一■■-･..頚藩……確 守艇准妻き就潜 500

※ 網 か け下 実 線､ 下破 線 は組 合 員計 との 差 が 10ホ○イント以 上
※ 網 か け下 太 実 線 ､ 下 太 破 線 は組 合 月 計 との差 が20ホ○イント以 上
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に遊びにでかける｣や ｢地域のサークルに参加している｣については､住居の種類によ

る大きな違いはみられない (第5-2表)0

組合員の妻をみると､｢自治会 ･町内会の行事に参加｣が6割弱でもっとも多く､つい

で ｢近所の人と遊びにでかける｣5割弱､｢近所の子どもを預かる｣｢地域サークルに参

加｣ともに3割となっている｡これを就業形態別にみると､｢正社員｣だと近所づきあい

をしにくくなっていることがわかる (第5-1表).

既婚男性と組合員の妻を比較すると､組合員の妻が正社員の場合は､既婚男性と同様

の比率となっており､フル ･タイム労働者は近所づきあいをしにくいということがよく

わかる｡

なお､カップリングデータをみると､｢近所の人と一緒に遊びにでかける｣に関して夫

が積極的だと妻も積極的であり､他方､夫が消極的でも妻の4割は積極的である (第5

-3表)0 ｢町内会 ･自治会の行事-の参加｣については､夫と妻の参加の割合はほぼ同

様であり､夫婦のズレもさほどみられない (第5-4表).｢地域のサークルに参加して

いる｣という夫は21.1%､妻も27.5%にすぎず､夫が参加していても､その妻の45.7%

は参加していないことがわかる (第5-5表)0

第5-2表 近所づきあいについて
(している)

(40代前半以上､既婚男性､住居の種類別)

遊近 事吋 参地
び所 に内 加域一計
■にの は会 しの
で人 参自 てサ
かと 加治 い l
け- す会 るク.
る緒 るの ル
に 行 に

計 3,0.464.733.lo1228

持家一戸建て 32.871.136.2 798

持家マンション p2.4.761.-724..7 8.1

社宅 .寮 .官舎 .職員住宅賃貸住宅 26.645..722.5 17323.2-43.4_22.2 99

第5-3表 近所の人と一緒に
し遊びにでかける

(表側 :夫の周等､表頭 :妻の回答)

L L~ N
で で 計
い い A
る な
い

.計●. 41r651.l l.3 546

していろ 68.9.28｣8-2.3 132

し七いない 40ー758.3 1.0 410.

Cr=0.03285

(100.0)

(24.3)

(75.2)
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第5-4表 ′町内会ヾ自治会の行事にはできるだけ参加する

(表側 :夫の回答､∴表頭 :妻の回答)

Cr=0.12499

第5-5表 地域のサークルに参加している

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

セI.守 " 如
い一'い.p A
る. な
い

している二 ･50.9■45.7.3.4 116.

していな㌧い 20i977■..9■1.2 .由6

Cr=0.04021

(100.0)

(21.1)

(78.6)

2.近所づきあいについての考え方

[近所づきあいについての考え方]でもっとも多いのは ｢助け合える近所づきあいが

よい｣(53.0%)だが､｢ほどほどにしたい｣も42.4%と少なくない｡｢できるだけしたく

ない｣は3%にすぎない (第5-1図)0

独身者の場合､男女ともに独立生計だと ｢助け合える近所づきあいがよい｣は4割前

後と少なくなっている｡

既婚者を年齢別にみると､｢助け合える近所づきあいがよい｣は､男女ともに年齢が高

いほど多くなる憤向があ･り､男性の場合50代前半以上になると6割以上､女性の場合も

40歳以上になると6割になっている｡
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第5-1図 近所づきあいについての考え方
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さきにみたように､組合員の妻は就業形態によって [近所づきあいの現状]が異なっ

ているが､[近所づきあいについての考え方]に関しては就業形態による大きな違いは

みられない｡

既婚男性と組合員の妻を比較すると､ともに ｢助け合える近所づきあいがよい｣が5

割台であり､｢ほどほどにしたい｣より15ポイントほど多くな.っている｡カップリング＼

データをみると､この点について夫妻の意見の一致度は高いようである (第5-6表)o

なお､[近所つきあいについての考え方]ほ居住地によって異なっている.40代前半以

上の既婚男性の場合､｢助け合える近所づきあいがよい｣は､東京圏では5割強だが東京

圏以外七は6割前後となっている (第5-2図).

また､住居の種類によっても異なっている｡｢助け合える近所づきあいがよい｣の比率

が多い40代前半以上の既婚男性でも､｢持家一戸建て｣では ｢助け合える近所づきあいが

よい｣､が6割強であるめに対し､｢社宅｣や ｢賃貸住宅｣だと5割前後となっている｡他

方､｢社宅｣や ｢賃貸住宅｣では ｢ほどほどにしたい｣が相対的に多くならている (第5
九二

-3図)0

第5-6表 近所づきあいについての考牟方

(表側 :夫の回答､表頭~:妻の回答)

ih---.:捕 .: ..由

-.iiー_.. -56~.840.1㌦1:6 1.5 5.46

Jp40.0-5'~6A.9~1-.8.L1.3L 22p5

Cr=0.04677

(事00･0)

( 56･?)

( 41.2 )

( 1.5)
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第5-2図 近所づきあいについての考え方
(40代前半以上､既婚男性､居住地別)
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第5-3図 近所づきあいについての考え方
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第6章 職 場 生 活

この章では､｢超過労働の評価｣､｢労働時間､休日休暇制度の希望｣､｢働き方に対する

考え方｣､｢賃金について｣､｢10年後の職場や仕事について｣､｢60歳になった時の就労状

況｣､｢取合員の妻の就労｣など職場生活に関するいくつかの設問をみていくことにす

る｡

1.超過労働について

超過労働が多いことは､労働時間短縮を進めるうえで､もっとも大きな課題の1つで

ある.このところの景気低迷によって､超過労働は短縮していもが､依然とし七改善す

べき課題であることは明らかである｡-こ＼こでは､その現状と評価について分析する｡

(1) 1カ月平均の超過労働時間一

まず､1ヵ月平均の超過労働時間を実際に労働した時間 (賃金の支払があったかど

うかにかかわりなく)で回答してもら?た結果をみると (第6-1図)､｢なし｣の

16.1%から ｢40時間｣ までめ間.a.大半が分布しており､40時間を超えるのは12.0%で

ある｡平均値は組合員全体で18.t4時間となっているが1男性に限ると､21.2時間であ

る.これに対し､女性は平均10.'0時間七､大半が20時間以内であり､21時間以上は12.

4%となっている｡

男性年齢別転平均値をみると､40代前半までが20時間を超えているが､これは､こ

の層に営業職や技術職が多く含まれるという職種構成の違いによるものと考えられ

る｡

そこで､男性について業種別などの特徴をみておこう｡

まず､業種別にみると､時間数が多いのは運輸 ･通信 ･エネルギー (25.7時間)､商

業 ･金融 ･サービス業 (24.6時間)などであり､一方､その他の製造業は_.19...1時間で

もっとも少なくなっている (第6-2図)0

民間企業規模別にみやと､1,000-2,999人規模が24･6時間でもっとも多くなってい

る.一万､10,000人以上規模の巨大企業七は21.4時間とやや少なく､300人未満の小企

業でも20.5時間と少なくなっている｡
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第6-1図 1カ月平均の超過労働について
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第6-2図 L1カ月平均の超過労働について
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職種別にみて目立って多いのは､その他の専門職 (教員が多数を占めると推測され

る)で36.5時間である｡このほか､営業販売サービス職が23.8時間､技術 ･研究職が

22.9時間と多い.｡一方､技能職 ･現業職は19.8時間と少ない.これらに対応して､職

場別では､支社 ･営業所が22.4時間､本社が23.1時間と多いのに対し､工場は17.9時

間と比較的少ない｡

勤務形態では､常昼勤 ･通常が写0･9時間であるのに対 し､変形労働時間制では､

24.3時間,フレックス制では23.7時間とやや長いことが示されている (第6-3図)0

また､週休形態別にみると､2/3の人に適用されている週休2日制 ･月立回以上

の場合は､20.0時間であるのに対し､週休 1日制では31.9時間と長 く､週休 2日制 ･

月4回未満では24.1時間で､週休 2日制の普及状況と残業時間数には相関がみられ

る｡

第6-3図 1カ月平均の超過労働について
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(2)超過労働についての評価

超過労働の実態は(1)でみたとおりだが､それについての評価をみてみよう｡

観合員計では ｢現状程度でよい｣とする人が5芦.2%と多数であるが､｢減らしたい｣

とする人も37.6%を占めている (第6-4図)｡そして､｢もっとや りたい｣人は

6.3%と少ない｡この間に大幅に減少していることもあって､超過労働の多きに不満

を感じている人はかなり減少したものと思われるが､少なくない人がまだ､減らすこ

とを願っていることに注目すべきであろう｡

男性では､｢減らしたい｣人が41.1%で女性 (27.0%)より多く､男性年齢別にみる

と､40代前半以前で4割を超え多いことなど､実際の労働時間が長い層ほど減らした

いとする人がより多いという結果となっている｡

そこで男性について､超過労働時間別に評価をみてみると非常に明確な相関関係が

あることがわかる√(第6-5図)｡すなわち､20時間以内の場合は､｢減らしたい｣は3

5.8%と少ないが､21-30時間では48.4%と半数となり､31-40時間では66.0%と多

数となっているからである｡したがって､月30時間が負担感の生じる目安となってい

ることがわかる｡

カップリングデータで夫の超過労働時間別に妻の回答をみると､超過労働時間なし

や10時間以内で浸1/4､ll-30時間では半数､31時間以上では2/3の人が減らしてほし

いと回答していて､男性取合員の回答とはぼ一致している (第6-1表)0

女性観合員の場合は､意識の分岐する時間が男性より短く､20時間を超えると､｢減

らしたい｣が半数を上回っている (第6-2表)0
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第6-4図 超過労働について
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第6-5図 超過労働について
(1､ヵ月平均の超過労働時間別)
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第6-1表 超過労働について

(1カ月平均の超過労働時間別)I

ら 状 つ ら_. 状 つ 計
･JL ~ 程 とJA Li.∴ 嶺 と A
た~ 度 や て 度 やい で り ほ で つ _

計.- 44.544.1 7.5 3.8 46.046.0 5.5.2.6 546

なし 15.450.017.916.7 24..460_.314.l l.3 18

∴lQ.時間124内 25.2∴63-;.9._10.9′∵.. ー26こ.9.J61.3-:.二7.6.4.2-㌦119

ll-20時間 41.7.52.5 5.8 .丁. 47.545.8ー5.0∴1..7L_1甲

21-30時間 1 51.由43.4 4.8㌦... 49.444.6■1.2 4.8 83

31-40時間~ 1.69.L0--27r-.8 3.4 ∴- '◆67.2-27_.6.3.4 1.7 58

41-50時間 80.017.5 2.5 ..- 70.P27.~5 ...■2.5 40

51-60時間 73.326.7 .I. -. 73.326.7 -. -. 15

･81丁100時間 100▲0 ._- --. -.. loo.-0 -. ... ..一 J7
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第6-2表 超過労働について
(1カ月平均の超過労働時間別)

管 - ..雪 N 計
L と A `
1TC e
い で .-り

よ た

女性組合員計 ~ 21.064.93..64.61116

なし 1.013.26.113.1 314

10時間以内 19.576.63.40_.5 441

1ト2¢時間 46.651.12..2.... 223

211-.30時間 57.639.41.51.5 66

31-40時間- 67.632.4∴.- 34

41｢50時間 84.615｣4∴ - 13

51-60時間 80.020.0..- -. 10

61-80時間 75.025.0 .- -. 4

81-100時間 100.0.- -..- 3

100間を超える 100.0.- -I-. 2

2.労働時間 ･休日休暇制度の実現の希望

では､組合員は今後どのような労働時間制度や休日休暇制度の実現希望をもっている

のだろうか｡ここでは7項目についてそれぞれ回答を求めている｡

結果をみると､もっとも希望の多かったのは､[介護休業 ･休暇]で51.3%の人が ｢な

るべく早く実現してほしい｣と回答し､39.3%の人が ｢できれば実現してほしい｣と回

答している (第6-6図)｡したがって､あわせて90.6%の人が<実現してほしい>と考

えている｡

介護休業とほぼ並んで多いのが [有給の病気休暇]で､89.0%の人が希望している｡

[1日の所定労働定時間の短縮]も81.9%と多くの人が希望している｡とくに ｢なる

べく早く｣とする人が51.1%で介護休業や病気休業の希望と並んでいることが特徴であ

る｡

[1ヵ月程度のバカンス休暇]は ｢なるべく早く｣ とする人が38.5%となっており､

1日の労働時間短縮よりはやや少ないが<実現してほしい>とする人全体では78.8%で

ほぼ並んで多い｡
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第6-6図 労働時間 ･休日休暇制度の実現の希望
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[ボランティア活動のための休暇]を羊｢なるべく早く｣は20.
0%と他の畢目に比べれ

ば少ないが<実現してほしい>とする人は65
.
1%と半数を超える
｡

[週休3日制]も｢なるべく早く｣は25
.
3%と少ないが<実現してほしい>とする人

は64
.
2%と多数となっている｡
ただ
､1
日の所定労働時間の短縮よりほ優先度の低い評

価となっているといえる｡

[1年程度の長期研修休暇]ほ<実現してほしい>人が45
･
9%.と唯一半数を下甲る項

目である
｡

以上のように
､
介護休暇
､
病気休暇
､1
日の労働時間の短縮-の期待が特に強いこと

が示されている
｡

ではこれらを属性別にみるとどうだろうか
｡
まず
､
介護休暇
､
病気休暇
､一
日の労働

時間短縮については､
年齢別や性別の違いはほとんどなく
､
共通して強い希望であるこ

とがわかる(第6-3
表)
｡
そこで以下では
､
他の項目の傾向についてみるこ～とにする
｡

どの項目についても､
性別にはあまり違いはない
｡
ボランティア休暇の希望が男性で

多いことが目立つ程度である｡
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第6-3表 労働時間 ･休日休暇制度の実現の希望 く実現してほしい)

間一 遇 ン 1 修 1 有 のボ 介
の 日 休 ス-カ 休年 給 .たラ 謀 計
短の 3 休月 噸程 の めン 休
縮所 日 畷程 度 病 のテ 業

労 の 長 休 暇ア 休
働 バ 期 暇. 括 .暇
･時 カ 研 動

組合員計 81.96-4.278.845.989.065.190.6 4472■

男性計 - 81.663.779.946.889.166.9p90.7 3346

独身男性計 80.5溝総軒82.8.葛巻油 89.363.189.0 693
一■■■■■■■■■-lllll′.

独立生計_■ 76二8_;托;;38'蕃譜I.陀圭:::788.766.690._0 311~ー■■--- 一■- ■■■■■■■-

廟 と同居..,, -L.83.7∴和書;:三悪83.1≡5韮憲890.360.788.8 349一■- ■ 一■- ■■■

既婚男性計_~二 8.2.0.61｣779.344.689.068.191.3 2630

既 30歳未満∴ .7-5-.6孝養藩邸妾.年寄墨譲 86.061.-29.0.1r'24-2
婚男 ･~.ヽ.､■30-34歳∴ L_80｣0-65~.2.-軸三雄1二馳謹 89.868.593.-1 569

性年 ■■■■■■■-ll■一■■■■- ■■■35-39歳 82.964.183.1萱草署;享等88.768.889.4 -574

齢刺 - ■

50-,54& 7.6.651.266.023.484.262.290.9 209

55歳以上 84.347.159.823.585.3‥守航:'巷89.2 102

女隼計 82.865.675.343.489.0_59.590.4 1116

独身女性計 .80.7___6ー8.._9_79.__046.687.956._187.3 700

独立生計 77.364ー079.3;.5真言 85.353.3-87._3 150

既..;親と同居既婚女性計I;-:.ij冬0歳.東浦 82.2…細浦79.545.588.656.987.5 52ケ

■■■■■■■■■■■■■■-86.860.869.338.491.365.3沓'6.:i=…3; 401

婚';女 30-39歳 毒駁 …韮…55.266.444.0 93.3 !紬 …;享奮 94.8. 134

悼年 40歳以上 一- ■■■■■85.8 59.162.5 33.5 90.9 59.1 如…;:老 176

静.:戟 二.,?組合貝の妻計 72.443.361.330.192.156.591._0 1638.74̀._5∴45-.3.63.229.,193.3.5.5.191.6 p869-I.専業主婦

美形 正社員 79.0.47.567.937.792.95-8.0.94.4 324

港,. I臥 )ヾ■ニト 65-.536.454.9~27●.492｣260.790.0 ~41265-.536.454.9~27●.492｣260.790.0 ~412

※網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合員計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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男性を年齢別にみると [週休3日制]､[バカンス休暇]､[長期研修休暇]など､余暇

生活の充実につながる項目については､若年層はど希望が多いことがわかる｡た申し､

ボランティア休暇の希望については若年層で多いとはいえない｡これは､女性年齢別に

みても同様である｡

また､組合員の妻の回答では､介護休暇､病気休暇の希望が夫 (ここでは既婚男性)

の回答と共通して多いが､[週休3日制]､[バカンス休暇]､[長期研修休暇]の実現につ

いては､夫ほどは希望していないことがわかる｡

また､カップ1)ングデータでみると夫婦の意見には必ずしも一致していないが､ある

程度対応関係があることが示されている (第6-4-10表)｡中でも､長期研修休暇､ボ

ランティア休暇に対する希望の有無は夫婦の意見の一致度が比較的高い｡

業種別では運輸･通信･エネルギ｢で[1日の労働時間短縮]の希望が86.6%と多いほかは大

きな違いはなく､また､企業規模でもきわだった違いはみられない-(第6-11表)0

職種別でも [長期研修休暇]が技術研究職､その他の専門職､事務職などでやや多い

ほかは､大きな違いはみられない｡

勤務形態別で去ると､フレックス制の人では､[一日の労働時間短縮]とならんで [週

休3日制]の希望が強いことが他の勤務形態の人とは異なっている (第 6-12表)｡ま

た､長期研修休暇J,ミ̀ヵンス休暇の希望も多い年ど､休暇制度全般にわたって改善希望

が強し､.

週休形態別ではそれほど大きな違いはなく､[週休3日制]の実現希望が完全週休 2

日制の人でやや多い程度である｡

'<

第6- 4表 労働時間 ･休 日休暇制 度のJ･
実現の希 望
一日 の 所定 労 働時間 の短縮

(表側:夫の回答､表頭:妻の回答 )
しな ほで Lと N
てる しき いく 計

ほベ いれ とに A
しく ば 思実

く__現二一なし_
実 ~しいて
･r現-1~_■て1.二は

計 38.,lL:r37iO2字.3 2｣6-546

なるべく早く実現してほしい.できれば実現してほしいとくに実現してほしいと思わない 43.836.5~~.16.8 .3:Op304

33.8-40.3 ~23.7 2.2. 139

Cr=0.01902

(100.0)
(55.7)

(25.5)

(17.6)
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第6-√5表 週休3日制

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

しな ほで_Lと N
てる しき いく 計
ほぺ いれ とに ■A
しく ば 思実
い早 -実 わ現
く 現 なし
実 し いて
現 て ほ

サ 17.429.750.ー0 2.9 546

なるづく早くpL実現してほしいできれ畔実額してはしいとくに実現してほ･い とヽ思わない- 29.629.637.3 3.5 142

15.834.249.0 1.0 196

Cr=0.02245

(100.0)

(26.0)

(35.9)

(36.4)



第6-6表 1カ月程度のバカンス休暇

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

しな ほで Lと N

ほベ いれ とに A
しく .ば 思実
い早 実 わ現
く 現 なし
-実 し_いて
現 て ほ

計 27.8-34.43.5.0 2.7 546

なるべく早く実現してほしいできれば実現してほしいとくに実現してほしいと思わなし.ヽ 41.630.125.1 3.2 219

20.839.237.7 2.■4 212

Cr=0.02728

第 6-8表 有給の病気休暇

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

.しな ほで Lと N_
てる しき1いく. 計
ほベ いれ とに A
しく ば 思実
い早 実 わ現
く 現 なし
_.実 .し いて
◆現 て ほ

計,-. 59.532.4､.4.9~-3.1 ~546

.なるべく早く実窺してはしいできれば実現してほしいとくに実現してほしいと思わない 65.427.3 3.8 3.5 289

Cド0.00906

(100.0)

(40.1)

(38.8)

(19.6)

(100.0)

(52.9)

(37.0)

(8.2)

第6-7表 1年程度の長期研修休暇

(表側''t夫の回答､表頭 :妻の回答)

.しな ほで し七 N

ほベ いれ とに A
しく ば 思実
い早 実 わ現
く 現 なし
-実 .し:いて ~■
現 て. ほ

計 -. J10.422.963.9-2~.7 54■白

なるべく早く実現してほしいできれば実現してほしい.七くに実現してほしいと思わない ･26.03.3.336.5-4,.2 96

8.329.760.0 2.1 145

Cr=0.03805

(100.0)

(17.6)

(26.6)

(54.4)

第6-9表 ボランティア活動のための休暇

(表郷 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

.-しな ほで Lと N
-てる しき いく 計
ほベ tJ､れ とに A
しく は 思実
い早 実pわ現~
く 現 なし
実 し いて
現 て ほ

計p _13▲944.139.2 2.7 ~546

なるべく早く実現してほ-しい.できれば実現してほしいとくに実現してほしいと思わない 30.944.5--21.8 2.7-_110

Cr=0.03517

(100.0)

(20.1)

(47.3)

(30.8)

第6-10表 介護休業 ･休暇

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

しな ほで Lと ー_N
てる しき いく 計
ほベ いれ とに A
しく は 思実
い早 実 わ現
く 現 なし
実 し いて
現 て ほ

計 50.940.5 5.9 2.7 546

なるべく早く実現してほしいできれ畔実現してほしいとくに実現してほしいと患わない. 62.331.7 3.9 2.1 28 4

38.051.4.7.7 2.9 208

Cド0.02050

(1.00.0)

(52.0)

(38.1)

( 7.9)
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第6-11表 労働時間 ･い休日休暇制度の実現の希望 (実現してほしい)

間- LJ選 一ン1嘘 1 有 のボ ..介
の日 -I:;I-休 ス~.申∴休年 給...たラ -:護 計
短の L 3 休月~~職種 のt-め,ンLr:'P休

定 制 ,度●--の -気 体イ :.
労 の 長 .休 暇ア 休
働 ノヾ _期 ,..板 宿 -暇

嘩 L,や 研 ..働

莱.･腰 造業 ..金属 78..866.28-0_.1-4.5二690.OLi:7む事91.i/二5-由

種別 一■-

商業 .金融 .サービス運輸 .通信 .-エネルギー公務 .公営 79.060.5L-79.3_.47.7p89_.5■68i289.8 352

･86_.462｣8-79∴3yL45.0∴89...7■62-.6p88.3 48.7

氏 300.人未満 82.二453.373.9-L36.289｣9-5-9..8∵91.0-19Lb

間企業規

30p-999人 8O.26-3.-5.78｣045.8-89.8,66.9.92.-3-1323

1000-2999人 19.258.3■L-'79.｣5~r45.8.86...4.64.3-..90i2 4由

模.別 ●l■■-llllll■■■

種別職

事務職 83.66-8.1.83.151.2.88.5_68.2一,.92.9∴1149

営業 .腹帯 .サービス磯技術 .研究職 77.3.62.7-.82.747.7.91.065.0_89.0 30076.963.9.84_.4毛範990_.3;.:T霊宝:.289.0 546- I-

その他の専門職 81.356.377.5:5才':;憑88.865.088.8 80■- ll■■

78.664.4轟を;i:# !鞍謙88.967.6-90.5 975

場別 I- -

支社 .営業所 .出張所工場 -83.859.176.643.588.864.590.3 9_6582.8167.879.443.189..867.891.7 1085~

その他 81.561.977.245■.089.470.290.4 302

※網かけ下実線は男性計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す ･
･X･網かけ下太実線は男性計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホCイント以上少ないことを示す
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第6-12表 労働時間 ･休日休暇制度の実現の希望 (実現してほしい)

間⊥ _遇 ン_1修-1 有 のボ .介

短の .∴3 休月 暇.程 の めン 休 .
縮所 .:I,.-日 暇程 度 ∵病 のテ 業
足 し制 度. の 気 体.ィ .

時 力 餅 ..動

男性か 81..663.779.9.46.-889.1-.66.990...7 33.46

勤港.形 常昼勤務 .通常 82.063.4.8~0;747.3.88.9.66..8′p91.3㌦2303常昼勤務 .フレヅ 77..4-耽 主導恥 針恥.890.3耽 卦91.,5 L4d2

_.84p.5_52.6L-76.■7_40.√588.859.586.2.二一11.6

･雲等宗笠務 .深夜 80-.55-8...5-,73.2-.35.48-9.Op69..~5..,91_..5.. 8.2

な し交替制勤務 .深夜- I.82-P.Zi765..3-.713i..636._.4L..89∴9..64.1-88.7-.1 398

_85-..06-0.:0,,77 .:3 42,3---9_0._:5--_66._3 -92.｢4 ｢ 5,25
二8=0三..65,6.767.2､_39.682.8-6.1.28,5.8 Lr,-1.34

1日半制そ の他 8.4;9.55.5-73.9_36.6,88.7-6.0.-987..:8L_:.-..23-8

30代以 中卒高卒 72.754.563.6L24.27.2.7-Lr-51二5.7畠.8 3-3畠Li.2舶藷83.~247.■3､8ウ.8'64.589.6 畠9~1

下学 一■■■-lll■llll■llllllllllllllllll■短大 .高専卒 ウウ.967.5軒津 名'BE:=漣 89.ー65ウニi92二9 154

磨別, - Ill-大卒 .大学院修了 ･7ウニ.367.8■廃 藩-廃 藩 -9..6烏 .68.白~､91.J5 93i
J′TTJ

※網かけ下実線は男性計との差が5ホoイント以上多いこと､†下破線ほ5ホoイント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は男性計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホoイント以上少ないことを示す

i

3.働き方に関する考え方

ここでは､働き方に関してい.(-?かの視点から貴兄をきト､ている｡tと.りあげキのは､

-[労働鳴間とや′りがい]∴[ナT)-タ一について]､-['出身地志向にらいヤ]､[単身赴任に

ついて]､[転職について]､[転職と仕事能力]､[専門職志向]の7項目でいずれも今後

の日本のサラリーマンの働き方を考えるうえでキーワー ドになると思われるものであ

る｡
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(1 ) 労働時間とやりがい

[やりがいのあ声仕事なら労働時間は長くてもよい]かどうーかについては､｢そう思

う｣人は36･1%にとどまり､否定的な人が63.2%と多数を占めている (第6-7図)｡
＼

男性よりは女性､独身者より峰既婚者で労働時間が長くなることに否定的な憤向が

強くみられるが､既婚恵の年齢別では大きな違いはない (第6-13表)｡したがって､

家庭での役割分担をもっているかどうかが意見を左右していることがわかる｡独身者

でも独立生計者より額と同居者の方が労働時間重視である｡

職種別では技術 ･研究職や事務職に比べて､技能職 ･現業職で労働時間重視の人が

多い｡また､本社声りげ､支社の方がその憤融ま強い (第6-14表)｡逆にいえば､技

術研究職や本社部門では-1労働時間をあまり気にしない層がでてきていることを示し

ている｡

勤務形態別では､.フレックス制め人のみ ｢労働時間は長くても'よい｣が5割で多い

ことがわかり､他は共通.して否定的であるJ,(第6-15表). ､;I

男性20-30代学歴別にみると大卒層では ｢労働時間は長ぐてもよ-い｣が5割弱で高

卒層に比べるとやや多くなっている｡

そ
う
思
う

出身地に近いとこ
ろで仕事をしたい

管理職でなく専F
職で腕を奮いたい

フリーター的働き
方も悪くない

会社を気軽に転
できるのがよい

第6-7図 働き方に関する考え方 ㌧壬

そ
う
思
わ
な
い

｢ ~~ ~~~~__47:_至 _____･__: 51.̀5 宝l

転職しても仕事を
やれる自信がある

やりがいあれば
働時間長くてよい

単身赴任となる
勤も仕方ない

｢ ~~~~39･0___~~ 6 0 ･･1 3 1

甲 .~~24･9 ~ 74･3 基 j
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第6-13表 働き方に関する考え方 くそう思う)

働や 方フ ろ出 勤単 七会 や転 職管
時 り もリ で身 も身 き社 れ瀬 で理 .計
_尚 が .志 卜 任地 仕赴 _るを るし 腕職
長 い く夕 事に一方任 の気 自て をで
く.-i臥 な 暮 を近J_なと が軽 信も_膏な-
･それ い的 しい .いな よに,が仕 いく_
よば 働 たと る .い.転 あ事 :Yた専
い労 .き いこ 転 職 るを い､門

組合貞計 ･草6.●1-47.677.324 .9--40.339.061.3.447写

男性計 .36.444.278.~2-24.440.4-41｣7:59J:p3346J

独身男性か 鱒浦…50.175.229.~0軸渚 43.7､58.6 693■ー■■■l■■■■■■■■■■■■ - ■■

独立生計 ･蕃韮憲:1:;51.869.1_::登.整…三悪苦苦.;藻類掠:;.;:a.57.6_; 311

鹿と同居 39.548.179.925.8建Bii:.秦..40.159.9 349

既婚鼻性計 34,.342.畠78.923..338.241.25.9.3-.2630

既__.30歳未済 3.7._-a..45一.977.7■22.-738∴0当蜂主…灘57.4~ 242.f'p-

婚夷 iiiiーiii一i30?.84歳 _39.7_42.2.7.9..1_24.444._3:15:i.:.:i:.:-5.55._2 569L

35-39歳 38.241.379.123.539.240.154.5 5.74

齢別 40-44歳 32.942.281.921.3.37.835.564.1 5'69--一■-●

45-49歳 29.642.879.024.133..6如.961.2 348

50--54歳 ,, 25二.-;841.674..224二.928.2∴30::6郎三溝.: 209

55歳以上 29.4…5輩;…丑74.5_22.538.231.4強打::;:.:'6… 102

女性計 35.2謹操;垂74.926.339.730.3締隷 1116

独身女性計 護藍三津名8蔓謙.74.1忍韮::蔓丑42.031.48--9…:i泊: 700

独立生計 ≠緒言繊細64.0瀬油軸詔28.7至招き?:' 150

既親と個居 p...額婚女性計30歳来演 40.6藩学::議:77.2瀬譜 39.332.6辞.言 527

- 一■■■■■■■■■■■-ll■ ■--■■.-■■■■■■■■■■■■-.23.2.名:4;享;;載76.118.034.927.7jS'6享;:-;6: 401

19.8や聾誰72.516.531.925.-364.8 91

棉女_3.b～3.9歳 lI+●●一_一■-■■l■-26.1縦…澄~79.115.737.327.6≡紬謙 一134

悼年 40歳以上_ -2.2.745.5°~75.620.534.729.064.8 176

･X･網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○付卜以上争_いこと､
十破線は5ホ○イント以上少年いことを示す
※網かけ下太実線は組合貞計との差が15がイン噂 土多いこと､
下太破線は15-ホ○イント以上少ないことを示す
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第6-14表 働き方に関する考え方 くそう思う)

働や カフ ろ出 勤単 で会 や転 職管
時 り もリ .で身 も身 -き社 れ職 で理 .̀計
間が :*.■1.任地 仕赴 るを るし 腕職
長い くタ 事に 方任 の気 自-て をで
くあ な Jを近 なと が:軽 信 も 膏な
てれ1い的 しい いな よに が仕 い く
よば ,働 たと ..る い転 あ事 た専

業 製造業 ..金属 35.-140.480.1~21.939.344.0.85::沼妻 539

.種別 ~■■■-■■■■l-製造業 .その他 ':1溝圭t:.44.076.425.940.244.356.9 887-I■■-■■■■■■

商業 ▲金融 サ̀｣ .36.642.978.Ll老新津40.1導jS::.tg58.8 352

ビス運.輪 ..通信 .エネ I. - .-

ルギー公務 ,公営 一■■■■■-■■32.045.478.723.944.633.558.3 856

-●その他 37.441.180.824.736.1漣.q:.詩 53.9.■219

氏 300人未満 34.2.39.278.922.137.740.258.3 199

間企 300-9~99人 321｣54-8.680.222.936.546.46'6.:強 323

業演模別 一- ■

1000-2999人 36.441.382.127.040.440.860.0 448

一■■■■■■■■■■-

10000人以上_ 37.141.175.023.937.444_.460.5 665

職 技能職 .競業職 30.5_44.-079.521.438.940.0群 雄 1117

種別職 ●- ■■■ll

事務職 39.043.976.82~6.741.939.651.2 1149-

営業 ..版亮 .サー 38.040.080.325.039~.3.御薄 49.7p300

ビス職技術 .研究職_ 一■■l■-■■■-■一一--I.釜:萎.;.;:.li.:47..618.626.942.946.562.1 546一■■■■■■-

その他の専門職 31.3寄‡:憲:::375.013.841.341.3'6.6::'曇:3; 80-■■■---■■■■■■■■■- - ■

盲の地本社 31.041.475.225.533.837.260.0 .1-4541.ll43.974.927.840.044.752.6 975

場別30

支社 .営業所 .出張所工場 31.544.980.422.4.43.337.957.7 96声.36.644.279.923.439.5.42.5軸詔 1085一■■- ■■■l

その他30代以下男性計ヰ 卒 36.142.4■75.5-24.235.842.4如き;::'B:: 302- ●■■■40.344.977.-725.043.9_46.156..6 201239.445.ー572.724.230.3-鎌活 字む守… 33

代以 I---ー- ■-高卒 34.145.780.021.241,.940.~46'艇蕃 891

下学 一- ■■■短大 .高専卒 ■■40.946.1番垣惹番23.4.3番謙 42.2番範藩 154

磨別 一- ●■■■■■-

※網かけ下実線は男性計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は男性計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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第6-15表 働き方に関する考え方 (そう思う)

働や 方ラ ろ出 勤単 モ会 や転 職管

間が _悪 l 任地 仕赴 る.を るし 腕職
長い く夕 事に 方任 の気 自て~をで
くあ.な 卜 を近 なと が軽 信も 膏な
てれ い的 しい いな よに が仕 い く
よ.ば 働 たと る い転 あ事 ..た専

Iヽ労 き いこ -転 職 るを い門

男性計 36.444.278.224.440.4.41.759.1 3346

勤務形 常昼勤務 .通常 36.4 44.8■79.324.939.841.458.4 2303常昼勤務 .フレヅ 坤.薄 :43.370.4 25.643:8春信:8 54.0 402

港別 クス制勤務常昼勤務 .変形労 27.644.0~75.925.941.4!坤.:;:葦 55.2 116

働時間制交替制勤務 .深夜 30.542.7.79.3~20.741.531.7邦雄 82

なし交替制勤務 .深夜 一一｢~ー-27.642.778.621.141.034.2.特 注 398

あ りその他 29.ー447..1∃拙三老20.629.435..3才3:'::5:' 34

33.143.081.020.638.943.261-.9 525

_29.9割言昏76.123.131.~342..5紡王寺 134

1日半制卓の他 ■■■■■●■一-■-l■l■lllllll■ll■ 一- ■lllll■30.7番結書き79.823.541.241p.26-5Ii:,.:Si 238

※網かけ下実線は男性計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホoイント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は男性計との差が15ホOイント以上多いこと､下太破線は15ホoイント以上少ないことを示す

(2) フリーターについて

[好きな時に仕事をするフリーター的働き方も悪くない]について ｢そう思う｣と

回答した人は47･6%とほぼ半琴であり､フリーターについては多少とも理解を示す人

が少なくないことがわかる｡

この点については､男女で意見がやや異なり､男性の肯定が44.2%であるのに対

し､女性では､57.8%とやや多くなっている｡また､既婚者よりは未婚者の方が肯定

的である｡なお､男性について業種や企業規模､職種別にみてもきわだった違いはみ

られない｡

(3) 出身地志向

[条件さえ合えば出身地に近いところで仕事をしたい]かどうかについて ｢そう思
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う｣と回答した人は､77.3%と多数であり､出身地志向はかなり強いことがわかる｡

これは､性別や年齢別にはあまり大きな違いはみられず､共通した志向となってい

ることがわかる｡

観合員の妻に対しては [夫が出身地に近いところでの仕事を希望すれば反対 しな

い]かどうかをたずねているが､これに対してほ､72.6%の人が肯定している (第 6

-8図).また､ カップ1)ングデータで夫が出身地志向の妻の場合は76.7%が肯定 し

ている (第6-16表).反対は20.2%である.

第6-8図 夫の仕事に関する考え方 第6-16表
(そう思う)

夫
が

U
タ
ー
ン
を
希

望
す
れ
ば
賛
成

転
職
を
希
望
す
る
と

き
に
は
反
対
し
な
い

単
身
赴
任
と
な
る
転

勤
も
仕
方
な
い

管
理
職
に
な

っ
て
も

ら
い
た
い

合
で
地
希

え
ろ
身
を

さ
こ
出
事

件
と
が
仕

集
い
夫
の

■
■

●
■

夫

妻

なしヽ

え
仕
に

ば
手
近

に
い
地
た
身
し
出
を
いところ

望すれば反対

(表側 :夫の回答､表頭:妻の回答)

思 ~思 A~
う わ
な
い

計 73.623.6 2.7 546(

そう思う 76.720.2 3.0 430(

Cr=0.01160

近

で
L

(4)単身赴任について

[単身赴任となる転勤も仕方ない]とする人は24.9%であり､単身赴任を必要悪と

考えている人は少ない｡
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この点は性別での違いは少なく-､男性でも否定的である｡また､未婚者より既婚者

の方がより否定的であることは男女共通している｡

業種別や職種別､職場別でも大きな違いはなく､単身赴任は一様に歓迎されていな

い｡

また､姐合員の妻には [夫が単身赴任になる転勤も仕方ない]かどうかをたずねて

いるが､肯定する人は27.8%と取合員と同様､少数である｡

カップリングデータでみると単身赴任も仕方ないと考えている夫の妻でも､55.9%

と半数以上が反対している (第6-17表)｡逆に､仕方ないと考えていない夫の妻で､

夫の単身赴任を認めているのは23.3%である｡

第6-17表 単身赴任となるような転勤も仕方ない

(表側:夫の回答､･表頑 :妻の回答)

そ そ N
う う 計
思 思 A
う わ
な
い

そう思う 41.755.9 2.4 127

Cr=0.01528

(5)転職について

[会社を気軽に転職できるのがよい]とする人は40.3%で少なくはないが､半数を

下回っており､転職についてはあまり肯定的にみられていないことがわかる｡

性別では女性の方が転職には消極的であり､既未婚別では男女とも既婚者の方が否

定的回答が多い｡

この点も業種や職種による違いは少ない｡

妻に対してほ､[夫の転職を希望する時は反対しない]かどうかをたずねている｡

51.0%の人が ｢反対しない｣と回答しているが､残 り半数は反対しているわけであり､

意見は2分されている｡さらにカップ1)ングデータでみると､夫の意識と妻の意識が

この裏問の場合では､ほとんど相関しておらず､夫が [転職できるのがよい]と考え
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ているかいないかにかかわらず､夫の転職については妻の4割台の人が反対している

(第6-18表)｡

第6-18表∴ま :会社を気軽に転職できるのがよい
妻 :夫が転職を希望するときには反対しない

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

そ そ N
う. う 計-
思 思 A
う .わ
な
い

如 5_0.746.5 2.7 546(

そう思う- 52.145.2 2.7--,'r1.88■-_I(

Cr王0.00076

(6) 転職と仕事能力

[転職してもはかで仕事を十分やれる自信がある]ことを肯定する人は39.0%でこ

れも半数をやや下回っている｡

この点は､性別では男性より女性の方がより否定的であり､また､男性でも年齢が

高いほど否定的であることがわかる｡[自信がある]が半数を超えるのは男性の30代

前半のみである｡

業種別では公務 ･公営が他に比べてより否定的であり､職種別では技能職 ･現業職

がもっとも否定的で､逆に営業 ･販売 ･サービス職では半数が肯定しているが､これ

は､前者に中高年層が多いことも影響していると思われる｡

(7) 専門職志向

[管理職でなく専門職として腕をふるいたい]について ｢そう思う｣ と回答した人

は､61.3%と多数である｡したがって､管理職を志向するより専門職を志向する人の

方が多いが､残り4割は管理職志向とみられる (中には､どちらでもない人が含まれ

ると思われる)ので､管理職の枠が限られることを考えれば､この比率も少なくない

といえる｡

専門職志向は､男性より女性の方が多く､また､男性でも40代以降の中高年層の方
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が多いという結果となっている｡

業種別でみると製造業 ･金属では専門職志向がより強く､同じ製造業でも化学 ･織

経などその他ではやや少ないといった違いがみられる｡

職種別でみると専門職志向は､~技能職 ･現業職や ｢その他の専門職｣では7割近 く

と多いのに対し､営業 ･販売 ･サービス職や事務職では5割と少ない0

妻に対してほ､[夫には定年までにぜひ管理職になってもらいたい]かどうかをた

ずねている｡肯定する人は37.9%で､ほぼ夫の回答と同数である｡ただし､カップ リ

ングデータでは､夫婦で意見の違いがややみられ､専門職志向の夫の妻の26.0%は､

夫が管理職になることを望んでいる (第6-19表)0

第6-19表 夫 :管理職ではなく､専門職として腕をふるいたい
妻 :夫には､定年までに､ぜひ管理職になってもらいたい

(表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

そ そ N
う う 計
思 思 A
う -わ
な
い

そう思う 26.070.1.3.9 304

Cr=0.03393

4.賃金について

このところ初任給の上昇､高学歴化､中高年層の賃金抑制ともからんで､賃金体系の

見直しが進められ､年功賃金から能力別賃金へのシフトが徐々に進みつつあるが､今後

の賃金体系のあり方については､魁合員はどう考えているだろうか｡ここでは､年齢､

学歴､仕事と賃金の関係についての考えをたずねている｡

(1) 学歴と賃金

まず､学歴との関係では ｢学歴に関係なく決まるのがよい｣ とする人が84.6%と大
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多数で､否定する人は14.5%にとどまっており､賃金決定要素として学歴を排除する

ことを求める声は強い (第6-9図)｡他のところでみるように現実が学歴社会であ

ると大多数の人が認識しており､期待と現実と､の蔀離が大きいことを改めて確認する

結果となっている｡

この点は性や年齢にかかわりなく､共通した声である (第6-20表)｡また､業種や

職種でも大きな違いはない (第6-21表)｡ただし､男性の20-30代層を学歴別にみた

結果では､高卒や短大卒層で9割が肯定しているのに対し､大卒層で古事､8割とやや

少なく､立場の違いが多少反映した結果となっている｡

(2)年齢と賃金

[賃金は年齢や生活費に応じてあがっていくのがよい]という考え妄肯定する人は

80･1%で､これも大多数である｡賃金決定要素として生活保障の面がかなり重視され

ていることをこの結果は示している｡

第6-9図 賃金について

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

勤続と関係なく
事 ･能力で決定

学歴に関係なく
まるのがよい

･Jr lP E - 珊 卓

- 157 -

計
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第6-20表 賃金のあり方について
(そう思う)

じ年 事軌 .ま学
あ齢 .続 る塵 計
がや ■能と のに
つ生 力閑 が閑
て活 で係 よ係
い費 決な いな.
くに 定 く pく

申 年 ∴決

組合員計 80.155.484.6 4472

男性計 81.154.884.8 3346

独身男性計 77.260.284.7 693

------

親と同居 81.455.3 84.0 349

既婚男性計 82.253.584.9 2630

既婚..男 30歳未満 77.760.383.9 242

性年 35-39歳 81.9朝㌍章86.2 574

蘇別 40-44歳 83.746.787.3 569

45-49歳 耶妻誰42.883.0 348

50-54歳 B5.=t'濃38.878.0~209

55歳以上 83.349.084.3,102

卑性計 77..557.384.1 1116

独身女性計 77.3三昏転;芋84J.6 700

独立生計 72.7毛2,::三瀬86.7 150---●■■ー ■- ■■■■

親と同居 78.7載2.;蒲84.3 527一- I

既 30歳未満 p-. i:.-._.:由/457-▲~1働藷_-91

婚女

性年 40歳以上 . ∴∴∴76.746.077.8 176

※網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○イント以上多いこと､
下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合貞計との差が15ホ○イント以上多いこと､
下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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第6-21表 賃金のあり方について
くそう思う)

じ年 事勤 ま学
あ齢 .綴 る歴 計
がや 能と のに
つ生 力闘 が閑
て活 で係 よ.係p
い費 決な いな
くに 定く く
応 二■仕 .決

男性計 81.154.884.8 334.6

業鍾..別 製造業 ..金属 81.857.785.7 .539.-製造業 .その他 76.9;'6怒:3_84.0 887

-1商業 .金融 .サ- 82.7,65'雄 86.9 352-

83.648.085.4 487

82.746.784.6 856

その他 81.7.50.7｢81..ウ 219

氏 300人未満 ･78.451.877.4■199

間企業演-

30~0-999人 ∴ 77.758.885.4p323

1000-2999人 由.5轍;溝86.6 448

漢別 3000-9999人 78.357.283.7 722

10000人以上 81.459..587..5 665

我種別 環能職 .現業職 82.552.085.7 1117事務職 80.654.585.8 1149

営業 .販売 .サー 79.7鮮;書き等84.7 300

ビス職技術 ｢研究職 79.9番批!壬;80.6 546

その他の専門職 80.052.586.3 80

その他 82.849.086.9 145

聴場別 本社■ 78.75-8.983.2 975

支 社 .営業所 .也張 所工場 84.049.985._9 占6580.456.5■85■.1 1085

その二他 81.852.386.4 302

.30代以下男性計 78.9.=&=_ti=…88,5.7 2012

30 甲卒 ′書け;藩45.5翻…油 33
代以 - -■■■■-■■-高卒 79.657.5軌;藩 891

下学 短大 .高専卒 79.959.7湘';=油 .1■54-

磨別 大卒 .大学院修了 78.0億漣 79.1 931

※網かけ下実線は男性計との差が5ホ○イント以上多いこと､
下破線は5ホoイント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は男性計との差が15ホ○イント以上多いこと､
下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す



性別や年齢別にみても､肯定が多数であることは共通している｡その中で特徴的な

ことのひとつは､男性年齢別にみると50歳前後をピークに肯定がよ,り多 くなってお

り､生計費カーブと一致していることである｡また､既婚女性では男性より肯定がや

や少ない｡

また､業種や職種による違いもあまり大きなものではない｡

(3) 仕事や能力と賃金

[賃金は勤続年数と関係なく､仕事や能力で決まるのがよい]とする人は55.4%と

･半数をやや上回っているが､-否定する木も43･4%と少なくない.賃金から勤続要素を

排除し､完全職能給とするかどうかについては､意見が分れているというのが現状で

あることがわかる｡

年齢と賃金の設問とのクロスをみるとわかるように (第6-22表)､完全職能給を

志向している人でも7割が年齢や生活費要素を賃金に入れることを肯定しており､職

能要素と生活要素を対立的にみているのではないことを示している0

仕事や能力と賃金の関係については､性別での意見の違いは少ないが､年齢別には

やや差があり､独身男性や既婚男性30代までは､肯定が6割と多数であるのに対し､

40代以降では4割台となっており否定的である｡これは女性の場合でも同様であり､

立場の違いが表われている｡

第6-22表 賃金について･(賃金は年齢や生活費に
応じてあがっていくのがよい)

(賃金は勤続年数と関係なく､仕事や能力で決まるのがよい別)

そ そ N-
う う 計
思 ■思 A
-う■ わ
な
い

如 80.118.91.0_4472

そう患う ･.70.729.3-...2479
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業種別では､商業 ･金融 ･サービスがもっとも肯定的で公務､･公営や運輸 ･通信 ･

エネルギーではやや否定的である｡20-30代の学歴別では､大卒層が高卒層より肯定

的であることも示されている｡

また､職種別では､営業 ･販売 ･サービス職や技術 ･研究職で肯定が6割と多いこ

とが目立っている｡

5.10年後の職場や仕事について

ここでは､10年程度の間で､想定される職場や仕事の変化についての見解を組合員に

設問している｡

(1)女性労働について

女性労働の問題については､3項目質問している｡

まず､[男女とも子育てと仕事を両立している人が増える]かどうかについては､肯

定が65.5%と多く､就労を継続する既婚女性あるいはそれをともに支える男性が増加

することを多数の人が予想している (第6-10図)｡しかし､[女性の管理職はめずら

しくなくなっている]かどうかについては､肯定が44.2%と半数をやや下回り､[賃金

の男女間格差はほぼ解消されている]かどうかについては肯定が35.1%しかいない｡

このように､女性の進出が進んでも､処遇での男女格差は根強く残ると考えている人

が多いことがわかる｡

[仕事と子育ての両立]については､男女で大きな意見の違いはみられない (第6-

23表)｡ただし､現に働いている既婚女性組合員はより肯定的で71.1%と既婚男性組

合員を6ポイント上回っている｡また､年齢別にみると若い既婚者は50代と比べると

肯定比率がやや低いという傾向がみられる｡.これは､女性も同様であり､この層の子

育てに対する負担感の表われかもしれない｡

[女性の管理職の増加]については､男女の意見の違いがややみられ､女性の肯定

比率は男性より5ポイント低い｡これは､独身女性組合員での比率が4割以下とやや

低いからであり､当事者の女性の目には､女性のキャリア形成がなかなか難しいと

映っていることが示されている｡

男性を業種別にみても大きな違いがあり(第6-24表)､公務 ･公営では6割､商業
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･金融 ･サービス業では5割強が肯定しているのに対し､製造菓 ･金属では3割強､

製造業 ･その他では4割弱と少ない｡職種では､その他の専門職 (教員が多い)が6

割と多くなっている｡

[賃金の男女格差解消]についても､[女性の管理職の増加]とほぼ同様の傾向がみ

られる｡すなわち､独身女性がより否定的であり､業種では製造業が否定的で､公務

･公営が唯一､肯定が6割で多数となっている｡

第6-10図 10年後の職場や仕事について

そ
う
思
う

男女とも子育てと
仕事を両立

自己啓発に励む
が増えている

そ
う
思
わ
な
い

自ら進んで仕事に
励む人が減少

障害者を雇用する
職場が増加

女性の管理職はめ
ずらしくない

･高齢者の能力が
かされる職場増力

仕事きつくついて
いけない人が増力

賃金の男女間格
はほぼ解消
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(2) 自己啓発

[資格取得や専門学校に通うなど自己啓発に励む人が増えている]かどうかでは､

肯定が63.0%と多く､今後こうした動きが活発化するであろうことを予測させる結果

となっている｡

この点は､男女とも共通であり､年齢別にみても中高年層での比率がやや多い程度

でいずれの層でも肯定が半数を超えている｡また､業種や職種による違いもさほどみ

られず､いずれも肯定的である｡
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第6-23表 10年後の職場や仕事について (そう思う)

は貸 ず女 政男 が自 る尊 い仕 励白 か高 職障 く療 `
ほ金 ら性 事女 増己 不磨 け事 むら さ齢 場書 .な身 計
ばの しの をと.え啓 公や なき 人進 れ者 が者 う雇
-解男 く管 両-もて 発 平出 いつ がん るq)増を て用
滑女 な漉I.立子 いに-は身ノ人く 減で 一職能 ■加雇-い制
問 い職 育 る励 解校 がつ 少仕 場力 用 る度
-檎.~ーは .て ...む 一滴に.増い 草_増が す _は
差 め と 人 よ-加て に 加生､ る な

組合貞計 35.144.265.563｣019.842.ー6-57.2 ､43.4J45.0-32.9~ 4472

男性計 36.645.664.962.319.945.657.544.445.532.5 3346

独身男性計 38.746.3 65.2 60.9 20 .9 37.8.5 5 . 1 44.6 46.833.0 69 3

独立生計 37.047-.363.3_61.119.334.451.844.146｣-.337.0 311

親と同居 郷羅 45.665.96l0,.222.141.358一二243.846｣429.2 349一■- ■●

既婚男性計 136.045.464.7.62.819.7,解;蒲 58.044.345.432.5 2630- ■

既 .30.歳 未 満 .I .3;811-443LJ065.754.517.835.560.343.845.030.6p242

婚~男 30⊥ 34歳 - 34-.8L40.658.561.2.23.441.154.843.6事葦妾琴32.9 56-9

性* 35- 39& L齢別 40- 44歳 一■■■■■■lllll■l一lllllllll■■■■

38P.747.762.4.60:819.945.653.346.246.530.7 574

- ■

45- 49歳 35.147..7~70.163.819.5.:萱::3'-:謹 .6:8:;.::5壬44.342.535.3 348■■- ■■■■-llllll■■■ll■■■■

50~～ 54歳 p33.542.1-音程軒;略譜 ~16.3鮮;:婆.草孝雄40.23-4.432.1 209一■■■■■■-I- ■ - ■■■- ■■

+----35.344｣768.7苦塩蕃22.0-34.051.台38.7p42.7~32.7 150●■-

親と同居..既婚女性計既 30歳未満婚i /SOT-39&性年 40歳以.上 ･241.935-.36r3.0~61.ji319｣021｣354.542.342.132.8 527

I--I-35.943.9放 課 67.319.5#9隷 59.939.746.136.7 401

- ■-39.642..96ウ.063.719..833.0批准40.7p.駄渚 36.3 81I--■--■■-■l■ ■-

･35.138ー8.69.464.917.9I,58::油56.039.643.3■36.6 134

-

34.748.3.5::ii:享i::触::;':'宙20.5三強'::≡::*59.139.245.536.9. 176.

※網かけ下実線は組合貞計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホoイント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合貞計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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第6-24表 10年後の職場や仕事について (そう思う)
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■間企 一- ■■■ I----300⊥ 999人 28.539.063.562.522.345.5番た8:46.441.534.7 323
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模別職 Jl ■II-32.042.267.563.318.3皐!:,i;言草春寒…喜繁42.841.435.5 1117

種 .別職 ■- ■一- l■■

事務職 郷i:#50.064.860.822.742.153.344.8_47.029.OJtll.49一- ■■■

営業 .販売 .サ ー 33.34.5.058.065.322.343.053.744.749.037.0 300

ビス職.技術 .潮 究職

そ_.の他 .本社 37.949.ー064.866.221.′4手続軍...-60..0.44.1..40.7.26.2 145

場別3d

支社 .営業所 T出 I___鶴;:::5'巨:韓…::.667.862.二120.650.1__57.642.044.7.31_,5 965

=張所工場 -26.035.767.060.017.647.1番云譜…45.-146.335.2 1085
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37.5■′44.362.-5■59.621｣0~40.355.3~44.1J47.7~32.0 2012
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代以 J- ----I高卒 _ 40.2.46.466.6-5JJ6.21'18.5.45-.8~61.74-1..'144.0'33.0 891
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磨別 - - - ■■大卒 .大学院修 了 33.640.858.163.424~.235.347.8:46..9翻三溝､30.7∴ 931

※網かけ下実線畔男性計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イーント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は男性計との差が15ホ○イント以上多いこと､下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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(3) 仕事への意欲

[自ら進んで仕事に励む人は少なくなっている]かどうかについては､57.2%が肯

定的である｡この結果は､企業-の忠誠心の低下や生活価値観の多様化など示してい

るともいえる｡

これも､性別にはあまり違いがなく､年齢別にみても､中高年での肯定比率が若干

多いことくらいできわだった違いはなく､[自己啓発]の回答傾向と似ている｡業種で

は､製造業 ･金属､職種では技能職 ･現業職での比率がやや高いことが特徴である｡

(4) 仕事のきつさ

[仕事がきつくなってついていけなくなる人が増えている]かどうかについては､

肯定は42.6%と半数を割っているが､少ないとはいえず､見方は分れている｡

これは､性別よりも年齢による違いが目立ち､独身男性や20代の既婚男性で肯定が

3割台しかいないのに対し､40代以降では5割を超えている｡これは､女性も同様で

あり､中高年層の不安感を示す結果となっている｡業種による違いはあまりないもの

の､職種では技能職 ･現業職で5割台となっていることが目立っている｡

(5) 終身雇用

[定年まで同一企業で働き続ける終身雇用制度はなくなっている]とする人は

32.9%と少数であり､終身雇用制は存続すると考える人が多数である｡日本の労使関

係を特徴づけていた終身雇用制にほころびがでてきている今日､この3割という比率

が高いとみるかどうかは意見の分れるところであろう｡

この点は､性や年齢による違いはあまりみられない｡業種や職種による違いもそれ

ほど目立ったものではない｡

以上のように(2)～(5)の結果からみると､職場の状況が急激に変化するとはみていな

いようであるが､価値観の多様化､企業帰属意識の低下などの変化が徐々に進行する

のではないかといった組合員の見方が示されているといえよう｡

(6) 障害者雇用 ･高齢者雇用

[障害者を雇用する職場が増えている]かどうかでは､肯定は45･0%にとどまって

おり､障害者雇用の拡大が難しいとの見方を示している｡また､｢60歳以上の高齢者の
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知識や技能が生かされる職場が増えでいる]と考える人も43.4%で､高齢者雇用の拡

大もあまり進まないとみている人が多数である｡

高齢者雇用については､男性の方がやや肯定比率が高いといった違いはあるが､概

して､性や年齢による違いは大きいものではない｡

また､障害者雇用の増大については､製造業 ･その他で肯定が5割と多いこと､現

実の雇用率の低い大企業でもやや多いこと (3,000人以上規模や10,000人以上規模で

5割)などが指摘できる｡

(7) 学歴による不公平

[学歴や出身校による不公平はほぼ解消されている]かどうかについては､肯定が

19.8%しかない｡学歴格差をなくすべきだと考えている人が多数であるにもかかわら

ず､その改善見通しについては､きわめて悲観的であることがわかる｡

この点も性や年齢による違いは少なく､悲観的な見方は共通している｡業種別で

は､商業 ･金融 ･サービス業で肯定が3割とやや多いことが他の職場と異なっている

が､これも肯定が多数ではない｡

6.60歳になったときの就労状態

終身雇用制については､それが崩壊すると考えている人は多数でないことが一応確認

されたが､では､定年年齢であるケースが多いと思われる60歳を迎えた時､職業生活は

どうなっていると思うかをたずねたのがこの設問である｡

観合員計の結果をみると (第6-11図)､｢今の会社にいると思う｣人は20.6%であり､

｢今の会社のグループ企業や関連会社 ･機関などにいる｣と回答した人が11.8%､｢すで

に仕事をやめて退職後の生活に入っている｣人が26.4%､｢今の会社と関係のない仕事

をしている｣人が15.1%とかなり回答が分れている｡これは､この設問が､60歳定年の

直前の状況の回答を求めているのか､直後なのかが不明確であるという欠陥があったた

めと思われる｡ただ､引退すると考えている人が1/4もいる点は､年金支給開始年齢

繰り延べとの関係では留意する必要があろう｡

男性の場合は､女性に比べると ｢今の会社にいる｣(24.6%)｢グループ企業などにい

る｣(15.4%)などの比率が高いのに対し､女性では ｢退職後の生活に入っている｣
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(48.7%)か ｢わからない｣(31.5%)とする人が大半を占めている｡既婚女性でもイ今

の会社にいる｣人は1割で､定年まで勤める人は少ないことが示されている｡

業種別にみると､公務 ･公営では ｢今の会社 (役所)にいる｣が目立って多いこと､商

業 ･金融 ･サービス業では ｢今の会社と関係ない仕事をしている｣がやや多いことなど

が指摘できる (第6-12図)0

また､企業規模別では､大企業ほど ｢グループ企業にいる｣の比率が高く､10,000人

以上規模では､｢今の会社にいる｣を上回っているのに対し､1,000人未満の中堅 ･中小

企業では､｢今の会社と関係のない仕事をしている｣比率が相対的に高い｡

職種別では､技能職 ･現業職で ｢退職後の生活にはいっている｣が2割を超えやや多

くなっている｡
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昇6-11図 60歳になったときの状態
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第6-12図 60歳になったときの状態
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第7章 組合員の妻の就労

ここでは男性組合員の妻の就労状況についてみていくことにする｡

1.妻の就労状況

現在及び過去の就労状況についてたずねた結果をみると､｢正社員の経験はあるが今

は働いていない｣人が47.6%ともっとも多い (第7-1図)0｢パートの経験おけはある

が今は働いていない｣ (3.5%)､｢働いたことはない｣ (2.0%)などはわずかである｡

そして､｢現在､正社員｣が19.8%を占める｡｢正社員の経験はあるが今はパー ト｣が

23.0%あり､｢正社員の経験はなく今はパート｣は2.1%と少ないが､あわせて現在パー

トの人は25.1%である｡

したがって､働いていない人が半数､働いている人の半数強はパ,-ト､半数弱が正社

第7-1国 正社鼻として働いたことの有無

組合員の妻計

就
業

形
態

年
齢

階
層

別

専業主婦

パー ト

30歳未満

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50歳以上

og]0●06割3980

-ll.7g董謂0●0
･12.9一宇3.31949

-.38.6 2●83●1約04

圏[‡]B]

-169-

計

il=uluHV丘nV●●(
=り一mn血141nHJHHH

(317)
(427)
(363)
(254)
(147)



員であることがわかる｡また､正社員経験のない人は1割に満たずほとんどの人はなん

らかの経験を持っている｡

年齢別にみると働いている人がもっとも少ないのは30代前半で3ノ割にとどまる｡年齢

が高くなると増加し､40代後半では7割近 くになっている｡50代になるとまた､減少し

5割を下回っている.また､年齢による変化は主にパート比率の変化であり､正社員の

比率は2割でほぼ一定である｡

2.正社鼻をやめた理由

つぎに正社員経験があって今は､正社員でない人に､正社員をやめた理由を聞いてい

る｡

結果をみると (第7-2図)､｢結婚のため｣が48.7%と半数､｢出産 ･育児のため｣が

32.1%でこの2項目に回答が集中している｡｢勤務先の労働条件に問題があった｣4.9%

第7-2図 仕事をやめた理由

組合員の妻計

就
業

形
態

年
齢

階
層

専業主婦

パ-ト

30歳未満

●30-34歳

別 35-39歳

40-44歳

45-49歳

50歳以上

3i亨795 9 0
:'㍉告※37.0,i.i,:.,i.;.手工 ;.;.;.i.:.;嵩.

-170-

計

Ru醍7nU
nurnrnu¶nJJt

( 217)

( 341)

( 265 )

( 179 )

90)



とか ｢もともと長く勤めるつもりはなかった｣3.6%などの理由をあげる人は少ない｡

専業主婦の人に比べると現在パートの人のほうが ｢出産 ･育児｣を理由とする人がや

や多く､ ･結婚後も出産までは働いていた人が多いことを示している｡

さらに､仕事をやめ.たことを後像しているかどうかをたずねているが､これについて

は､87.-3%の人が ｢いいえ｣と答えてお.り(第7-3図)､一その仕事にはあまりこだわづ

ていなかったことを示している｡

第7-3図 仕事をやめた後悔の有無
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3.正社鼻での就労の意思

さらに､働いていないかパートの人に､正社員で再就職するつもりがあるかどうかを

設問した結果をみると､｢正社員で就職するつもりがある｣ と答えた人が26'.2%で4人

に1人を占めている (第7-4図)｡ただし､現在､パートをしている人に限ってみても

肯定が3割程度であり､パ ートの人で正社員を希望する人は多数ではない｡

また､年齢別では､40代後半以降では正社員を希望する人の比率が低下しているが､

それ以前の年齢層ではほぼ3割となっている｡

第7-4図 正社員で再就職する意思の有無
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では
､
正社員で働くにはどのような条件が必要だと考えているだろうか
｡
結果をみると(第7-1表)､
もっとも多いのは｢通勤時間が短く､
残業
､
出張のない

こと｣で51
.
0%の人があげている｡ついで
多いのは
､
｢自分の能力や資格が生かせる仕事

がみつかること｣34.
0%
､
｢仕事を持つことについて夫の理解があること｣34.
0%が並ん
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第7-1表 正社鼻で再就職する場合の条件 (2つ選択)

分夫 人家 夫働 国利 業通 せ能 そ N
担が が事 の く が用-:.勤 る力 の 計
し家.いを 理 こ あ し.出時p仕や 他 A
て事 るし 解 と_るや 張聞 手資
..く . て がに す .がが が格
れ青 く あっ い な短 あを

■組合貝の筆計::... 20-.9.18.7:.:.34一..o:..13-.2■..51,..03.4▲0 4.7.10.5~1281
J④ ⑤ ② q) ②

戟 専業主婦パ.- ト 21.420.028.915.~349.933.1■3.7.12.3 869
業 ㊨.⑤ '~丁③ ① ②

港 ④ ⑤ -q ① @

齢 . ｢雷 - '--㊨..｢訂 ① ②
階 25̀5_23.625.0.17.054.129.1 4.4 9.3 364
層 ③̀ . ⑤ ●‥㊨ ① ②

別 17.118.836.211.1~■51.6与轍詫 5.2 8.4 28-7
⑤ ④ ③ ① ~て野
22.113.6鶴…さ老 3.551.838.2 4.5 8.5 199
㊨ .~~-@-~雷 …‥ ① ③
1~2.5 8.0阜範審 1..846.435.7 8.015.2 112
-一.-65…~一一て訂~‥… ② .③ ④

.5､...5㌦6｣8.'3=3.漢 ...38.4■34.2.9.'6瀞 謙 .73

※網かけ下実線は組合貞の妻計との差が5ホ○イント以上多いこと､下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
･X･網かけ下太実線は組合貝の妻計との差が15ホ○イ外以上多いこと､下太破線は15ホoIント以上少ないことを示す
※丸数字は比率の順位

でいる｡このほか､｢夫が家事､一育児を分担してくれること｣20.9%､ ｢家事や子どもの

世話をしてくれる人がいるこ,と｣18.7%などもあげられている｡｢利用しやすい保育園

･学童保育施設があるとと｣は13.2%と全体では少ないが､30歳未満では3割の人があ

げている｡

このように､既婚女性が働くには､労働時間の条件が第1に重要であり､さらに､仕

事内容､家事､育児､夫の理解など乗り越えなければならない-一ドルが多岐にわたっ

ていることを示す結果となっている｡

年齢別には若いほど家事 ･育児があげられ､40代以降では家事 ･育児の障害が軽減す

るのでパート就労する人が増えるが､正社員として働くには ｢夫の理解｣のないことが

大きな障害になっていることが示されている｡
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4.パー トでの就労意思

現在働いていない人には､重ねて､パートで働く,つもりがあるかどうかをたずねてい

るが､その結果をみると (第7-5図)∵65.7%と半数をかなり上回る人がパートでの就

労意思を表明しており､専業主婦の多くが､外で働くことを望んでいることがわかる｡

年齢別にみると､多くの人がパニトで働いてい一る40代後半層で専業主婦である人のう

ち4割はパートで働く意思があると回答している｡

計

組合員の妻計

年
齢

階
層

別

30歳未満

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50歳以上

ド _ . 72二5-~ 1' i 両頂 矧
卜 ~ . ･74･2 . pi剛僑
ト . ~57･4 - ･】 剛 F12il
E._ 39･1 什 8 五 可

ト 30.6_ 63･3 日
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第8章.会社との関係

ここでは､従来､終身雇用制のもとで培われていた企業帰属意識に変化がみられるの

かどうかに着目して､｢職場レク-の参加｣､｢会社に対する気持ち｣､｢子どもを今の会社

に入れることについて｣､｢会社が利益をあげたとき､重視すべきこと｣など､会社に対

する考え方をいくつかの角度からたずねている｡

1.職場単位での旅行やレクリエーションが行われた場合の参加

職場単位での旅行やレクリエーションは､本来､仕事とは関係ないが､人間関係を重

視し､職場の円滑な運営をほかるために利用されてきた｡これらの行事に対して､どの

ような態度をとるかをたずねたのがこの設問である｡

組合員計で去ると (第8-1図)､｢積極的に参加する｣人が61.7%と多数である｡ま

た､｢仕方ないので参加する｣が30.6%であり､｢できるだけ断る｣人は6.7%と極めて少

数であるから､ほとんどの人は<参加するつもり>と考えている｡同時に､1/3は､こう

した行事に消極的であることもわかる｡

男性の場合は､年齢別にみると大きな違いではないが､若年層ほど消極的な人がやや

多くなり､50代では2割であるのに対し､20代では3割になっている｡

女性の場合は､男性とは大きく異なる｡積極層は47.5%と半数を下回り､｢できるだけ

断る｣人も1割を超えている｡この憤向は独身者や20-30代の既婚者でみられ､40代以

上の既婚者では積極層が7割弱と多い｡

業種別では､商業 ･金融 ･サービス業で積極層がやや多く､規模別では大企業はどや

や多い (第8-2図)｡また､職場別では､本社より工場の方が ｢積極的に参加する｣人

がやや多いなどの違いがみられる｡

2.社宅住まいついて

同じ会社の社員の車がまとまって住む社宅については､住宅費用が安いというメ1)ッ

トがある一方､職場外生活に会社での関係が持込まれるなど何かとわずらわしいという

デメリットがある｡これについてどう受け止めているかをここでは質問している｡
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第8-1図 職場単位での旅行やレクリェーションが行われた場合の参加について
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第8-2図1職場単位での旅行やレクリェ-ショ't/が行われた場合の参加ttついて

男性計 -

業 製造業 ･金属

嘩

別 製造業 ･その他

商業 ･金i独 ･サ
ビス

民
間

企
業

規
模

運輸 ･通1嘗 ･エネ
)レギー

公務 ･公営

その他

300人未満

300-999人

1000-2999人

別 3000-9999人

10000人以上

】耽 技能職 ･現業】搬
種

別 事務】搬

営業 ･販売 ･サ
ビス】搬

技術 ･研究職

その他の専門地その他

職 本社
場

別 支社 ･営業所 ･

30代
以
下

学
歴

別

A_.70.3. 92

享張所 -

工場

その他

30代以下男性計

中卒
p-Tlじ

高卒

短大 ･高 専 卒 ~-1

大卒 ･

I.::.

64.5_

65.2

.63.5

:ー:-;-:.:∫:.:.:.:.:,:.ン:.:::::.:.̀.'.一一一.●.I.̀∴●.i.̀.̀.●.'∴̀.一.'.リ.̀.●.●.ー等9招

-177-

計

n■11日u634

3

nHH■

ーhu9

3

5nHJJu

nu

7

●■8nHJu

nrHu
2

5

3

(

Ht■Hu

7

48nHHJH

∩.ーrHHJ

6

5

8

nl
U

tHrhu

9

1

2

nu1HU

日日hHu

LHHu一

0)

3

9

2

1

3

nH川ーIU

rHuHU

nLHu

8

44

n=HJU

n
u
22

7

■HtJLIU

HrHu

5

6･6nH■HHU

ーtHLhu

7

111

rHJHHl

=
u

9

4

11

rH~.‖■

I
.

00

3

rjH.｣‖■

.tl日日リ

6

4

5

′-

LtH1日リ

5

4

1

rHJJHU

∩1日リ

5

7

9

rjHJJHH

JHrhHJ

nJhu

5

5

6

8

9

0

1

HrHH
2

03

rj=H.JHU

(
2012)

(33)

(
891)

(154〉

(
931)



第8-3図 同じ会社の社鼻のみがまとまって住む社宅について
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結果をみると ｢何かとわずらわ-しいので住みたくない｣が59.7%で､｢家賃が安いのは

助かるので住みたい｣(38.4%)を上回っている (第8-･3図)0
性別にみると､｢住みたくない｣は男性57.9%に対し､女性64.9%となっており､女性

は社宅否定派がやや多い｡この傾向は､独身､既婚とも同礎である｡

独身男性を世帯類型別にみろと一､丁数立生計｣Jでは ｢住みキい｣は52.4%であるが､

｢親と同居｣だと39.5%とならているIL.他動 独身女性では､｢独立生計｣でも ｢親と同

居｣でも ｢住みたくない｣がともに6潮強とならており､社宅に対しては否定は共通し

ている｡

既婚者を年齢別にみると､｢住みたい｣は東女ともに若年層で相対的に多いものの､男

性30代前半以下でも ｢住みたい｣と ｢住みたくないJ._畔半空である｡｢住みたくない｣は

男性40代後半以上､女性40歳以上七､それぞれ7割前後に達tている.

居住地による違いは､さは一ど大きくない｡30代後半以下の既婚男性を居住地別に集計

すると､｢住みたい｣は東京圏で最も多く5割強であるが､中京圏やその他の市町村でも

4割強となっている (第8-4図)｡大都市圏での住宅事情の厳しさを反映 していると

いえよう｡

第8-4図 同じ会社の社員のみがまとまって住む社宅について

計

東衷圏

京阪神圏

中京盾
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なお､カップリング ･データをみると､夫婦の意見にはかなり強い関連性が表われて

いる (第8-1表)0

第8-1表 同じ会社の社員のみがまとまって住む社宅について

(表Qr:-夫由回答こ表頭 :妻の回答)

■蓋華 那 計
みの なし _
∵たは いい
い助 一の

計 33.263.9 2..9.546

零墨新 築慧 58.140.5 1.4 222

Cr=0.10066

(100.0)

(40.8)

(57.4)

3.会社に対する気持ち

つぎほ､｢会社に対してどのような気持ちをお持ちですか｣という設問である0

結果をみると ｢会社において自分の最善をつくしたい｣とする人が42.4%ともっとも

多いが半数を下回り､｢会社では人並みに働いていたい｣が33.9%､｢生活の糧を得る場

と割 り切 りたい｣が20.9%で回答は3分されている (第8-5図)｡なお ｢会社には関心

がない｣人は1.6%とほとんどいない.こ~ゎように､職場で全力投球している人も少なく

はないが､平均値をとれば ｢人並みに｣ というのが現状であり､意識も多様化している

ことがわかる｡

男性の場合､｢最善をつぐしたい｣とはりきっている人がもっとも多いのは､30代前半

で5割を超えているが､,それ以降の年齢層では ｢人並みに｣が徐々に多くなっている｡

女性の場合は､男性に比べこると ｢最善をつくしたい｣が少なく ｢人並みに｣の方が多く

なっている｡特に∴独身者でその憤向が強く､｢最善を｣は3割を下回っている｡ただ

し､年齢が高くなるにつれで､｢最善を｣の比率が増えており､この点は男性とやや異な

る｡
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第8-5図 会社に対する気持ち
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第8-6図 会社に対する気持ち
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男性を業種別にみると (第8-6図)､製造業 iその他や商業 ･金融 ･サービス業､公

務 ･公営では ｢最善を｣と答える人が5割とやや多いこと､企業規模別では大企業はど

多いことが示されている｡

また､職種別では､技能職 ･現業職とそれ以外の非現業職種とで大きな差があり､前

者では､｢最善を｣･が4割琴と少ないのに対し､後者では5割となっていること､同時

に､営業 ･販売 ･サービス職では ｢最善を｣が多い一方で ｢生活の糧を得る場と割り切

りたい｣とする人が3割弱と少なくないことがわかる｡

職場別でみると本社で ｢最善を｣が高いことも職種別の結果と相互に関連していると

思われる｡

また､20-30代の学歴別でも大きな違いがみられ高卒層では ｢最善を｣は4割にとど

まっているが､大卒層やほ6割に達している｡

4.子どもを今の会社に入れることについて

｢こどもを今の会社に入れたいと思いますか｣という設問によって働く場所としての

会社の評価をたずねている｡

結果をみると ｢あまり入れたくない｣人が54.･9%ともっとも多く､さらに ｢絶対入れ

たくない｣人も19-.9%いて､8割弱の人が<入れたくない>と考えていることがわかる

(第8-7図)0｢ぜひ入れたい｣人は2.2%とわずかであり､･｢できることなら入れたい｣

人も19.9%にとどまっている｡

これらの点は性別ではあまり変わりがなく､年齢別では､若年層ほど否定的傾向がよ

り強いという結果となっている｡

また､魁合員の妻の回答と既婚男性の回答を比べるとわかるように､はたでみている

妻よりも､そこで働いている未の方がやや厳しい評価をしている｡

なお､カップリングデータでみると､夫の回答と妻の回答とはおおよそ一致する傾向

がみられる (第8-2表)0

つぎに男性属性別ではかなりの違いがみられる｡

業種別では (第8.-,8∴図)､商業 ･金融 ･サービス業がもっとも否定的で ｢絶対入れた

くない｣が3割に達している｡一方､公務 ･公営は<入れたい>が4割で半数は超えな

いものの他業種に比べかなり高い比率となっていることが目立っている｡
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第8-7図 子どもを今の会社に入れることについて
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第8-8園 子どもを今の会社に入れることについて
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第8十2表 子どもを今の会社に入れることについそ
(表側:夫の回答､表頭 :妻の回答)

ぜ れで いあ 絶_ N

入 いる り 入 A
れ こ 入 れ -
た Lと-れ た
い な た く
ら,_Lく-.な∴.
･人 や -汁

如 L2J.6.1gr.859.3.14.5.-3I8 546(

(i)ぜひ入TLIたい ----35..3-35.323..5∵..十5.9 17(

(2)できーることなら入れたい(3)あま:り入れた.くない(4)絶対入れたくない 4.643.548｣1.0.92..8 108(

100.0)

3.1)

19.8)

53.5)

22.0)

CrE0.06902

企業規模別にもきわだった違いがあり､1,000人未満の中堅 ･中小企業では､｢絶対に

入れたくない｣が4割､<入れたくない>全体では9割に達し､極めて低い評価であり､

3,000人以上で ｢絶対に入れたくない｣が2割にとどまっているのとは対照的である｡

職種では営業 ･販売 ･サービスがもっとも低い評価となっている｡

5. 会社が利益をあげたとき､重視すべきこと

一般に会社が利益をあげたとき､設備投資にまわすのと消費者に還元するのとどちら

を重視すべきかをたずねている｡

結果をみると (第8-9図)｢会社の将来の発展のため設備投資にまわす｣と回答した

人が50.8%､｢商品価格を価格を引き下げ消費者 (社会)に還元する｣が46.9%で回答は

ほぼ2分されている｡これは､生産者の立場と消費者の立場とが組合員の中でもぶつか

りあっているということでもあろ う｡

この点は､性別の違いが多少みられ､男性では設備投資派がやや優位であるのに対

し､女性では消費者還元派がわずかに優位である｡また､男女とも若い層ほど設備投資

派がやや多くなる傾向がみられる｡

また､男性の業種別では大きな違いがあり(第8,-10図)､製造業では設備投資派が6

割を超えるのに対し､商業 ･金融 ･サービス業や運輸 ･通信 ･エネルギーでは5割台､-

公務 ･公営では4割を下回っている｡職種別では､技能職 ･現業職より､営業 ･販売 ･

サービスや技術 ･研究職の方が設備投資派が多い｡
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第8-9図 会社が利益をあげた､とき､重視すべきこと
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第8-10図 会社が利益をあげたとき､重視すべきこと
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第9章.定年退職後の生

定年退職後の生活については､定年退職後の夫婦の生活卜親との同居､介護をめぐる

問題について検討していくことにする｡

1.定年退職後の夫婦の生活

この点については､[家事の分担]､[夫婦共通の趣味を持つ]､[お互いにしぼられない

生活をする]､[お互い助け合って生活する]の4つをたずねている (第9-1図､第9

-1-4表)0

まず取合員計をみると､いずれの頭目についても､｢そうしたい｣と ｢どちらか.といえ

ばそうしたい｣を合わせたく肯定>が多い｡[お互い助け合って生活する](97.7%)や

[夫婦共通の趣味を持つ](93.1%)では9割を超え､[お互いにしぼられない生準をす-

る](83.5%)でも8割強､最も少ない [家事の分担](66.3%)でも7割弱である｡

またこれらの項目中､[夫婦共通の趣味を持つ]と [お互い助け合って尭活する]にづ

いては､<肯定>中､その程度の強い ｢そうしたい｣で大半が占められている｡同じこ

第9-1図 定年退職後の夫婦生活について

(組合貞計別)

そ
う
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
し
た
く
な
い

そ
う
し
た
く
な
い

家事はお互いに分担
る

夫婦共通の趣味を持つ

お互いにしぼられない
生活をする

お互いに助け合って
生活をする

闘i6

-189-

(4472)(4472)(4472)(4472)



第9-1表 定年退職後の夫婦生活に
ついて
(そうしたい)

･担家 持夫ーいお.生お

るは 共 清い をい
お 通 をし す助
互 の すは るけ
い 趣 るち あ
に 味 れ つ
分 を な て

組合貞計 66.393.1_83.597.7 4472

野性計 62.092.982.497.7 3346

独身男性計 69.493.982.797.3.693

独立生計 2.集享三瀬 95.280.497.4 311一- ■■

親と同居 64.893.185.̀197.1 349

既婚男性計 60.0192.782.497.9 2630

既 30歳未満 _ 62..497.176.997.1 242

始.+罪 30-34歳 62.9■95.477.998.9 569

性年 錦-39歳 ~ 60.195.381.0.98.3 574

齢別 4O-44歳 58.388.482.497.7 569
=ヽ

45-49歳 57.289.987.1~96.8 348

50T54歳 60.892.89韮…:獲98.6 209-

55歳以上 56.989.2専輩隷 97.1 102-

女性如 鴻ii藩93.986.797.7 1116■■■-
独身女性計 q:8滞 95.~685.498.1 .700

独立生計 軸細 94.0舶…諸96.7 150●-■ll■ - ■

親と同居 子持油96.284.398.7 527-

既婚女性計 群雄92.3空蝉蒲蔓97.5 401■■- ■ -■■■■■■■

婚女 ■■■-30-39歳 粥湖毒93.■3竃維甜99.3 134

性年 - -40歳以上 満蒲…88.6.射沈 95.5 176
蘇 ■- l. .､- ■■■■

組合月の妻計 71.091.786.896.5 1638

戟業形 専業主婦. 69I.5.-94.486.998.6 869正社員 湖鴻…94.1:88.396.9 324-

港別 パー-.ト 悪さ壬:;…蕃89.6湘!:iiigi97.6 412

※網かけ下実線は組合貞計との差
ヽ

と こヽ■lV多上臥ヽト■
〟那5せt一め

第 9 ⊥ 2表 定年退職後の夫婦生活に
ついて
(そうしたくない)
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互 の■すぼ るけ
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分 を な て

組合員計. ･~32.2 5.∴3∴1-寸4_:.一%.Jo:.7∴4472

男性計 . 36.6 5.616.0 0.8 3346

独身男性計 28.1 3.614.7 0.4 693

独立生計 ■ 23.5 2.317.0 0.3 311

親と向居 33.0 4.612..3 0.6 849

既婚男性計 鍋.油 6.2 16.3 0.9 2630-
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女性計 _19｣1~4.011.5 0.4 1116
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独立生計. 16.7 2.7 8.0 0.7 150●--I-

親と同居 20.9 2.714.6.0.2 527

既婚女性計 18.2 5.7 9.0 0.7 401

既 30歳未満 20.9 1.118.7 -. 91

婚女

■30-39歳 ll.9 6.0 8.2 -. 134

性年 ●----40歳以上 21.6 8.0 4.5 1.7 176
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下破線は5本○イント
網
下
栄

下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合貞計との差が15ホ○イント以上多いこと､
下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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第9-3表 定年退職後の夫婦の生活について
(年齢別)

家事はお互いに分担する 夫婦共通の趣味壷持つ お互いしぼられない生清をする お互い助けあって生活をす_る 計 .
そ そど そど そ Ⅳ そ そど そど そ pN そ そど そど そ N そ そど そと そ N

し しら しら L A し しら しら .L A し しら しら し_A _し しら しら ~_L A

い いと くと く い いと くと く い いと くと く い いと くと く
い ない な い ない. な い ない な い .ない な
え い.え い . -.え.いえ い え いえ い え いえ い
_ば ば ば. ば ば ば ぼ .ぽ

計 22.837.225.413.6 1.0 61.331.4 3.8 2.4 1.1 35.946.511.3 5.l l.2 80.217.8 0.7 0.2 1.2 2830

謂 性 30歳未満 24.837.621.115.3 1.2 79.817.4 0.4 1.2 1.2 36.040.915.7 6.2 1.2 86.410.7 1.2 .∴ 1.7 24230-39歳 22.638.925.912.1 0.5 68.926.4 2.6 1.5 0.5 29.7_49.814.3 5.5 0.8 83.215.4 0.3 0.3.0.8 1143

40歳以上 22.635.725.814.5 1.4 50.53,.2 5.5 3.3 1.5 41.444.9 7.8 4.5 1.5 76.221.3 0.9 0.2~1.-4 1228

級A鼻の秦 30歳未満 21.lib.422.710.7 ... 77.■320.5 1.6~0.6 -. 31.~247.914.5 5.7 0.6 92.7 6.6 0.3 ..!.0.3, 317
30-39歳 28.646.114.1 8.7 2.5 67.125.7 3.4 1.4 2.4 45.341.9 8.1 2.3 2.4 85.711.1 0.3 0.3 2.7 790

とは組合員の妻についてもいえる.この結果､共通の趣味と夫婦助け合いは当然視され

た規範になっていることがわかる｡･カップ1jソグデー今によると､共通の趣味について

は夫婦が同じ見方をしていることがわかる｡

[お互いにしぼら､れな′い生活をする]も<肯定>の多きという点ではこれらに似てい

る｡この生き方を<肯定>する考えは､既婚男性では34歳以下の7割台が30代後半から

40代では8割台､ゝ50代になると9割台にみられるように､年齢があがるにつれ増えてい

る｡

退職後の男性については､ "滞れ落葉''､●̀̀ 恐怖のワシモ族''などといわれている

訳であるが､本調査セみる限り､自立心は旺盛な印象を受ける.このよう▲な結果は既婚

女性でもみられる｡しかし既婚女性では､30代以上で<肯定>が既に9割近 くに達して

おり､,_男性より若い段階からこの生き方を支持しており､また強い肯定である ｢そうし

たい｣の多いのも違いとなっている｡カップリングデータによると､夫がこのような生

き方を<肯定>している層では､妻もほぼ同様な回答傾向が表われている｡しかし､夫

の約2割を占めている<否定>層わ妻では､<肯定>が7-8割となっている｡

[家事の分担]は､妻の負担を減らし､男が自立するための ｢必修科目｣である｡在職

時と違って､時間的余裕は十分にできる｡この点を男性既婚者でみると<肯定>ほ6割

で半数を優に超えているものの､積極的回答である ｢そうしたい｣は2割強にとどまっ

ている｡これに対し､妻わ回答は<肯定>が7割で､夫の回答を1割上回っている｡ま

たこの由 S.?いては､組合員の既婚女性の30代で<肯定>が9割に近 く特に高いこと､

また組合員の妻のなかでは正社員 (76.9%)が高く専業主婦 (69.5%)とでは約10ポイ
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ントの差がついている｡これら<肯定>の高い層は､現在､夫婦の家事分担の必要性の

高い層でもある｡必要性に対する認識の違いが定年退職後の家事の分担についての見方

にも影響しているのであろうか｡いずれにしろ､定年退職後の家事については､妻は夫

の参加を要請しており､夫もそれに､応える意向を持っている｡しかし､その応え方に

は消極的な面が窺える.カップ1)ングデータで関連性が少ないのは､このことの影響と

思われる｡

第9-4表 夫の定年退職後の夫婦の生活について

(カップリングデータ｡表側 :夫の回答､表頭 :妻の回答)

そ そど そど そ N
う うも うち う 計
L LらpLら し A
た たか たか た
い いと くと く
い.ない な
え いえ い
ば ば

計 24.546.917.28.23.1 546 (100.-0)

どちらかといえばそうしたいどちらかといえばそうしたくないそうしたくない 23.-.250.216.6.6.63.3 211 (38.6)

15.451.722｣17.4 3 .4 149 (27.3)

18.638.622.917.12.9 70 (12.8)

計 ･62.628.93.52.0 2.9 546 く100.0)

どちらかといえばそうしたい･どちらかといえばそうしたくないそうしたくない 46.743.2,4.ll.8 4.1 1691(.31.0)

26.946.219.27.7.-. 26 (,4.8)

16.758.316.78.3 -. °12 (-2.2)

･計 40.844.1 9.9 2.2 2.9 546 (100.0)

どちらかといえばそうしたいどちらかとい えばそうしたくないそうしたくない 36.851.38.20.7.3.0 269 (49.3)

25.447,820.93.0 3.0 67 (12.3)

計 85.311.00.7 .- 2.9 546′~(100..0)

活 互をいす 助るけあって そうしたい 88.0_9L.50.†_.i.1.8 441 (80.8)どちらかといえばそうしたいどちらかといえばそう.したくないそうしたくない 76.315.5 1.0_- 7.2 -97■(17.8)

66.733.3 .+....... .? (.0.5)
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2.親との同居

親との同居については､[自分の親]と [配偶者の親]に分けてたずねている｡これに

ついては､夫の親か妻の親かで回答が異なってくるとみられるため､ここでは､集計結

果を [夫の親]と [妻,の親]･に整理し直した結果をもとに検討していくことにする｡

まず､男性既婚者と姐合員の妻に対象を絞り､結果をみていくと次のような点が明ら

かになってくる (第9-2-3図､第9-5表)0

[夫の親]との同居に対する既婚男性の回答は､｢①親と同居する｣が39.3%で､｢②

同居でなく往来できる範囲喧住む｣の34.1%をほんのわずか上回っているものの､あい

括抗している.｢③同居も近隣に住むことも考えていない｣は12.4%で少ない｡観合員の

妻も､夫の親との同居については同居と近くに住むがそれぞれ31.0%､34.0%で括抗し

ていることは夫同様である｡しかし､妻の場合､同居も近隣に住むことも考えていない

が21.0%で､いくぶん多い｡この結果､比率の多少に目を向けると､同居は夫が8.3ポイ

ント高く､同居も近隣に住むこそも考えていないは妻が8.6ポイント多いことがわか

る｡カップ1)ソグデ-才においても同居は夫が6.6ポイント高い｡しかし､近くに住むも

夫が妻より3.7ポイント多く､妻の結果の特徴は同居も近くに住むことも拒否が10.5ポ

イント多いことのなかに表われている｡またこO_データには自分の親と同居を考えてい

る夫に対し､それと同じ考えのT妻は7割､残り3割は意見を異にしていることも示され

ている｡

それでは､[妻の親]との寓居に?いては､どのように考えられているのであろうか｡

既婚男性の結果は､@が最多の50.7%､次いで③の21.9%､①は14･0%である｡これに

対し妻の結果でも②が52.6%で多いことでは共通しており､次いで③の21.4%､①ほ

13.3%である.この結果∴[妻の親]については､既婚男性､妻の考え方は似通っでいる

ことがわかる｡カップ .)'ソグデータにおいても､夫婦おおむね似通った見方をしている

ことが示されているが､[夫の親]に堵べると一致度は下がっている｡

したがって､日本の勤労考は親車の関係を経線したいと考えており､[夫の親]につい

ては同居と近くに住むに評価が分れているのに対し､[妻の親]の場合は往来できる範

囲に住んでもらいたいL･t考え･宅し辛る.
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第9-2図 親と同居することについて 夫の親の場合
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第9-3図 親と同居することについて 妻の親の場合
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第9-5表 親と同居することについて

(カップリングデータ｡表側:夫の回答､表頭:妻の回答)

?冨碧 諾 奈警 = 計もLでにい

計 32.832.622.28.44.0 546.(loo.01

- ll.658.627.30.52.0 198 日6.3)6.326.667.2- - 64 日1.7)

一コ 2.0.2.02.081.612.2 49 (9.0)

軒 13.453.5_.22｣3-6.64.2 546 (100.0)

秦の級の襲 親と同居す畠 54.2 .30.114.5- 1.2 83.(■15.2)2.938.156.2- 2.9 105 日9.2)

Cr=0.23262

Cr=0.17726

これらに､ここでは次の点を付け加えておきたい｡それは第9-6表に示されている

ように､既に親､そのほとんどは男性側の親と思われるが､と同居 している世帯では､

同居の継続が夫で74.1%､妻で68.1%と高いことである｡とはいえ､既に同居 している

世帯においても非同軍形態を望んでいる人が 2割いることにも目を向けておくべきかも

しれない｡また同表より､核世帯の妻は夫の親との同局に否定的考えが26.8%で､これ

は夫の14.4%に比べ､12.4ポイシトの差がついている｡

3.介護をめぐる問題

介護についても､[自分の親]と [配偶者の親]に分けて聞き､合わせ [自分自身が介

護が必要になった際の希望]をたずねている (第9-4-5図､第9-6-7表).

ここにおいても､男性既婚者と取合員の妻に対象を絞 り､結果をみていくことにしよ

う｡まず [夫の親]についてであるが､既婚男性は ｢①在宅で家族だけで介護｣が

45.6%と高く､これに ｢②在宅で在宅介護サービスを利用して介護｣の21.9%を合わせ

ると､<在宅介護>は7割近 くになるこ｢④他の親族が介護｣(12.9%)や ｢③施設介護｣
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第9-4図 親が高齢等で介護を必要とする時の対応について 夫の親の場令
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第9,-5.図 親が高齢等で介護を必要とする時の対応について 妻の親の場合

在
宅
で
家
族

だけ

介
護

I
ビ
ス
を
利

用

老
人
ホ
ー
ム

な
ど

施
投
で
介
護

他
の

親族が
介
護

該
当

する親
は
い

tヽV
計

組合員計

男性計二

独身男一性計'

独立生計

親 と同居

既
婚

男
性

年
齢

刺

既
婚

女
性

年
齢

既婚男性計

30歳未満

30-34帝

35一一39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55歳以上

女性計

独身女性計 ･

独立生計

親 と同居

既婚女性計

30歳未満

30-39歳

40歳以上

組合貝の妻計

就 専業主婦
葉

形 正社 貞
港

別 パー ト

I2744R
U

llLhu
6433nHHHU
R
u
396nH一JHU

一日rhu
113円

U

I943nJHH
.tHlhu
03621日U

蛋-~月コモロ2.-6.27日臥g
I

2

24nHJHU

一日rLHu
96 5rHrHU LH■1日リ

4
7 5

rjuJHU
∩1日u

96 5

′-

25.3

.嵩章 字…911.9主; 喜JFB 17.6甘 苦董

-198-

nrトhu
●●

43

EH川HU
n
u

9

0

2

ー
l
r

2

0

1

nJHU

I

6

111

nHJHU

P
H一

00

7

rHJ-
1日HHu

0

5

1

lJHHU
川HHhu

7

2 5

nHLtU

IH.ートリ

1

0

4

ンnHIU

ーtHrHu

nlHu

4

6

37

日
二

日
リ

n
lー

i=

( 1638)

( 869)

( 324)

( 412)



第9-6表 親が高齢等で介護が必要とする時の対応について

(カップリングデータム世搬 rJ)

･p夫の鹿d)埠合 ･筆の親の場合 一五

計 ■46.Or20-.J17:1.16..-7p7.0_3.1 L 36I.3T.20.9-7.Ⅰ26.26.03｣5 546fio0.-0)

夫 ･核世帯- 4.0二922.1 .6.7.19.68.72.'0_.34.-722.6ノ6.926.36.7.2.7 403.-日3.心

I-? 37.427..16.6-17.97.9_ 3.1 35.725,19.020.lL6,43.7 546..はPQ.0)

第9-7表 親が高齢等で介護を必要とする時の対応について

(カップリングデータ,表側:夫の回答､表象:妻の回答)

N一･､計 ._らい
で .サ の な

･計 37.4汎lJ6二6-.17｣9:7._9-3.1 54.6(lob.0)

23.654.らlo.010.9 - 0.9 .110(20.-1)

25.635.92 3 .110.3 - 5_.I -39(.7.1)

･15.412.14.459.3~-6.62.2 91日6.7)

計 35.725.19.020.16./4 3.1 5461100.0)

27.L251.810.51._9..0.9pl.8:-1.14(.20.9)

-35.920.-5..28.2.12.82.6.∴ L39日 .1)

18.9J17.5L7.718.32.15.6 14i(2612)
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(8.5%)は少ない｡一方､取合員の妻の結果は既婚男性の結果とはいくぶん違いが表わ

れている｡<在宅介護>は5.3ポイントの減であまり変わらないもの､在宅 ･家族介護

は9.8ポイントの減である｡夫の場合､自分の親の介護は<在宅介護>､それも在宅 ･家

族介護を当然と考えている人が多いのに対し､その役割が重く伸しかかる妻の場合は介

護にともなう不安や負担感が､広く介護サービスの利用-目を向けさせているというこ

とであろうか｡

これをカップリングデータで世帯構成別にみると､夫､妻とも<在宅介護>への希望

が強いことは共通している｡しかし､その中身では違いがみられ､在宅 ･家族介護は､

現在既に親と同居している世帯の夫では6割にも達し､妻でも1割減とはいえ半数であ

る｡核世帯の夫の4割､妻の3割強との差は明瞭である｡すでに親と同居している世帯

は､要介護のさいはその仕事を引き受けることを `̀選択''しているということであろ

う.またこのカップリングデータをもとに､夫と妻の相互の考え方を集計してみると､

夫が在宅 ･家族介護を考えているところの妻で､同意見は6割､残りは在宅 ･在宅介護

サービス利用の1/4､その他が1割強となっている.

次に [妻の親]のケースをみていこう｡既婚男性計の回答は､｢①在宅で家族だけで介

護｣(32.1%)と ｢④他の親族が介護｣(27.5%)がともに約3割､これらに ｢②在宅で在

宅介護サービスを利用して介護｣(19.7%)の2割となっている｡これに対し組合員の妻

にとってほ自分の親にあたることになるが､結果は①が34.4%､次いで②の26.8%､④

の20.5%の順である｡したがって､妻は自分の親を在宅で介護したいと考えている人

が､夫よりも9.4ポイント多いことがわかる.これは､妻で在宅 ･介護サービス利用が

7.1ポイント多いことによっている｡このことはカップリングデータの世帯構成別の結

果によっても確認できる｡同居世帯の妻は､自分の親を (在宅介護)するつもりが

64.6%と多く､これは夫を7.7ポイント上回っている｡そしてこめ世帯では ｢他の親族が

介護｣が､夫は妻に比べ6.0ポイント多い.カップ1)ングデータによると､夫が ｢他の親

族が介護｣ と回答した層の妻の10人中約4人が在宅介護をしたいと考えている｡関係な

いという夫の思いと介護を引き受けざるを得ないと考えている妻とのズレである｡

それでは [自分自身が介護が必要になった際の希望]ではどのような結果が表れてい

るのであろうか｡既婚男性計の回答は ｢主として配偶者の世話になる｣(57.0%)に集中

し､第2位の ｢公共の老人ホームなとの施設に入所｣(12.6%)を大きく引き離してい

る｡｢在宅で介護サービスを利用する｣(7.9%)や ｢主として子どもの世話になる｣
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第9-6図 自分自身が介護を必要とするときの希望
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第9-8表 自分自身が介護を必要とするときの希望

(カップリングデータ｡表㈱:夫の回答､表頭:妻の回答)

慕.嘗 芸.:-~計い.

計 1';p､■.一一. I..::32._卜IL.21岳.913.i-6.-2■-0.5.20∴9 1.6Jp546-(100.0)A.-

40.7.10.._712.0∴̀9.84.4..0.320._,51. 6 L 317 日8..1)

a-5.04pO∴015.-0 - - - 5.OL5.0 20(1l-l3.チ).

21.43. 610.710.728..6-I__25.0 - 28( 5.1)

Cr=0.03626,

(3.5%)は少なし.､｡ .,

これに対し､魁合員の妻や ｢王とtて配偶者の世話になる｣(30.8%)をあげた人は既

婚男性の半分､｢わからない｣(22.1%)､｢公共の老人ホームな どの施設に入所｣

(14.7%)､ ｢在宅で介護サーセスを利用する｣(13.7%)に回答は分散している｡しか

し､｢主として子どもの世話になる｣ (8.9%)の少ないことでは共通している｡

以上のことは､カップ1)ングデTタで確認される｡夫が妻の世話になると回答してい

る層のうち､妻も夫の世話に･なるづもり-の人は4割にとどまり､残 り6割は ｢わからな

い｣に半分､子どもと在軍 ･介護サービス利用の1割に回答が分れている (第9-6図､

第9-8表)｡
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第10章.組 合

本章では､組合活動の環状評価と今後､一組合の取 り組み領域として拡充を求められて

いる課題について､たずねている｡前者の現状評価に関する設問には ｢労働条件の向上

に役立っている｣､｢経営やチェックや企業倫理確立に取 り観んでいる｣､｢合理化 ･首切

りのときに守ってくれる｣､｢不利な転勤 ･出向のとき頼 りになる｣など四問が､また後

者の今後の取 り顧みの拡充に関する設問と.､しては､丁共済レクな妻亘-ビス活動に重点

を｣､｢定年退職者と継続的閑坪野維持｣､｢中間管理職の組織化｣や ど同じく三間が､そ

れぞれ該当する (辛lo-1図､第10-1表)｡取合貞計め結果で､<肯定>の回答を順に

並べると､次の'Lようになる｡

｢労働条件の向上に役立って いる｣

{r

･∴.㌔-

<肯定>
r
Lrp"-
-･81 .8%

｢経営のチェ､サクや企業倫理確立に取 り離んでいる｣･･･-50二5%′̀

｢不利な転勤 ･̀出向のとき頼 りになる｣

そ
う
思
う

労働条件の向上に
役立っている

経営のチェックに
取り組んでいる

不利な転勤 ･出

･･･-44∴0%

第10- .1図 組合活動について (組合員計)_
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(注)(肯定)と選択肢の足し合わせの結果が一致しないあは四捨五入の関係である.
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第10-1表 組合活動について (そう思う)

役労 取経 _の不 と合 ビ共 ら定 化中
立 働 り常 と利 き 理 ス済 か年 に間 計 .
つ条 組の きな 守化 括レ の退 取管
て件 んチ 頗転 つ . 動ク つ耽 り理
いの でエ り勤 て首 にな な者 組職
る向 い ヅ̀ に .-く切 重ど が と むの

に に-る向 るの を lをん き織

男性計 83.753.446.855..633..860i552.2 3346

独身勇性計 76.048.241.752.138.256.649.9 693

独立生計 76.545.338.3■4'7.638.354.751.4 311

親と同居 75.451.043.855.638.159.348.7 349

既婚男性計 85.754.748.1番轟藷 32.5轍…i:iA:.:出!:;瀬 2630

既 30歳未満 76.044.632.241.337.650.0'43.0 242

婚男 30-34歳 .85.255.2 44.553.3-33.455.5野 寺 -569

性年 35-39歳 華蝉詩53.848.4鱒溝 29.857.7雄ii草 574

蘇別 - ■■■■ 一■■■■■-lllllllll■ 一■- ■■40-44歳 85.9常幸等春草…:=iE;.:=S草.諸 30.8嘩宇孝:S等…津 569■■■■■■■■■■■-- ■■■■- l 一■■- l■●一一l■■■■■■■■-l■■■

45-49歳 85.3番鞍章草生8.蝉薄 34.5.=SS'…謹 52■.6 348■■■■- llll■■- ■■■■■■■■■■■■■■-■ ■-llllll■lll■lll■

50-声4歳 3'宇::;.:韮巨SlS‡革5:1:ii:馨:5抗議.:29.2籾ii:漕'49.3 209一■■■■■■■lーlllllllllll■■- ■■-■■■l■■-■■■■■■■■■■■■ -■■■■■■■■■■■

55歳以上 耶…;譜53.9悪釜‡排;郎定義靭享三悪?描;詩 43.l l_02■■一■■■■- I- -■■■■-■一- ll■■■-■■■■■■■■

女性計 76.242.3_35.839.433.041.334.9 1116

独立生計 - 71.3■37.332.732.730.037.331.3 150

既 親と同居琴婚女性計30歳末滴 76.343.330.236.1謹緒謙 38.933.4 527

78.6.42.444.145.g25.946.138.2.401

一■■■■■--78▲036.346.238.531.945.138.5 91

婚女 30-39歳 _一■■■---79.lil.841.048.524.641.838.i ,134.

性年 40歳以上

※網かけ下実線は組合員計との差が5ホ○イント以上多いこと､

下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合員計との差が15ホ○イント以上多いこと､
下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す
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｢合理化 ･首切りのときに守ってくれる｣

｢共済レクなどサービス活動に重点を｣

｢定年退職者と継続的関係の維持｣

｢中間管理職の組織化｣

---51.5%､

-･-33.7%

･･･-55.8%

･･･-47.9%

組合活動の現状について､ほとんどの観合点は労働条件での取合の役割については高

い評価を下している｡しかし､合理化 ･首切り-の対応､経営のチェックや企業倫理確

立では<肯定>が半数になり､不利な職場の移動になると4割台で半数を割っている｡

このうち観合員の雇用の確保は､取合員にとっては魁合が最後の拠り所となる｡この点

から照すと､今回の結果は魁合員から十分な信頼を受けていないことを示唆しているこ

とになる｡

これに対し､今後の取り阻み額域の拡充については､定年退職者と継続的関係の維持

は<肯定>が過半数を超えているものの､中間管理職の観織化は ｢わからない｣の多い

ことに留意しなければならないが (肯定)がおおむね半数､しかし､サービス活動につ

いては3割台でしかない｡ただし､このうち中間管理職の姐織化は30代から40代では半

数を超えている｡また業種別では､商業 ･金融 ･サービス業では<肯定>が65.1%で､

この回答が最小の製造業 ･金属の43.8%とでは21.3ポイントの大幅な差がついている

(図表省略)｡

この姐合をめぐる問題で見落せない結果が､学歴別と取合役員の経験別でみられる｡

問題点を明白にする意味で<否定>の回答で図示したのが第10-2-3図である｡特に

ここで注目しておきたい点は､高学歴層ほど､また組合役員経験なし層ほど､雇用の確

保や職の安定､姐合の対経営活動-の評価が芳しくないということである｡魁合点中に

占める高学歴層が増大基調にあることを考えると見落せない結果である｡また観合役員

経験なし層の結果のなかには艶合の活動が取合員に十分に浸透していない面と同時に､

役員に対する信頼感の希薄化現象が影響しているのではなかろうか｡いずれにしろ､よ

り立ち入った検討が求められている課題である｡
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第10⊥3図一組合活動について くそう思わない)
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第11章.日本の国際化について

日本社会の国際化が進むなかで､勤労者への影響が日常の生活､仕事の場面で､身近

な話題や課題となりつつある｡これらのことを念頭に入れ､､本調査では8つの項目につ

いて､率直な考え方をたずねている｡

組合員計の結果を問題領域別たく肯定>の多い順に整理すると次のよ､うになる｡

☆<日常生活に関する項目>

[子どもは国際人になっても.らいたい]･--88.3%

[外国人と近所づきあいをし五い] ･･････60.2%

[外国人の子どもを家庭に受入れたい]-･･･32.9%

☆<仕事に関する項目>

[上司が外国人でもかまわない]

[外国で働いてみたい]

☆<在日外国人に関する項目>

--58.3%

--･30.9%

[外国人の単純労働-の就労を認める]･--66.6%

[在日外国人に地方での選挙権付与] --53.7%

☆<日本と外国との関係k関する項目>

[輸出立国にこだわらない方がよい] --74.7%

① まず､子どもが国際人となること-の高い関心が目を引く｡これに比べれば比率

は下がるものの､[外国人と近所づきあいをしたい]-の希望も多く､また [外国人の子

どもを家庭に受入れたい]についても (肯定)が3割にもなっている点が注目される｡

② 日本が国是としてきた輸出立国日本にこだわらないことについては､大半の人が

<肯定>しており､業種や規模に関係なく高いことで共通している｡つまり､輸出産業

を含めて､総論としてほ賛成しているということになる｡

③ <仕事に関する項目>中､[外国で働いてみたい]ほ独身､大卒､技術 ･専門職で

多く､4割前後となっている｡もう一つの [上司が外国人でもかまわない]は､男性

(56.4%)よりも女性 (64.1%)で支持が高く､男性のなかでは10,000人以上の大企業､

技術 ･専門職､短大､大卒で6割を超え､多いのが特徴である｡

④ 在日外国人について二つのことをたずねている｡このうち ｢単純労働-の就労を

認める｣については<肯定>が少ないところでも6割となっている｡しかし ｢在日外国
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人に地方での選挙権の付与｣については､現在のところ辛うじて半数の支持にとどまっ

ている｡そしてこの点については､男性の50代ではその前半が37.8%､後半が24.5%で､

その少なさが目立っている｡

⑤ 全体として､この国際化に関しては ｢子どもは国際人になってもらいたい｣､｢単

純労働-の就労を認める｣､'｢輸出立国にこだわらない方がよい｣を除くと､他の項目に

ついては女性の独身層､男性の年齢別では30代前半までの若い層で支持が高く､40代後

半以降になると減少する点が､特徴といえそうである (第11-1図､第1ト 1-3表)0

⑥ カップリングデータによると､ここで取 り上げた項目中夫婦の⊥致度の最も高い

のは [在日外国人に地方での選挙権の付与]である｡｢子どもは国際人になってもらいた

い｣と [外国人と近所づきあいをしたい]についでも､いくぶん⊥致度は下がるが､同

じような見方をしているようである｡

第1ト 1図 日本の国際化に関する事柄について

(組合貞計別)

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

計
<
肯
定
>

外国で働いてみた
い

里親やホームス
イを受入れたい l.l･

･ ･･甘B.i5･i :U3子どもは国際人に
なってもらいたい

外国人と近所づき
あいをしたい

外国人の単純労
への就労を認める

上司が外国人でも
かまわない

在日外国人に地
での選挙権を付

輸出立国にこだ
らない方がよい

iS･4 孟

21･5 皇

■ 『 E l■} ■ 月 巾 F i}i:i喜.i'喜喜重 言喜喜i:}ii+価 日

(注)く肯定)と選択肢の足し合わせの括果が一致しないのは四捨五入の関係である｡
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第11-1表 日本の国際化に関する事柄について (そう思う)

い.外 イ里 -な子 ..あ外 へ外 か上 _で 在 ら輪
国 を親 つーど い国.の国 ま司 の 日 な出 計
で..費や ても を人 就人 わが .遠外 い立
働 入ホ もは しと 労の な外 挙国 方国
い れ Iら国 た近 -._を単 い国-偉 人 がに
て~たム い際 い所 認純 人 をに よこ
み いス た人 づ め労 で 付地 いだ

牢 テ.いLに .き る働 も 与方 .わ

界畔計 30.630.587.958..2●65.756.451.974.2 3346

独身男性計 潮享i謙 32.586.760.065.458.956.674.5 693- I

独阜 生計 革帯嘉耳33.888._764..664.662.1孝男…誰 76.8 311- 一

親 と同居 33.232.185.i,56.465.956.453.072.2 349

既婚男性計 28.430.OL88.4157.86.5.956.050.774.2 2630

既 30歳未満 孝鞍沖 32.286.460.7才‡寺隼62.0草鞋i:耳74.4 242

婚男 ■-30-34歳 即妾啓33.990.3.…坪::tq:70.3三時諦 葦印慈‡壬76.6 569

性年齢別 I-

35-39歳 27.728.993.260.567.858.051.776.5 574

40-44歳 24.128.688.954.3J63.4:.54.349.470.8 569

45-49歳 23.929._385.950.960.348.046.674.1 348

50-54歳 16.725.879.946.460.3p43.537.870.3 209

55歳以上 18.625.5.79.447.162.740｣224.57.6.5 102●--一■■■一■--t■一■

女性計 31.6;.雑詫 89.3三輪詫 69.4奄集三強 軸…羅 76.3一~1116- ■ - - ■■■

独 身女性計 講は;:捕:~亨等駁;蕃88.9才批868.0…8B憲8翻::;:藩77.0 700

独立生計 :&ai油享-#*l:譜 84._7三締…譜 68.0溝2'…三瀬 軸享';:.ai72.0 150- ■- - ■■- ■- ■■■

親 と同居 普.能瀬 ;縦譜 .90~.1∴頼浦 .68｣3.守持謙 軸…:i::Bi77.6 527■- l■■■■- ■■ 一■■- ■■ - ■-

既婚女性計既 30歳未満 18.734.990.860.3才立岩:'革'61.156.475.6. 401一-26.4童油滴 90.161.5.g:藻!.;#溝藩憲寺藩学湖.f主事持;;番 91

棉女 30-39歳40歳以上 - ■ - ■■一-llllllllllllllllllllll■l■llllll■■- - ■■

22.436.6舶完音64.9才6鴻享61.255.276.9.. 134

性年 - -11二g31.389.256.366.556.351.7.70.5 176

蘇 組合 貝の妻計 I----12.623.083.349.265.4 .-47.472.8 1638

111.924;386.751.968.9 ... 51.3.73.1 869就 専業主婦

葉形 正社 員 +ILIDIL-----t17.625.682.451.565.-1 .∴45.173.8 324

港別 パー ト ･10.218.779.643.26.1.2 ...42.273.3 412･10.218.779.643.26.1.2 ...42.273.3 412

※網かけ下実線は組合 員計 との差が5ホ○イント以上多いこと､
･下破線は5ホ○イント以上少ないことを示す
※網かけ下太実線は組合貞計 との差が15ホ○イント以上多いこと､
下太破線は15ホ○イント以上少ないことを示す.
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第11lT2表･日二本の国際化に関する事柄について
(そう思う)

(男性)

い管 路 …書 芸聾 .譲 富貴 遠 景竪 計 回答義計
雷 套!-詣 嘩 毎 奈聾 軍 書軍票 い草 奈金 言 雪碧 い芸

男1生計 30.630.587.9印.:265.756._4.81.9,74.2_3346 4.55.3

..商一業 ...金融 一サ｢-ビス,ヲ野 ニ苧fE.亘公務 .公営 2_9.830.4_9.0.1朋.7_87._6-58..052.075..3.i52 482.i

30.029.288.088.J1.62.884.,4-18.875L.Lg 487 442.7

27.329.186.6p56.早-p65.g.17,5号..義...,56.字73.:61~ 856 451.1

その他 ･.3I.l30.680.8与8.462.663二〇イ2.5L69..4 219 128.3

300-999人 3q.031.,086.7.那.364.755.7∴51.1:72.8∴ 甲3 449.6

logo-29的人 31.32?｣087.7..88.9.68.I;与6.._318.4_77.卜 p.148 457.4

3000-9999人 34.833.489.960..9.66.155.6.∴$2-▲9~73.4ー 722 466.9

10-pOOO人吹上 r 3-0.830.日 1.-.4.69.‥ 7.1_8-2..4.=_63.176.8.-:6p66 471.6

要 一職場別舟蛋私産 _級風30代以重翠 技解 散 ..:細 豆~5.7.21.2-83.152.281.6~50▲p8.4.4..678.p8 1117 420.7

車載職 3‥0.638∴689.9.朋.466..988.364.073.4_114p9 463.0

_宮菜 ..t版帝 .サー品 評 毒 蛾 3-4.33.3.0叩.069.773.759.3-L56.7:18.0∴ 3叩∵. 488.7J3-8.834.692.187.470.764..880.._413.4∴∵S如∴ 602.0

その他の等F嘘 43.897.888.865.0紘 368.8即.日 2.6 -:..垂81 490.0

その他 26.229.783.463.8紙 .I.:叩.甘_..44.868.3L-_J l_481.406.9

壁 -●竺 丁_:I? 27.726.086.865.285.053.452.074.7.965 440.8

常棚 .連帯 -.29.830.3.8'■乱Bも7.264.766.461.8†314:23..03 p4-80.9
24.I_26..081.960.968.645.760.078.8 ll6 411.2

20.7pl9.678.068.667.15-8.148.376.8 82 423.2

27.628.183.7_86.067.85与.649.079.一 398 448.0

14.738.288.2二$2.965.947.147.181.8 34 40与.9

過.去に紺 あ り 28.730.987.256.367.8.57.380.073.6 602 449.8

現 在 .役月 3l.631.790.380.464.155.661.8.74.6 1489J 460.0

中卒 21.218.276.日 8.日 3.6.糾.642.478.8 3.i 40■0.0

_高卒 28.428.388.966.066.355.952.776.6 891 450.I

矩大.高専卒 33.138.788.364.369.683.0的.877.3 -154 487.0
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第1ト 3表 日本の国際化に関する事柄について

くカップリングデータ｡表㈱:夫の回答､表頭:妻の回答)

~~そ .そど そど そ ~~N

-;:晶 急 告 晶吾-~丁 息 A 計

い いい い.ええば.ぼ
計 46:9_37.46.87.7ー1.3,5-46 (1叶..=P)

9.1_45.5ー22.718.24.5 2軍■.(1.4-..-0)

20.I.02,0.0-5.050.05.0 20 (..3._7)

･計 13..‥035.031.0.19.81.3-5.46JL.(100.二.0)

咽頭 ' そう思 う- 30.I.5-31.-6-23.213.7~1..1 95J~ti■7_.4)

6.821.839.124.81.5 133 (._24.4i

どち らかとい え 坪そう思 う■~書芸紛 えば 二.. 1~0.223.733.132.20.8 恒 121_.-6)

_3.41.5.839.040.71.1 177 (.32..■4-)

なお ｢外国で働いてみたいj Cr=0.02509
､｢外国人の単純労働-の就労を認める｣ Cr-0.02538
1｢在日外国人に地方選挙-の選挙権を付与すべきだ｣ACr=0.05130
｢日本は輸出立国にこだわらない方がよい｣ Cr=0.02838
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Cr=0.03939

Cr=0.03552

←Cr=0.02686



〔参 考 資 料〕

アンケー ト調査票

今回配布した調査票には､｢取合員 (男女)調査｣､

｢奥様調査票｣､｢組合員と奥様のカップル調査票｣の

3種類があるが､前 2者の内容はカップル調査票に含ま

れるため､ここではカップル調査票のみを収録した｡



21世紀ライフビジョン調査

1993年6月

【調査協力のお願い】
今､日本では生汚大国の実現が叫ばれていますが､老後生酒をはじめとして働く者の暮
らしには不安が多いのが実情です｡連合総研の ｢生括ビジョン研究委員会｣では､21世紀
の勤労着生痛のあるべき姿を具体的に描き､その実現のために必要な政策を提言するため､

研究を進めています｡今回､その研究の基礎資料とするため､皆様の生酒の現状やご意見
をお聞きしたいと考え､連合のご協力を得て ｢21世紀ライフビジョン調査｣を実施するこ
とといたしました｡なお､調査結果は数値化して集計しますので個人の意見が外部に漏れ

ることはありません｡皆さまの率直なご意見をありのままご記入願います｡

【記入上の注意】

1 回答にあたっては､選ぶ数をまちがえないようにして下さい｡特にことわり書きのな
い場合は､1つだけ選んで下さい｡
2 回答は､すべて設問の右にあるマス内に数字で記入して下さい｡マスは回答1つにつ
き1つづつ用意されています｡

この調査票の白い部分は組合員と自身がご記入下さい.

(財)連合総合生活開発研究所
東京都中央区新川ト23-4
Ⅰ･StJが-サイドビル2F
(担当:青木､高木､桑島)
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<基本項目>
Fl 性別

1 男 性 2 女 性

F2 年齢

F3 勤続年数 (溝)
1 3年未満
2 3-4年
3 5-9年
4 10-14年

5 15-19年
6 20-24年
7 25-29年
8 30年以上

F4 最終学歴
1 中卒(旧小､旧高中卒を含む)
2 高卒(旧中卒を含む)
3 短大 ･高専卒(専門学校卒を含む)
4 大卒 ･大学院修了

(2.3)

F5 あなたの勤めている会社の主たる業種
(公務員は12､公営企業 ･特殊法人職員等は13を選んで下さい)
1 鉱業
2 建設業
3 製造業 ･金属
4 〝 ･化学

5 〟 ･繊維 ･食品

6 〟 ･その他

7 卸売 ･小売業 ･飲食店

8 電気 ･ガス ･熱供給業
9 運輸 ･通信業
10金融 ･保険業
11サービス業
12公務
13国営 ･公営企業 ･特殊法人
14 その他

F6 (民間企業で働く方にうかがいます)あなたの会社の全従業員数
1 100人未満 5 3,000-4,999人
2 100- 299人 6 5,000-9,999人
3 300- 999人 7 10,000人以上
4 1,000-2,999人

F7 あなたの職種
1 技能職 ･現業職 (含む運転手､機械 ･器具の整備)
2 事務職 (含む営業事務)
3 営業 ･販売 ･サービス職
4 技術 ･研究職
5 その他の専門職(教諭､保健婦､保母など)
6 その他

F8 現在の職場
1 本社(本庁) 3 工場(施設)
2 支社､営業所､出張所(出先) 4 その他
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F 9 現 在の勤務 形態

1 常 昼勤務 ･通常
_2 〝 ･フレ,ツクス制勤務
3 〝 ･変形労働時間制

FIO週休形態
1 週休2日制 (月4回以上)
2 週休2日制 (月4回未満)

4 交替制勤務 ･深夜なし
5･ -〝 ･深夜あり
6 その他

3 週休1日制､週休暮1日単利
4 その他

Fll 組合役員経験の有無
1 経験なし
2 過去に経験あり
3 現在､役員

F12 (同一生計世帯を営んでいる)世帯構成
1 独身 ･独立生計
2 〟･親と同居
3 〟･その他
4 既婚 (同棲を含む)
5 〝
6 〟
7 〟

･夫婦のみ
･夫婦と子ども
･夫婦と子どもと親
･その他

8 離死別･あなたと子ども
9 〝･その他

F13世帯の主な収入源を3つまであげて下さい
1 本人の賃金収入のみ
2 本人の副業やアルバイト収入
3 配偶者のフルタイム収入
4 配偶者のパートタイム収入
5 配偶者の内職収入
6 配偶者以外の家族の収入
7 家業 ･財産収入
8 その他

F14住居の種類
1 持家∵戸建て･ローン返済なし
2 〝 ･ローン返済中
3 持家マンションなど･ローン返済なし
4 〝 ･ローン返済中

5 社宅 ･寮 ･宮今･職員住宅
6 賃貸住宅
7 親 ･近親者の持家
8 ーその他

F15居住地
1 束京圏 (東京､横浜､川崎とそめ通勤圏)
2 京阪神圏 (京都､大阪､神戸とその通勤圏)
3 中京圏 (名古屋とその通勤圏)
4 1-3以外の政令都市､県都の市
5 1-4以外の市町村
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(13)

(14)

■

■

■

(15-17)

(18)

(19)



【今後め生痛について】

Ql あなたご自身の今後の生活見通しについてうかがいます｡A-Dのそれぞれについ
て該当する番号を選んで下さい｡

Ap自分の雇用の安定が確保される 1 2 3

C 定住可能な住居が確保できる 1 2 3.

■

■

■

(20-23)
02 あなたの世帯の家計は5年後､どうなっていると思いますか｡次のA～Cのそれぞ
れについて該当する番号を選んで下さい｡

1そら忠pう 2思そわうない

A 世帯の収入水準は現在より上昇する 1 2.

B 世帯の貯蓄水準は現在より上昇する 1 2

q 家計のやりくりは現在より楽になる 1 2

(24-26)
Q3 あなたの生活のなかで今後､大切にしたいのは何ですか｡次のなかから主なものを
3つ以内で選んで下さい｡
1 仕事
2 会社 (役所)での地位
3 子どもの教育
4 自分自身の教育 ･教養
5 家族関係
6 友人､知人との関係
7 スホ〇一ツや趣味

8 地域･軒ランティア活動への参加
9 健康
10住宅の改善
11老後への備え
12その他
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(27-32)



【結婚 ･夫婦について】

Q4 結婚をめ('ることがらについてうかがいます｡次にあげるA～Fのそ.れぞれについ
て該当する番号を選んで下さい｡

A 結婚はするべきだ (同棲を含む.) 1 -~2. 3 -4-

B 年齢を気にして急いで結婚することはない pl 2 -_3 -4

C.拓殖しても婚姻届を申す必要はない 1 2 3 4

D 結婚しても享どもをつくらないのがよい 1 2 3 4

E 女性は子どもができても働き続けるのがよい 1 2 3 ･4

05 ｢世帯の稼ぎ手｣についてうかがいます｡次のうち､
ですか｡
1 夫婦2人の収入で家計を維持するのがよい
2 夫の収入を主とし､妻が補助的に収入を得るのがよい
3 夫の収入のみで家計が維持するのがよい
4 夫婦どちらか一人の収入で家計を維持するのがよい
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(33-38)
あなたがいいと思うのはどれ



Q6 次にあげる男女の役割分担について､あなたはどのように感じますか｡A～Gのそ
れぞれについて､該当する番号を記入して下さい｡

1..感非じ常るに紘抗を 2感少じしる抵抗杏 ･-3kbじまなり-い抵抗香 4感全じくな抵い抗.杏

A 妻の来客を夫がもてなす 1 2 3 4

B 妻の親の介護を夫が手伝う .1 2 3 4.

C 夫が洗濯をしたり食事のしたくをする 1 2 3 4

D ~妻が外に働きにでて美が専ら家事をする_ _1. 2 p3 A=

E 夫がいても妻が世帯主になる I ･2 3 4

F.父親がいても学校の保護者欄に母親の名 _ 1 2 3 4
前をかく

□

□

□

□

□

[
〓

]

Q7 (既婚の方にうかがいますが)あなたの家庭では､次にあげるような日常的な事柄
に関してどうしていますか｡A～Eのそれぞれについて､あてはまる番号を選んで下
さい｡

1や主つにて白い分るが, 2し美て掃いでる分~担 3や主.つにて配い偶･る者が

A 掃除 .洗濯 1 2 3.I

B 料耀 1 2 3

C あとかたづけ 1 2 3

I) 育児(子どもかいる方のみ) -1 ′2 3
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【子どもについて】

以下の質問は独身の方や子どものいない方も含めて全員がお答え下さい｡

Q8 あなたのお子さんは全部で何人ですか｡すでに独立している方も含めて回答して下

0
人
人

人
人

い

1
2

3
4

さ

1
2

3
4

5

6

7

5人以上

蒜 もはいない □

(52)
Q9 では､お子さんは全部で何人くらいほしい､あるいは､いたらよかったと思います

人
人
人

人

㌧
1
2

3
4

力
1
2
3
4

5 5人以上

6i 諾 誓慧よくない □

(53)
QIO (ほしい子どもは1-2人まで､あるいは､ほしくないと答えた方にうかがいます
が)それ以上､子ともはほしくないと思うのはどのような理由からでしょうか｡次の

中から3つ以内で選んで下さい｡

1 自分の時間を大事にしたいから
2 育児費･教育費の負担が大変だから
3.育児の肉体的負担が大きいから
4 子育てに自信がないから
5 利用できる保育所 ･託児所がないから
6 夫婦のどちらかが仕事をやめることになるから
7 住居が狭いから
8 健康､高齢などのため出産できないから
9 その他

■

■

■

(54-56)
011全員にうかがいます｡子どもの教育に関する次の考え方について､あなたはどう思
いますか｡A～Cのそれぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

1二そち忠ち 2思考わうない

B.子どもが大学進学したら学費を出すのは親の責任だ 1 2.
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Q12今後10年を考えた場合､日本の教育はどうなって行くと思いますか｡A､Bのそれ
ぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

-~1そら忠う ･2思そわうない

A 偏差値重視Oj敦青が改められ､受験戦争は弱まろ 1 2

∩ (60-61)
013 あなたは､自分の子ともにはどのような社会に住んでほしいと思いますか｡次のな
かから特に重視すべきと思うものを3つ以内で選んで下さい｡
1 経済が安定し､失業の少ない社会
2 所得が大きく伸び､生括の便利さを享受できる社会
3 資産や所得がより平等な社会
4 男女間の格差が少ない社会
5 職業についてやり直しのチャンスのある社会
6 社会保障が充実し､老後に不安がなく､障害者も住み良い社会
7 環境破壊がなく､自然に恵まれた社会
8 犯罪のない､安全な社会
9 個人の自由や権利が尊重された社会
10外国人にも開かれた社会

□

[
∪

∪

【住宅や資産について】

Q14 あなたは将来も含めて考えた場合､住宅についてはとの意見に賛成ですか｡

藍 冨望富豪琵 芸驚 志ゞ望い □ (68)

Q15

Q16

Q17

同じ会社 (役所)の社員 (職員)のみがまとまって住む社宅 (職員住宅)について
どう思いますか｡
家賃が安いのは助かるので住みたい
何かとわずらわしいので住みたくない

□ (69)
あなた くまたはあなたの配偶者)は､住宅やその他の資産について､親から相続

く贈与)を受けたか､受ける予定がありますか｡
居住用住宅 (または住宅取得費用の援助) 4 いずれもない
居住用以外の不動産こ株式､預貯金 5 わからない
1､2の_両方

では､あなた (またはあなたの配偶者)の資産を子どもに相続することについては､
つぎのどの考え方に近いですか｡

資産は､なるべく自分で使い切り､持家も残さない
持家は残すが､その他の資産はなるべく使い切る
なるべく多くの資産を子どもに残す
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【職藤生清について】

018残業や休日出勤など超過労働についてうかがいます｡通常､1カ月平均でどのくら
いになりますか｡超過労働手当の有無にかかわらず､乗除の時間数で回答して下さい｡

1 なし

2 10時間以内
3 11γ20時間
4 21-30時間
5 31-40時間

6 41-50時間
7 51-60時間
8 61-80時間
9 81-100時間
10 100時間を超える

Q19あなたはご自分の超過労働についてとのように考えていますか｡

1 減らしたい
2 現状程度でよい
3 もっとやりたい

(74)
Q20あなたは次にあげる労働時間 ･休日休暇制度の実現を希望しますか｡A八一Gのそれ
ぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

1し辛なて,くるは実ベし現くい 2ほ実でし現きいしれてば 3とし.a思てくわはになし実いい現.

A ■一日の所定労働時間の短縮 1 2 3

B 週休3日制_(2日でなく!) 1 2 ■3

C 1カ月程度q)バカ.ンス休暇 1 2 3

D 1年程度の長期研修休暇- 1. 2 3

E 有給の病気休暇 1 2 3

F ボランティア活動のための休暇 1. 2 3
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021あなたは働き方に関する次のような考え方についてどう思いますか｡A～Gのそれ
ぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

A :やりがいのある仕事なら労働時間は長くてもよい 1 白

B 好きなときに仕事をするフリーター的働き方も悪くない 1 2

C 条件さえ合えば出身地に近いところで仕事をしたい 1 2

D 単身赴任となるような革勤も仕方ない 1 2

E 会社 _(役所)を気軽に転職できるのがよい 1- 白

F 転職してもほかで十分仕事をやれる自信がある 1 2

G 管理職ではなく､専門職と~して腕をふるいたい ~1 2

■

■

■

■

■

■

■

(82-88)
Q22あなたは賃金についてどのように考えていますか｡A～ Cのそれぞれについて､該
当する番号を選んで下さい｡

1そう忠う 2思そわうない

A 賃金は年齢や生活費に応じてあがつ七いくのがよい 1 2

B 賃金は勤続年数と関係なく､仕事や能力で決まるのがよい 1 2
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023 10年後にあなたの職場や仕事はどうなっていると思いますか｡-A～Jのそれぞれに
ついて該当する番号を選んで下さい｡

C 男女とも子育てと仕事を両立している人が増えている 1 2

D .資格取得や専門学校に通うIなど自己草野 こ励む人が増えて.いる 1 2

E 学歴や単身校による不公平はほぼ醸肖されてい:る 1 2.

F 仕事がきつくなって､ついていけなくなる人が増えている 1 2

H~60歳以上の高齢者の知識や技能が生かされる職場が増えている 1 2

Ⅰ 障害者を雇用する職場カ増 えている 1 2､

あなたは60歳になっTsとき､どうしていると思いますか｡
今の会社 (役所)にいると思う

今の会社 (役所)のグルーア企業や関連会社 ･機関など

にいると思う

すでに仕事をやめて退職後の生痛にはいっている

現在の会社 (役所)の関連ではない他の仕事をしていると思う
わからない

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

(9ト101)

【会社について】

Q25 あなたは職場単位での旅行やレクリエーションが行われた場合､参加しますか｡

1 積極的に参加する
2 仕方ないので参加する
3 できるだけ断る

-225-



026あなたは会社 (役所)に対してどのような気持ちをお持ちですか｡
1 会社 (役所)において自分の最善をつくしたい
2 会社 (役所)では人並みに働いていたい
3 会社 (役所)は生清の糧を得る場と割り切りたい
4 会社 (役所)には関心がない

027あなたは､子どもを今の会社 (役所)に入れたいと思いますか｡
1 ぜひ入れたい
2 できることなら入れたい
3 あまり.入れたくない
4 絶対入れたくない

(105)
028｢般に会社が利益をあげたとき､次のとちらを重視すべきだと思いますか｡
1 会社の将来の発展のため､設備投資にまわす
2 商品価格を引き下げ､消費者 (社会)に還元する

(106)
【定年退職後の生晴について】

029あなたは､定年退職後､どのような夫婦生藩をしたいですか｡A-Dのそれぞれに
ついて該当する番号を記入して下さい く定年前に退職する方も､現行の定年年齢以降
を想定して記入して下さい)｡

1そうし･たい- 2.そどうち･しらたかいといえ _ば 3そどうちしらたかくとないいえば 4~そうしたくない

冬 .家事はお互いに分担する 1 2 3 4

C お互いしぼられない生酒をする 1 2 3 4

■

■

■

■ (107-
日MD

Q30あなたは今後､親と同居することについてどう考えていますか｡
A[自分の親の場合]､B[配偶者の親の場合]のそれぞれについて該当する番号を
選んで下さい｡

1 親と同居するつもり (している)
2 同居ではなく､簡単に行き来できる範囲
に住むつもり (住んでいる)
3 同居も近隣に住むことも考えていない
4 両親ともすでにいない
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Q31 あなたは親が高齢等で介護を必要とする時､どうするつもりですかr(しましたか)｡
A.工自分の親の場合]､B[配偶者の親の場合]のそれぞれについて該当する番号を
選んで下さい｡
1 在宅で､家族だけで介護する (した)
2 在宅で､ホーLNm〇一や在宅介護サービスを
利用して介護する (した)
3-老人ホームなどの施設で介護する (した)
4 他の親族が介護してくれる (した)
5 該当する親はいない

A [自分の親の場合]

(113-~114)

Q32 では､あなた白.身が介護が必要になった場合､次のうちどれを希望しますか｡
1 主として配偶者の世話になる

2 主として子どもの世帯になる
3 在宅で､かム仙粁-や在宅介護サービスを利用する
4 公共の老人ホームなどの施設に入所する
5 民間のケアつき有料老人不一ムに入所する
6 その他
7 わからない

(115)

【組合について】

Q33 あなたは､組合活動についてどう思いますか｡A～ Gのそれぞれについて該当する
番号を選んで下さい｡

A 働き方の故垂や労働条件の向上 - 1 2 3 4 5
に綾立っている

B 経営のチェックや企業倫理の確 1ー 2+ 3 J耳 5
立に療極的に由り組んでいる

内示を受けたとき､頼りになる

守ってくれる

E_活動の重点は､二共済や旅行､スホ○ 1.;2 3 ∴4. 5-Y,など組合員個々人のサービス
疫つながる痛動におくべきだ

pF 定年遮職者となんらかのかたち 1 2 3 4- 5:
でうi:Sがりを維持した方がよい
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【地域生清について】

Q34あなたは､近所づきあいをどの程度していますか｡-A～Cのそれぞれについて､該
当する番号を選んで下さい｡

A.近所の人と一緒に遊びにでかける ･1 2

B 町内会､自由会の行事にはできるだけ参加する + I-2,:

Q35あなたは､近所づきあいについてどのように考えていますか0
1 お互いに助け合えるような､近所づきあいがよい
2 近所づきあいは､ほどほどにしたい
3 近所づきあいはできるだけしたくない

■

■

■

(Ⅰ23-125)

(126)

Q36今後､10年の間に日本の勤労者生活や社会につぎのような変化がおこると思います
か｡次のA～Hのそれぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

B 乳児保育 .延長保育 .夜間保育など保育サービスが禿筆す争 I i:2

D 家庭の団らんが増える ･_こ. ll ?1-

E ボ9.ンティア活動.に参加する人が増える ･斗 ･∴孝

-F 良質な賃貸住宅が痩える 1_∴孝

G 下水道や交通網などの社会資本の整備が進む 十 畠
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【国際化について】

Q37.日本の国障化に関する次の事柄について､あなたの気持ちに近いのはどれですか｡
A⊥Hのそれぞれについて､該当する番号を選んで下さい｡

_._A..外国で働~い†卑車中.I, ･､~1= I? ∴畠 I.4-

ホ一旦ステイを受入れたい

C~子どもは､外国人と気楽kbきあえる 1 2 3 4-
国際人になってやらいたい

D 外国人と近所づきあいをしたい 1 2 3 4

E 外国人の単純労働への就労を認める 1 2 3 4

-,F.∴上司が外国人やもかまわをし1- ..1-･..~写 二軍ー1 4.こ

･G--L在日外国人に地方選挙へq)選挙権を. 守 一二≠ -ヰ --■4
-付与すべき尭

H 日本は輸出立国にこだわらない方が 1 2. 3 4

□

[
〓

][
∪

□

□

□

[
∪

[
∪

(136-142)
-ご協力､大変ありがとうございました-
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【鰯用】

フピジョン

1993年6月

【調査協力のお願い】

今､日本では生酒大国の実魂が叫ばれていますが､老後生活をはじめとして働く者の暮
らしには不安が多いのが実情ですi'連合総研の ｢生汚ビジョン研究委員会｣では､21世紀

の勤労者生活のあるつき姿を具体的に描き､その実現のために必要な政策を提言するため､
研究を進めています｡今臥 その研究の基鍵資料とするため､組合員の奥様方の生靖の現
状やご意見をお聞きしたいと考え､連合のご協力を得て ｢21世紀ライフビジョン調査｣を
実施することといたしました｡なお､調査結果は数値化して集計しますので個人の意見が
外部に漏れることはありません｡皆さまの率直なご意見をありのままご記入願います｡̀

【記入上の注意1
1.回答にあたうては∴選ぶ数をまうがえないようにして下さい｡僻にととわり書きのな
い場合は‥1つだけ選んで下さいと
2 回答は､すべて設問の右にあるマス内に数字や由大して下さい｡マスは回答1つにつ
き､1つづつ用意されています｡

(財)連合総合生酒開発研究所

束京都中央区新川1-23-4
Ⅰ･Sl)が-サイドヒサル2F
(担当:青木､高木､桑島)
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【今後の生清について】

Ql あなたの今後の生活見通しについてうかがいます｡A-Dのそれぞれについて該当
する番号を選んで下さい｡

1うそう忠 2わそなうい思 3なわいから

A 夫の雇用I.¢安定カ海 保きれる 1~ 2 3

C 定住可能な住居が醸保できる 1,1 2p .3

■

■

■

霊

(ト4)

Q2､あなたの世帯の家計は5年後iどうなっていると思いますか｡次のA～Cのそれぞ
れについて該当する番号を選んで下さい｡

B 世帯の貯革水準昼現在より上昇する 1 2

■

■

■

(5-7)

Q3 ｢世帯の稼ぎ手工についてうかがいます｡次のうち､あなたがいいと思うのはどれ
ですか｡

i 夫婦2人の収入で家計を維持するのがよい
2 夫の収入を主とし､妻が補助的に収入を得るのがよい
3 夫の収入のみで家計が維持するのがよい
4 夫婦どちらか一人の収入で家計を維持するのがよい.

Q4 あなたの生活のなかで今後､大切にしたいのはどのようなものですかO-次のなかか
ら主なものを3つ以内で選んで下さい｡
1 美の仕事 9 地域や串やランテ47滴動への参加
2 夫の会社 (役所)での地位 10 健康
3 あなたの仕事
4 子どもの教育
5 自分自身め教育 ･教養
6 家族関係
7 友人､知人との関係
8 スホoJyや趣味

11 住宅の改善
FHWこご凹九

日
二日目

老後への備え

その他 ■
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【結婚 ･夫婦について】

Q5-結坤をめ(･ることがらについてうかがいます｡次にあげる･A～Fのそれぞれについ
て該当する番号を選んで下さい｡

A 結婚はするべきだ (同棲を含む) 1 2.3 4

B 年齢李気にして急いセ結婚するととはない 1 2 3 4

C 結婚しても婚姻届を出す必要はない 1 2 3 4

D.結婚しても子どもをつくらないのがよい 1 L畠. 3_-4_.

E 女性は子どもができても働き続けるのがよい 1 2 3 4

□

∩

=
∩

]
□

□

□

06 次にあげる男女の役割分担について､あなたはどのように感じますか｡A～Gのそ
れぞれについて､該当する番号を選んで下さい｡

A 妻の来客を夫がもてなす 1 2 3 4

B 妻の親の介護を夫が手伝う 1 2 3 4

C 夫が洗濯.をしたり食事のしたくをする 1 2. 3 .4

D 筆が外に働きにでて夫が専ら家事をする 1 2 ~3 4

E 夫がいても妻が世帯主になる -1 2 3 ~4-

F 父親がいても学校の保護者欄に母親の名 1 2. p3 4~
前をかく
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Q7 あなたの家庭では､次にあげるような日常的な事柄に関′してどうしていますか｡･A
～Eのそれぞれについて､あてはまる番号を選んで下さ小｡

.1や主つにて自■い分るが 2し夫て掃いでる分港 ー3や主つにて夫いがる

A 掃除.-洗濯 1 ･2 3

甲 料琴 1 2 3.

C あとかたづけ. 1 2 3

D -育児(子どもがいる方のみ) lp -2 -:~3-

■

■

■

■

■

【子どもについて】
以下の質問は子どものいない方も含めて全員がお答え下さい｡

(-28-32)

08 あなたのお子さんは全部で何人ですか｡すでに独立している方も含めて回答して下

0
人

人
人
人

い
1
2

3
4

さ

1
2

3
4

は
人
人
人

人

で

1
2

3
4

9
1
2
3
4

Q

5 5人以上
6 子どもはいない
7 未婚

持SE
､お子さんは全部で何人くらいほしい､あるいはいたらよかったと思いますか｡

5 5人以上
6 子供はほしくない
7 わからない

(34)

QIO (ほしい子どもは1-2人まで､あるいは､ほしくないと答えた方にうかがいます
が)それ以上､子ともはほしくないと思うのはどの串うな理由からでしょうか｡次の
中から3つ以内で選んで下さい｡
1 自分の時間を大事にしたいから
2 育児費･教育費の負担が大変だから
3 育児の肉体的負担が大きいから
4 子育てに自信がないから
5 利用できる保育所 ･託児所がないから
6 夫婦のどちらかが仕事をやめることになるから
7 住居が狭いから
8 睦康､高齢などのため出産できないから
9 その他
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011全員にうかがいます｡子どもの教育に関する次の考え方について､あなたはどう思
いますか｡A～ Cのそれぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

1そう忠う 2思そわうな .い

A 子どもは大学に進学しなくてもよい- 1 2

B 子どもが大学進学したら学費を出すのは親の責任だ 1 2

■

■

■

(38-40)
Q12今後10年を考えた場合､日本の教育はどうなって行くと思いますか｡A､Bのそれ
ぞれについて該当する番号を選んで下さい｡

A 嘩差値重視の教育が改められ､受験戦争は弱まる -1 2

∩ (4ト42)
013あなたは､自分の子ともにはどのような社会に住んでほしいと思いますか｡次のな
かから特に重視すべきと思うものを3つ以内で選んで下さい｡

1 経済が安定し､失業の少ない社会
2 所得が大きく伸び､生滴の便利さを享受できる社会
3 資産や所得がより平等な社会
4 男女間の格差が少ない社会
5 職業についてやり直しのチャンスのある社会

6 社会保障が充実し､老後に不安がなく､障害者も住み良い社会
7 環境破壊がなく､自然に恵まれた社会
8 犯罪のない､安全な社会
9 個人の自由や権利が尊重された社会
10 外国人にも開かれた社会

■

■

■

(43-48)

【住宅や資産について】

014あなたは将来も含めて考えた場合､住宅についてはとの意見に賛成ですか｡
1 最終的には一戸建ての持家がよい
2 最後までマンション (持家)がよい
3 最後まで借家がよい
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Q15同じ会社 (役所)の社員 (職員)のみがまとまって住む社宅 (職員住宅)について
どう思いますか｡

1 家賃が撃いのは助かるので住みたい
2 何かとわずらわしいので住みたくない

□ (50,
Q16あなた.(またはあなたの夫)は､住宅やその他の資産について､親から相続 (贈与)
を受けたか､受ける予定がありますか｡

1 居住用住宅 (または住宅取得費用の援助)
2.居住用以外の不動産､株式､預貯金
3 1､2め両方
4 いずれもない
5 わからない

(51)

Q17 では､あなた (またはあなたの夫)の資産を子どもに相続す尋ことについては､次
のとの考え方に近いですか｡
1 資産は､なるべく自分で使い切り､持家も残さない
2 持家は残すがこその他の資産はなるべく.使い切る
3 なるべく多くの資産を子どもに残す

(52)
【夫の職場生清について】
Q18あなたは残業や休日出勤など夫の超過労働についてどのように考えていますか｡
1 減らしてほしい
2 現状程度でよい
3 もっとやってほしい

■~(53)
Q19あなたは次にあげる労働時間 ･休日休暇制度が夫の職場で実現することを希望しま
すか｡A～Gのそれぞれについて当てはまる番号を選んで下きい,

+- ,lrL早なてぐるは実ペ･㌧現くい 育は夷でし現き-.いし串てば :.T3-1とtと革てくわ轡こなし実いい現

A 十 日の所定労働睡鹿の短縮 :〟

C .1カ月程度のバカンス休暇

D 1年程度の轟期研修休暇

E 有給の病気休暇

F ボランティア活動のための休暇_二
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■

■

鴨

鴨

轟

■

■

持4-60)



Q20 あなたは､夫の仕事に関する次のような考え方についてどう思いますか｡A-Dの
それぞれにつ いて該当する番号を選んで下さい｡

A 夫が､夫の出身地.に近いところでの仕事を希望すれば､ 1 .2
■反対し.ない

B 夫が ､ ト任となるような転勤も仕方ない 1 白

C'夫が転職を希望するときには､反対しない -1 ~2

D 夫には､定年までに､ぜひ管理職になってもらいたい-. 1 ･2

[
∪

□

□

□

(6ト64)
021 あなたは､子ともを夫が勤めている会社 (役所)に入れたいと思いますか く子ども
がいない方もいると仮定してお答え下さい)｡
1 ぜひ入れたい
2 できることなら入れたい
3 あまり入れたくない
4 絶対入れたくない

(65)

【あなたの仕事について】

Q22 あなたはこれまで､正社鼻 (職員)として働いたことがありますか
1 正社員の経験はあるが､今は働いて
2 現在､正社貞
3 正社員の経験はあるが､今はパート
4 正社員の経験はなく､今はパート

いない □

(66)
5 パートの経験だけはあるが､今は働いていない
6 働いたことはない

023正社員 (職員)の経験がある方にうかがいます｡
A 仕事をやめた主な理由は何でしたか｡複数の勤務経験がある場合は直近のケースで

回答して下さい
1 結婚のため
2 出産 ･育児のため
3 介護の必要が生じたため
4 勤務先の労働条件などに問題があったため
5 もともと長く勤めるつもりはなかった

6 その他

B その仕事をやめたことを後悔していますか
1 ハイ
2 イイエ
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(67)

□ (68,



Q24現在､働いていないか､パートの方にうかがいます｡′

A.あなたは今後､･正社員で再就職す.るうもりがありますか｡
1 ハイ 2 イイエ

B もし今後､正社員で再就職するとしたらどのような条件が満たされれば可能ですか｡
主なものを2つ以内で選んで下さい｡
1 夫が家事 ･育児を分担してくれること
2 家事や子どもの世話をしてくれる人がいること
3 仕事をもつことについての美の理解があること
4 利用しやすい保育園 ･学童保育施設があること
5 通勤時間が短く残業､出張のないこと
6 自分の能力や資格を生かせる仕事がみつかること
7 その他 (70-71)

Q25 (現在働いていない方にうかがいますが)あなたは今後､パートで働くつもりはあ
りますか
1 ハイ 2 イイエ

【夫の定年退職後の生清について】
Q26あなたは､､夫の定年退職後､.どのような夫婦生活をしたいですか｡A-Dのそれぞ
れについて該当する番号を記入して下さい｡

1°_そうしたい ~2･そどうち.-しらたかいキいえ･ばi 3そ豆うち .レら.たかくとない.いえば ･4-.早う-したくない

A 家事はお互いに分担する 1 2 3--I･■4~.
■

■

雷

■

(73-76)
027 あなたは今後､親と同居することについてどう考えていますか｡
A [自分の親の場合コ､B[夫の親の場合コのそれぞれについて該当する 番 号を選ん
で下さい｡
1 親と同居するつもり (している)
2 同居ではなぐ､簡単に行き来できる範囲に､A 自分の親の場合
住むつもり(住んでいる)
3 同居も近隣に住むことも考えていない B 美の親の場合
4 両親ともすでにいない
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(77-78)



Q28あなたは親が高齢等で介護を必要とする時､どうするつもりですか くしましたか)0
A [自分の親の場合].､B[夫の親の場合]のそれぞれについて該当する番号を遜ん
で下さい｡
1■在宅で､家族だけで介護する (した)
2 在宅で､ホ～Lへ舶lア←や在宅介護サービスを
利用して介護する (した)
3 老人ホームなどの施設で介護する (した)
4 他の親族が介護してくれる (した)
5 該当する親はいない

(79-80)
Q29あなた自身が高齢 ･障書などで介護が必要になった場合､次のうちどれを希望しま
すか

1 主として美の世話になる
2 主として子どもの世話になる
3 在宅で､ホーLWl〇一や在宅介護サービスを利用する
4 公共の老人ホームなどの施設に入所する
5 民間のケアつき有料老人ホームに入所する
6 その他
7 わからない

【地域生清について】

(81)

030あなたは､近所づきあいをどの程度していますか｡それぞれについて､該当する番
号を記入して下さい

1している 2していない

A 近所の子ども考預かる 1 2.

B 近所の人と一緒に選びにでかける pl 2

C 町内会､自治会の行垂にはできるだけ参加する 1 I_云

Q31あなたは､近所づきあいについてどのように考えていますか｡
1 お互いに助け合えるような､近所づきあいがよい
2 近所づきあいは､ほどほどにしたい
3 近所づきあいはできるだけしたくない
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■

■

■

■

(82-85)

(86)



【国際化について】

032日本の国隙化に関する､A～Gの事柄についてあなたの気持ちに近い.のはどれで
すか｡該当する番号を記入して下さい｡

A 外国で働いてみたい .1 2. -3 4

B 外国の子どもの ｢里敦｣になったり､ 1 2 3 4
ホームステイを受入れたい

t 子どもは､外国人と気楽につきあえる 1 2 3 -4
国際人になってもらいたい

D 外国人と近所づきあいをしたい 1 2 3 ･4

E 外国人の単純労働への就労を認める 1 p2 3 4

F 雀日外国人に地方選挙への選挙権を 1 2 3 4
付̀与すべきだ

G 日本は輸出立国にこだわら.ない方が 1 2 3 4

<最後にいくつか基本的なことについてうかがいます>

Fl あなたの年齢l あなたの年齢

F2 あなたの最終学歴
1 中卒(旧小､旧高中卒を含む)
2 高卒(旧中卒を含む)
3 短大 ･高専卒(専門学校卒を含む)
4 大卒 ･大学院修了

(94-95)

□

[
∪

[
∪

□

□

[
〓

]
[
∪

(87-93)

-ご協力､大変ありがとうございました-
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